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はじめに

対象読者

このマニュアルは、既存のアプリケーションの共通デスクトップ環境 (CDE) への統合、

または CDE の機能を使用する新しいアプリケーションの開発に関心があるプログラマを

対象としています。このマニュアルは、CDE開発環境を説明するものであり、Motif®、X、
UNIX、または C プログラミングの知識があることを前提としています。

このマニュアルを読む前に

『共通デスクトップ環境 プログラマーズ・ガイド』は、プログラミング情報を集めたも

のです。CDE へのアプリケーションの統合を開始する前に、「関連文書」の節にリスト

されているマニュアルをお読みください。

『共通デスクトップ環境 プログラマ概要』は、CDE の説明と、プログラミング環境を紹

介しています。

このマニュアルの構成

『共通デスクトップ環境プログラマーズ・ガイド』は、3部構成になっています。各部に、

共通デスクトップ環境の各要素の詳しい説明、概念図、各要素の具体的な使い方の説明、コー

ディング例があります。

第 1 部「基本的な統合方法」

アプリケーション・レベルと印刷レベルの登録方法を説明します。
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第 1 章「基本的なアプリケーションの統合方法」
既存のアプリケーションの CDE への基本的な統合に必要な手順を説明します。

第 2 部「推奨する統合方法」

既存のアプリケーションを共通デスクトップ環境に統合する方法を説明します。

第 2 章「フォントの統合」
一般的な標準フォントの記述を使用して、CDE 準拠システム上でアプリケーションに最

も近いフォントを使用する方法を説明します。

第 3 章「アプリケーションからのエラーの表示」
情報とエラー・メッセージを表示するための一般的なモデルを説明します。

第 4 章「セッション・マネージャとの統合」
ICCMセッション管理プロトコルを説明し、セッション・マネージャとのアプリケーショ

ンの統合の例を示します。

第 5 章「ドラッグ＆ドロップとの統合」
ドラッグ＆ドロップのユーザ・モデル、新しいドラッグ＆ドロップのアプリケーション・

プログラム・インタフェース (API)、およびドラッグ＆ドロップの使い方を説明します。

第 3 部「オプションの統合方法」

新しいアプリケーションをセッション・マネージャおよびドラッグ＆ドロップと統合する

方法を説明します。また、ロケールがログイン・マネージャ、ウィンドウ・マネージャ、

および端末エミュレータに与える影響についても説明します。

第 6 章「ワークスペース・マネージャとの統合」
アプリケーションを特殊な方法でワークスペース・マネージャと統合する方法を説明します。

第 7 章「共通デスクトップ環境の Motif ウィジェット」
CDE の一部として提供されるカスタム・ウィジェットの使い方を説明します。

第 8 章「アプリケーションからのアクションの実行」
アプリケーションの中でアクションを作成する方法を説明します。

第 9 章「データ型データベースのアクセス」
データ型関数とデータ型データベースの使い方を説明します。
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第 10 章「カレンダとの統合」
カレンダ API について、関数、データ構造、カレンダ属性、およびエントリ属性などを

説明します。カレンダ API の使い方も説明します。

「用語集」

このマニュアルで使われている語句とその定義のリストです。

関連文書

CDEへのアプリケーションの統合を開始する前に、マニュアル・セットの中の他のマニュ

アルも読んでください。付属マニュアルのリストについては、「開発環境用マニュアル」

を参照してください。

実行環境用のマニュアル・セットは、次のものから成ります。

• 『共通デスクトップ環境 ユーザーズ・ガイド』
• 『共通デスクトップ環境 上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』
• オンライン・ヘルプ・ボリューム

注 –『共通デスクトップ環境上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』には、アプリケーショ
ンをデスクトップに統合する際に役立つ情報が含まれています。

カレンダ API とスケジュール API の詳細については、X.400 API Association から
XAPIA 規格の最新版を入手してください。住所は下記のとおりです。

X.400 API Association, 800 El Camino Real, Mountain View, California, 94043

開発環境用マニュアル

この節では、開発者マニュアル・セットの各マニュアル (『共通デスクトップ環境 プログ

ラマーズ・ガイド』を除く)の概要を示します。『共通デスクトップ環境プログラマーズ・

ガイド』の他に、開発環境用のマニュアル・セットには次のマニュアルが含まれています。

• 『共通デスクトップ環境 スタイル・ガイド』
• 『共通デスクトップ環境 アプリケーション・ビルダ・ユーザーズ・ガイド』
• 『共通デスクトップ環境 プログラマ概要』
• 『共通デスクトップ環境 プログラマーズ・ガイド(ヘルプ・システム編)』
• 『共通デスクトップ環境 ToolTalk メッセージの概要』
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• 『共通デスクトップ環境 プログラマーズ・ガイド(国際化対応編)』
• 『共通デスクトップ環境 Dtksh ユーザーズ・ガイド』
• 『Common Desktop Environment: Glossary』
• オンライン・マニュアル・ページ

『共通デスクトップ環境プログラマ概要』

『共通デスクトップ環境 プログラマ概要』は、2 部構成になっています。第 1 部には、

実行時と開発環境の両方に関するハイレベルの情報など、共通デスクトップ環境のアーキ

テクチャの概要が含まれています。第 2 部には、アプリケーションを開発する前に知っ

ておくべき情報と、開発環境のコンポーネントの説明があります。

『共通デスクトップ環境 プログラマ概要』は、共通デスクトップ環境の開発環境と開発

者マニュアル・セットの概要を示すものです。アプリケーションの設計と開発を始める前に、

まずこのマニュアルを読んでください。

『共通デスクトップ環境スタイル・ガイド』

『共通デスクトップ環境 スタイル・ガイド』は、アプリケーション設計のスタイルのガ

イドラインと、共通デスクトップ環境のアプリケーション・レベルの認定の要件を説明し

ます。これらの要件は、Motif バージョン 1.2 の要件に共通デスクトップ環境固有の要件

を追加したものです。

チェックリストでは、モデル・キーボードの形式を使用して、キーについて説明しています。

チェックリストは、英語ロケールで左から右へ書かれる言語を対象としたアプリケーショ

ンを設計することを前提としています。キーボード入力を示す箇所では、Motifのモデル・

キーボードの文字でキーが示されています。マウス・ボタンは、マウスのボタンの数に依

存しない動作を示すために、仮想ボタン名称を使用して説明されています。

このマニュアルは、アプリケーション設計者が一貫性のあるアプリケーションを開発し、

アプリケーション内の動作に一貫性を持たせるために役立つ情報を提供します。

『共通デスクトップ環境アプリケーション・ビルダ・ユーザーズ・ガイ
ド』

共通デスクトップ環境のアプリケーション・ビルダ (AppBuilder とも呼ばれます) は、共

通デスクトップ環境アプリケーションを開発するための対話型ツールです。このツールは、

アプリケーションのグラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)の構築と、デスクトッ
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プの多くの便利なデスクトップ・サービス (ヘルプ、ToolTalk、およびドラッグ＆ドロッ

プなど)の組み込みとを容易にする機能を提供します。『共通デスクトップ環境アプリケー

ション・ビルダ・ユーザーズ・ガイド』では、パレットから「オブジェクト」をドラッグ

＆ドロップしてインタフェースを作成する方法を説明します。また、インタフェース内の

オブジェクト間の接続方法、アプリケーション・フレームワーク・エディタを使用してデ

スクトップ・サービスとの統合を簡単にする方法、C コードの生成方法、および
AppBuilder 出力にアプリケーション・コードを追加して最終的なアプリケーションを生

成する方法についても説明しています。

『共通デスクトップ環境プログラマーズ・ガイド(ヘルプ・システム編)』

『共通デスクトップ環境プログラマーズ・ガイド(ヘルプ・システム編)』は、アプリケー

ション・ソフトウェアのためのオンライン・ヘルプの開発方法について説明しています。

ヘルプ・トピックの作成方法と、オンライン・ヘルプを Motif アプリケーションに統合

する方法が述べられています。

このマニュアルの対象読者は、次のとおりです。

• オンライン・ヘルプ情報の設計、作成、および表示する設計者

• 完全に統合されたヘルプ機能を提供するアプリケーション・ソフトウェアを作成する

開発者

このマニュアルは、4 部構成になっています。第 1 部では、アプリケーションのヘルプを

設計するために設計者と開発者とが協力して行う役割について説明しています。第 2部は、

オンライン・ヘルプを構成および記述する設計者に必要な情報を説明しています。第 3部は、

ヘルプ・システムのアプリケーション・プログラマのツールキットを説明しています。第
4 部は、国際化対応環境向けのオンライン・ヘルプの作成について、設計者とプログラマ

に必要な情報を説明しています。

『共通デスクトップ環境 ToolTalkメッセージの概要』

『共通デスクトップ環境 ToolTalkメッセージの概要』では、メディア交換およびデスクトッ

プ・サービスのメッセージ・セットの規則に準拠したアプリケーションを作成するための

便利なルーチンとして提供される ToolTalkのコンポーネント、コマンド、およびエラー・

メッセージについて説明しています。このマニュアルは、ToolTalk®サービスを使用して

他のアプリケーションと相互運用するアプリケーションを作成または保守する開発者のた

めのマニュアルです。
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『共通デスクトップ環境 ToolTalk メッセージの概要』では、一般的な ToolTalk の機能

については説明していません。ToolTalk サービスの詳しい説明は、『ToolTalk リファレ

ンスマニュアル』を参照してください。ToolTalkをより簡単に使用するには、『ToolTalk

and Open Protocols: Inter-Application Communication』を参照してください。

『共通デスクトップ環境プログラマーズ・ガイド(国際化対応編)』

『共通デスクトップ環境 プログラマーズ・ガイド(国際化対応編)』は、アプリケーショ

ンを簡単にローカライズして、さまざまな言語と文化的規則を一貫したユーザ・インタフェー

スでサポートできるようにする、アプリケーションの国際化対応について説明しています。

特に、次の情報を提供しています。

• 開発者に対し、世界中で使用できるようなアプリケーションを書くためのガイドライ

ンとヒントを提供しています。

• デスクトップのさまざまな階層にまたがる国際化トピックの全体像を提供しています。

• 参考資料および詳しい記述のあるマニュアルを示しています。標準の規格文書を参照

する場合もあります。

このマニュアルは、既存の参考資料または概念的なドキュメントの説明をそのまま掲載す

るのではなく、特定の国際化トピックに関するガイドラインと規則を説明するものです。

国際化トピックに焦点を置くものであり、オープン・ソフトウェア環境の中の特定のコンポー

ネントや階層について説明したものではありません。

『共通デスクトップ環境 Dtkshユーザーズ・ガイド』

『共通デスクトップ環境 Dtkshユーザーズ・ガイド』では、デスクトップ Kornシェル (dtksh)

スクリプトで Motif アプリケーションを作成する方法を説明しています。開発者が作業

を始めるにあたって必要な基本的な情報に加え、徐々に複雑になるスクリプトの例を示し

ています。

このマニュアルは、特定の作業に適したシェル形式のスクリプト環境を探している開発者

を対象としています。Kornシェル・プログラミング、Motif、Xtイントリンシクスの知識と、
Xlib についてのある程度の知識があることを前提としています。



xix

『Common Desktop Environment: Glossary』

『Common Desktop Environment: Glossary』は、共通デスクトップ環境で使用する用

語の包括的なリストです。この用語集は、デスクトップのすべてのユーザにとって、ソー

スおよび参照の基本となります。この用語集の読者は、エンドユーザ、開発者、翻訳者ま

で多岐にわたるため、読者や、用語の由来や、グラフィカル・ユーザ・インターフェース

でその用語を使用する共通デスクトップ環境コンポーネントについての情報も、用語定義

の書式に含まれています。
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表記上の規則

次の表に、このマニュアルで使用する表記上の規則を示します。

注 – \ (バックスラッシュ)は、デバイスによって ¥ (円記号)で表示されるものがあります。

表 P-1 表記上の規則

文字または記
号 意味 使用例

AaBbCc123 コマンド、ファイル、ディレクトリ
の名前、画面の出力表示

login ファイルを編集します。
ls -a を使用してすべてのファイルをリ
ストします。
system% you have mail.

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、
rm filename を入力します。

AaBbCc123 強調する語句を示します。 アクション・アイコンをクリックします。

　『 』 参照する書名を示します。 『ユーザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

「」 参照する章、節を示します。 第 1 章「基本スキル」を参照してくださ
い。

[ ] アイコン、ボタン、メニューなどの
ラベル名に使用します。

[了解] ボタン

コード例は次のように表示されます。

% UNIX C シェル・プロンプト system%

$ UNIX Bourne シェル・プロンプト
および Korn シェル・プロンプト

system$

# スーパユーザ・プロンプト (すべての
シェル)

system#



第 1部 基本的な統合方法

第 1 章では、基本的な統合方法および印刷機能について説明します。

基本的なアプリケーションの統合方法 23 ページ
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基本的なアプリケーションの統合方法 1

基本的なアプリケーションの統合方法は、実行することが強く推奨されるタスクのセット

です。

基本的な統合方法には、デスクトップのアプリケーション・プログラマ・インタフェース（API）

の拡張使用は含まれません。したがって、ドラッグ＆ドロップ、セッション管理、
ToolTalk®メッセージ、アクションおよびデータ型データベースへのプログラムのアクセ

スなど、デスクトップとの他の相互作用は提供されません。

この章で説明する統合方法の作業の一部は、ソースコードの変更を必要とします。それら

はオプションですが、基本的な統合方法の作業と密接な関係があるため、ここで説明します。

基本的な統合方法の特徴

基本的なアプリケーションの統合方法には、エンドユーザ向けの次のような特徴があります。

• デスクトップ上のアプリケーションを探して起動するためのグラフィカルな方法

アプリケーションはデスクトップ登録パッケージを提供し、インストール・スクリプ

トはアプリケーションを自動的に登録します。

基本的な統合方法の特徴 23 ページ

基本的な統合方法の作業 25 ページ
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1

登録によって、アプリケーション・マネージャのトップ・レベルにアプリケーション・

グループが作成されます。アプリケーション・グループにはアイコンがあり、ユーザ

がアイコンをダブルクリックすると、アプリケーションが起動します。

• アプリケーションのデータ・ファイルを認識し、操作する機能

アプリケーションは、データ・ファイルにデータ型を提供します。

データ型定義は、データ・ファイルが固有のアイコンを使うように構成して、データ・

ファイルを見分けやすくします。また、データ・ファイルは、意味があるデスクトッ

プ動作も持っています。たとえば、ユーザは、データ・ファイルをダブルクリックす

ることによってアプリケーションを起動したり、デスクトップのプリンタ・ドロップ

領域にデータ・ファイルをドロップして、適切な印刷コマンドを使用してファイルを

印刷することができます。

• スタイル・マネージャによる簡単なフォントとカラーの選択

アプリケーションは、インタフェースのフォントと、バックグラウンド、フォアグラ

ウンド、およびシャドウの色を動的に変更します。

デスクトップは、対応するアプリケーション固有のリソースがない場合に使われる一

般的なインタフェースのフォントおよびカラーのリソースを定義します。

基本的な統合方法では、システム管理者に次のような利点を提供します。

• インストールと登録が容易

インストール時に、アプリケーションは自動的に登録されます。他にシステム管理者

がしなければならないことはほとんどありません。

• 運用時の管理が容易

デスクトップの構成ファイルはすべて、一カ所に集められます。また、たとえば管理

者がアプリケーションを更新したい場合や、別のアプリケーション・サーバに移動し

たい場合には、アプリケーションの登録解除が簡単にできます。
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基本的な統合方法情報の構成

基本的な統合に必要な作業の大部分は、既存のアプリケーションをデスクトップに統合す

るシステム管理者によって実行されます。したがって、基本的な統合方法の説明の大部分は、

『共通デスクトップ環境 上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』の「アプリケーション

の登録」の章にあります。

この章では、その説明の概要を紹介し、アプリケーション・プログラマ向けの追加説明を

します。

基本的な統合方法の作業

基本的な統合に必要な一般的な作業は次のとおりです。

• フォントとカラーを設定するアプリケーションのリソースを変更する。これによってユー

ザは、スタイル・マネージャを使ってアプリケーションのインタフェース・フォント

およびカラーを変更することができます。

『共通デスクトップ環境 上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』の「アプリケーショ

ンの登録」の章の「フォント・リソースおよびカラー・リソースの変更」の節を参照

してください。

• アプリケーションのための登録パッケージを作成する。

このマニュアルの「アプリケーションのための登録パッケージの作成」と、『共通デ

スクトップ環境上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』の「アプリケーションの登録」

を参照してください。

• 登録パッケージ・ファイルをインストールし、登録手順を実行するように、アプリケー

ションのインストール・スクリプトを変更する。

『共通デスクトップ環境 上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』の「アプリケーショ

ンの登録」の章の 「dtappintegrate を使用したアプリケーションの登録」の節を参照

してください。

• ネットワークおよびローカル・プリンタでアプリケーション・データ・ファイルを印

刷する。デスクトップ・プリンタ・モデルは、印刷のためのグラフィカルな方法をユー

ザに提供し、UNIX の lp サービスの本来のネットワーク機能の上に構築されます。
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印刷統合のレベル

ユーザが使用できる印刷機能は、統合のレベルによって異なります。統合には、次の 3

つのレベルがあります。

• 完全な統合。26 ページの「完全な印刷統合」を参照してください。

アプリケーションのソースコードを変更する能力がある場合には、完全な統合を行っ

てください。

完全な印刷統合を行うと、ユーザはデータ・ファイルをプリンタ・ドロップ領域 (フ

ロントパネルのプリンタとプリント・マネージャのプリンタ・アイコン) にドロップ

することによって、さまざまなプリンタで印刷することができます。その他の特定の

デスクトップ動作も実現します (27 ページの「デスクトップ印刷環境変数」を参照)。

• 部分的な統合。30 ページの「部分的な印刷統合」を参照してください。

アプリケーションのソースコードを変更する能力はないが、アクションによって印刷

機能を呼び出すことができる場合には、部分的な統合を行ってください。

部分的な統合をした場合、アプリケーションは完全統合機能の一部分の機能を提供し

ます。たとえば、LPDEST 環境変数を使用することによって、アプリケーションの印

刷機能は、印刷の出力先をドロップ領域から獲得します。

• 統合なし。33 ページの「統合されていない印刷」を参照してください。

アプリケーションがデータ・ファイルの印刷アクションを提供できない場合には、ユー

ザがファイルをプリンタ・ドロップ領域にドロップしたときにエラー・ダイアログ・ボッ

クスを表示するように、データ・ファイルを構成しなければなりません。

完全な印刷統合

完全な印刷統合をするためには、アプリケーションは次の条件を備えていなければなりま

せん。

• [印刷] アクションを提供する。
• 4 つのデスクトップ印刷環境変数を使用する。
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デスクトップ印刷環境変数

完全に統合された印刷機能を持つためには、アプリケーションは、次の 4 つの環境変数

を参照しなければなりません。LPDEST変数は、とくに重要です。これによってユーザは、

特定のプリンタ・ドロップ領域を使用して印刷の出力先を選ぶことができます。

印刷環境変数 説明

LPDEST 指定された値をファイルのプリンタ出力先として使い

ます。この変数が設定されていない場合には、アプリケー

ションのデフォルトの印刷装置が使用されます。

DTPRINTUSERFILENAME 印刷ダイアログまたは印刷出力に表示されるファイル

の名前を指定します。この変数が設定されていない場

合には、実際のファイル名が使用されます。

DTPRINTSILENT 印刷ダイアログ・ボックスを表示するかどうかを指定

します。この変数に Trueが設定されているときには、

印刷ダイアログは表示されません。この変数が設定さ

れていない場合には、印刷ダイアログ・ボックスが表

示されます。

DTPRINTFILEREMOVE この変数に True が設定されているときには、印刷し

たあと、そのファイルは削除されます。この機能は、

印刷後は保存しておく必要がない一時ファイルを対象

としています。この変数が設定されていない場合には、

ファイルは削除されません。

完全に統合された印刷アクション

印刷アクションは、登録パッケージの一部分であり、構成ファイル
app_root/dt/appconfig/types/language/name.dt の中で提供されます。

印刷アクションが、「デスクトップ印刷環境変数」で示した 4 つの環境変数を参照する

プログラムを実行する場合には、データ型は完全に統合されています。印刷アクションは、

アプリケーションのデータ型に応じて書かなければならず、1 つのファイルだけを受け入

れなければなりません。

たとえば、次の印刷アクションは、ThisAppData という名前のデータ型に固有です。
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Print

{
ARG_TYPE ThisAppData
EXEC_STRING print_command -file %(file)Arg_1%

}

アプリケーションが ToolTalk の印刷要求を処理する場合には、印刷アクションは、次の

アクションの変形で送ることができます。( 4 つの環境変数のどれかが設定されていない

場合には、対応するメッセージ引き数はヌルになります。メッセージ引き数がヌルのとき

のデフォルトの解釈については、27 ページの「デスクトップ印刷環境変数」を参照して

ください。)

ACTION Print
{

ARG_TYPE ThisAppData
ARG_CLASS FILE
ARG_COUNT 1
TYPE TT_MSG
TT_CLASS TT_REQUEST
TT_SCOPE TT_SESSION
TT_OPERATION Print
TT_FILE %Arg_1%
TT_ARG0_MODE TT_IN
TT_ARG0_VTYPE %Arg_1%
TT_ARG1_MODE TT_IN
TT_ARG1_VTYPE LPDEST
TT_ARG1_VALUE $LPDEST
TT_ARG2_MODE TT_IN
TT_ARG2_VTYPE DTPRINTUSERFILENAME
TT_ARG2_VALUE $DTPRINTUSERFILENAME
TT_ARG3_MODE TT_IN
TT_ARG3_VTYPE DTPRINTSILENT
TT_ARG3_VALUE $DTPRINTSILENT
TT_ARG4_MODE TT_IN
TT_ARG4_VTYPE DTPRINTFILEREMOVE
TT_ARG4_VALUE $DTPRINTFILEREMOVE

}

ACTION Print
{

ARG_TYPE ThisAppData
ARG_CLASS BUFFER
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ARG_COUNT 1
TYPE TT_MSG
TT_CLASS TT_REQUEST
TT_SCOPE TT_SESSION
TT_OPERATION Print
TT_ARG0_MODE TT_IN
TT_ARG0_VTYPE %Arg_1%
TT_ARG0_VALUE %Arg_1%
TT_ARG1_MODE TT_IN
TT_ARG1_VTYPE LPDEST
TT_ARG1_VALUE $LPDEST
TT_ARG2_MODE TT_IN
TT_ARG2_VTYPE DTPRINTUSERFILENAME
TT_ARG2_VALUE $DTPRINTUSERFILENAME
TT_ARG3_MODE TT_IN
TT_ARG3_VTYPE DTPRINTSILENT
TT_ARG3_VALUE $DTPRINTSILENT
TT_ARG4_MODE TT_IN
TT_ARG4_VTYPE DTPRINTFILEREMOVE
TT_ARG4_VALUE false

}
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フィルタされたデータまたは印刷の準備ができているデータのための印
刷アクションの作成

デスクトップ印刷ユーティリティ /usr/dt/dtlpは、lpサブシステムに基づく機能を提供します。
lp の印刷オプションを集めて、指定されたファイルを印刷します。

次の条件のどちらかに該当する場合には、アプリケーションは dtlp を使用することがで

きます。

• プリンタに送る前にデータ・ファイルを処理する必要がない。

• アプリケーションがデータ・ファイルを印刷できる形式に変換するためのフィルタを

備えている。

dtlp の詳細については、dtlp(1) マニュアル・ページを参照してください。

ファイルを印刷する準備ができている場合には、印刷アクションは、EXEC_STRING の

中で dtlp を実行します。たとえば次のようにします。

Print
{

ARG_TYPE ThisAppData
EXEC_STRING dtlp %Arg_1%

}

アプリケーションが変換フィルタを備えている場合には、dtlp を実行する前にフィルタが

実行されなければなりません。たとえば次のようにします。

Print
{

ARG_TYPE MyAppData
EXEC_STRING /bin/sh ‘cat %Arg_1%| filter_name | dtlp‘

}

filter-name は、印刷フィルタの名前です。

部分的な印刷統合

部分的な印刷統合をするためには、アプリケーションは、次のものを提供しなければなり

ません。

• 印刷アクション

• どの印刷環境変数がアクションによって処理されるかによって印刷が統合される範囲
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部分的な統合のための印刷コマンドの提供

部分的な印刷統合を提供するためには、アプリケーションは、次の形式の印刷用コマンド

を提供しなければなりません。

print_command [options] -file filename

options は、印刷環境変数のいくつかまたはすべてを参照する、あるいはどれも参照しな

いためのメカニズムを提供します (27 ページの「デスクトップ印刷環境変数」を参照し

てください)。

この印刷用コマンドのもっとも単純な形式では、オプションを省略します。

print_command  -file filename

このコマンド行を使うと、ユーザは、デスクトップのプリンタ・ドロップ領域を使用して

アプリケーションのデータ・ファイルを印刷することができます。ただし、印刷の出力先は、

ドロップ領域によって設定されません。また、環境変数によって設定されたその他の印刷

動作は実装されません。たとえば、デスクトップは直接サイレント印刷を行ったり、一時ファ

イルを削除することはできません。

印刷用コマンドでデスクトップ印刷環境変数に対応する別のコマンド行オプションを提供

する場合には、別の統合を提供することができます。

たとえば、次のコマンド行は LPDEST を参照する能力を提供します。

print_command [-d destination] [-file filename]

destination は、出力先プリンタです。

次の印刷コマンド行は、4 つの変数すべてを参照するためのオプションを提供します。

print_command [-d destination] [-u user_file_name] [-s] [-e] -file filename

user_file_name 画面に表示されるファイル名。

-s サイレント印刷 ( [印刷]ダイアログ・ボックスは表示されません)。

-e 印刷後に、ファイルは削除されます。

参照は、アクション定義で発生します。詳しくは、27 ページの「デスクトップ印刷環境

変数」を参照してください。
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環境変数のコマンド行スイッチへの変換

アクションは 4 つの環境変数を参照できないが、対応するコマンド行オプションをとる

ことができる場合について、この項では、環境変数をコマンド行オプションに変換する方

法を説明します。

たとえば、次の例は LPDEST を参照する簡単な印刷アクションです。

Print
{

ARG_TYPE data_type
EXEC_STRING print_command -d $LPDEST -file %(file)Arg_1%

}

ただし、この印刷アクションは、LPDEST が設定されていない場合には予測できない動

作を生むことがあります。

変数が設定されていないときに適切な動作を提供する印刷アクションを作成するための 1

つの方法は、印刷アクションが使うシェル・スクリプトを作成することです。

たとえば、次のアクションとそれが使用するスクリプトは、4 つの環境変数すべてを正し

く処理します。

Print
{

ARG_TYPE data_type
EXEC_STRING app_root/bin/envprint %(File)Arg_1%

}

envprint スクリプトの内容は次のとおりです。
#!/bin/sh
# envprint - sample print script
DEST=””
USERFILENAME=””
REMOVE=””
SILENT=””

if [ $LPDEST ] ; then
DEST=”-d $LPDEST”

fi

if [ $DTPRINTUSERFILENAME ] ; then
USERFILENAME=”-u $DTPRINTUSERFILENAME”
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fi

DTPRINTFILEREMOVE=`echo $DTPRINTFILEREMOVE | tr “[:upper:]” “[:lower:]”`
if [ “$DTPRINTFILEREMOVE” = “true” ] ; then

REMOVE=”-e”
fi

DTPRINTSILENT=`echo $DTPRINTSILENT | tr “[:upper:]” “[:lower:]”`
if [ “$DTPRINTSILENT” = “true” ] ; then

SILENT=”-s”
fi

print_command $DEST $USERFILENAME $REMOVE $SILENT -file $1

統合されていない印刷

アプリケーションがデスクトップと印刷機能を統合しない場合には、データ・ファイルを

正しく印刷するために、ユーザがアプリケーションを開かなければなりません。

それでもやはり、アプリケーションのデータ・ファイルをプリンタ・ドロップ領域にドロッ

プするときに動作する印刷アクションを提供するべきでしょう。さもなければ、デスクトッ

プはファイルがテキスト・データを含むとみなして、印刷出力を勝手に行います。

デスクトップは、この目的のために [印刷なし] という印刷アクションを提供します。[印

刷なし] アクションは、プリンタ・ドロップ領域を使用してデータ・ファイルを印刷でき

ないことをユーザに知らせるダイアログ・ボックスを表示します。

[印刷なし] アクションは、図 1-1 に示されている [印刷できません] ダイアログ・ボック

スを表示します。

図 1-1 組み込みの [印刷なし] アクションによって表示されるダイアログ・ボックス



34 共通デスクトップ環境　プログラマーズ・ガイド

1

[印刷できません] ダイアログ・ボックスを使用するには、[印刷なし] アクションにマッ

プされる、データ型に固有の印刷アクションを作成します。たとえば、アプリケーション

のデータ型を次のように仮定します。

DATA_ATTRIBUTES MySpreadSheet_Data1
{

—
}

次の印刷アクションは、このデータ型の [印刷なし] にマップされます。

ACTION Print
{

ARG_TYPE MySpreadSheet_Data1
TYPE MAP
MAP_ACTION NoPrint

}

アプリケーションのための登録パッケージの作成

アプリケーションのために作成するデスクトップ登録パッケージは、アプリケーションの

インストール・パッケージの一部にならなければなりません。登録パッケージを作成する

ための手順は、既存のアプリケーションをデスクトップに統合するシステム管理者によっ

て実行されます。これらの手順については、『共通デスクトップ環境 上級ユーザ及びシ

ステム管理者ガイド』の「アプリケーションの登録」の章に説明があります。



第 2部 推奨する統合方法

第 2 章から第 5 章では、次の推奨する統合作業を実行する方法を説明します。

• 標準フォントの別名を使用して、アプリケーションがデスクトップ準拠システム上で

最も近いフォントを使用するようにする。

• アプリケーションからエラー・メッセージを表示する。

• セッション・マネージャと統合して、ログアウト時のアプリケーションの状態を保存

する。

• 既存の機能の直接操作アクセラレータとして、アプリケーションの中でドラッグ＆ドロッ

プを実現する。

フォントの統合 37 ページ

アプリケーションからのエラーの表示 43 ページ

セッション・マネージャとの統合 47 ページ

ドラッグ＆ドロップとの統合 51 ページ
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フォントの統合 2

アプリケーションは、X端末で、またはネットワークを介してリモート・ワークステーショ

ンで使用できます。このような状況では、ユーザの Xディスプレイを Xウィンドウ・サー

バから使用できるフォントは、アプリケーションのデフォルトとは異なることもあり、使

用できないフォントもあります。

CDE によって定義された標準フォント名は、すべての CDE 準拠システムで使えるよう

に保証されています。これらの名前は、実際のフォントを表すわけではありません。その

代わりに、各システム・ベンダが、使用できるフォントの中で最も適したフォントにマッ

プする別名です。アプリケーションの中でこれらのフォント名だけを使用する場合には、
CDE 準拠システムで最もよく適合したフォントを使うことができます。

CDE 構成ファイルでのフォントの使用 38 ページ

デフォルトのフォント名 38 ページ

ポイント・サイズ 40 ページ

app-defaults ファイル内の標準アプリケーション・フォント名 41 ページ
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CDE構成ファイルでのフォントの使用

CDE は、すべてのプラットホーム上の CDE で動作するアプリケーションで使用できる

一般的な標準アプリケーション・フォント名のセットを、いくつかのサイズにおいて指定

します。各 CDEベンダは、標準フォント名のセットを使用可能なフォントにマップします。

既存のフォントへのフォント名のマッピングは、ベンダによって異なります。

app-defaultsファイルの中で標準アプリケーション・フォント名を使用すると、すべての
CDEプラットホームで単一の app-defaultsファイルを使用することができます。標準フォ

ント名を使用しない場合には、各 CDE プラットホーム上の各アプリケーションごとに別

の app-defaults ファイルをそれぞれ提供しなければなりません。

すべての CDE システムは、13 の標準アプリケーション・フォント名のセットを、少な

くとも 6 サイズで提供します。これは、12 の一般的なデザインと変形スタイル (serif お

よび sans serif)、および記号フォントを表します。これらの標準名に加えて、特定の
CDEプラットホームに対応して標準名がマップされるフォント名が提供されます。また、

追加の 4 つの標準フォント名 (固定幅フォント内に serif と san serif の両方のデザインを

可能にします) が CDE プラットホーム・ベンダによって提供されることもあります。

これら 13 のフォント名は、ISO 8859-1 の文字セットを使用するロケールのために、
CDE プラットホームの中に用意されています。他のロケールでの標準フォント名の使用

については、『共通デスクトップ環境 プログラマーズ・ガイド(国際化対応編)』を参照

してください。

デフォルトのフォント名

フォント名のセットは、表 2-1 に示されている XLFD フィールド名の値によって定義さ

れます。

表 2-1 フォント名のフィールド名の値

フィールド 値 説明

FOUNDRY dt CDE 名

FAMILY_NAME application CDE 標準アプリケーション・
フォント名

WEIGHT_NAME medium または bold フォントの線の太さ

SLANT r
i

ローマン
イタリック
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標準名は、X Windows XLFD フォント命名スキーマに従って使用することができます。

プラットホーム依存フィールドに対して適切なワイルドカードで正しく指定すれば、
CDE フォント名は、有効な、対応するプラットホーム依存フォントを確実に開きます。

ただし、Xlib の XListFont関数の呼び出しから返される XLFD名は、すべての CDEプラッ

トホーム上で同じであるとは限りません。

このような値を使うと、次の XLFD パターンは、特定のプラットホーム上の CDE 標準

アプリケーション・フォント名のセットのすべてと一致します。

-dt-application-*

次のパターンは、CDE のボールドのプロポーショナルスペース・フォント (serif と san

serif の両方) に一致します。

-dt-application-bold-*-*-*-*-*-*-*-p-*-*-*-

また、次のパターンは、固定幅フォントに一致します (serifまたは san serif、あるいは両方)。

-dt-application-*-*-*-*-*-*-*-*-m-*-*-*-

SET_WIDTH normal 通常設定幅

ADD_STYLE sans
serif

san serif フォント
serif フォント

PIXEL_SIZE * プラットホーム依存

POINT_SIZE pointsize 要求されたフォントのポイント・
サイズ

RESOLUTION_X * プラットホーム依存

RESOLUTION_Y * プラットホーム依存

AVERAGE_WIDTH p
m

プロポーショナル
固定幅

NUMERIC FIELD * プラットホーム依存

CHAR_SET_REGISTRY iso8859-1 規格作成組織

ENCODING 1 文字セット番号

表 2-1 フォント名のフィールド名の値 (続き)

フィールド 値 説明



40 共通デスクトップ環境　プログラマーズ・ガイド

2

CDE 標準アプリケーション・フォント名のセットのすべては、次のように表すことがで

きます。
 -dt-application-bold-i-normal-serif-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-bold-r-normal-serif-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-i-normal-serif-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-r-normal-serif-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-bold-i-normal-sans-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-bold-r-normal-sans-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-i-normal-sans-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-r-normal-sans-*-*-*-*-p-*-iso8859-1
 -dt-application-bold-i-normal-*-*-*-*-*-m-*-iso8859-1
 -dt-application-bold-r-normal-*-*-*-*-*-m-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-i-normal-*-*-*-*-*-m-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-r-normal-*-*-*-*-*-m-*-iso8859-1
 -dt-application-medium-r-normal-*-*-*-*-*-p-*-dtsymbol-1

ポイント・サイズ

それぞれの標準アプリケーション・フォント名で使用できるポイント・サイズの完全なセッ

トは、ベンダの CDEプラットホームで出荷されるフォントのセットによって決まります (ビッ

トマップ・フォントのみか、ビットマップ・フォントとスケーラブル・アウトライン・フォ

ントの両方)。すべての CDEプラットホーム上で使用できる必要最低限のサイズのセットは、
X11R5のデフォルトのマッピングを構成するビットマップ・フォントの標準サイズ (8、10、
12、14、18、24) に対応します。

たとえば、単純な固定幅フォントの 6 サイズの全セットを次のパターンによって表すこ

とができます。
-dt-application-medium-r-normal-*-80-*-*-*-m-*-iso8859-1
-dt-application-medium-r-normal-*-100-*-*-*-m-*-iso8859-1
-dt-application-medium-r-normal-*-120-*-*-*-m-*-iso8859-1
-dt-application-medium-r-normal-*-140-*-*-*-m-*-iso8859-1
-dt-application-medium-r-normal-*-180-*-*-*-m-*-iso8859-1
-dt-application-medium-r-normal-*-240-*-*-*-m-*-iso8859-1

これらのパターンは、CDEプラットホーム上の対応する標準フォント名に一致しますが、
POINTSIZE 以外の数値フィールドはプラットホームによって異なる場合があります。ま

たベンダが標準名のセットを実装する方法によって、一致するフォントは serif か san

serif のどちらかになります。
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app-defaultsファイル内の標準アプリケーション・フォント名

一つの app-defaultsファイルを作成してアプリケーションのフォント・リソースを指定し、

それをすべての CDE プラットホームで使用することができます。定義される標準名の部

分はどのベンダのプラットホームでも同じなので、app-defaults ファイルの中のリソース

指定でこれらの値を指定することができます。ただし、その他のフィールド (PIXEL_SIZE、
RESOLUTION_X、RESOLUTION_Y、および AVERAGE_WIDTH) はプラットホー

ムによって異なることがあるので、ワイルドカードを使用しなければなりません。たとえば、
appOneという名前のアプリケーションが必要とするデフォルトのリソースを指定するには、

次のようにします。

appOne*headFont: -dt-application-bold-r-normal-sans-*-140-*-*-p-*-iso8859-1
appOne*linkFont: -dt-application-bold-i-normal-sans-*-100-*-*-p-*-iso8859-1

もう一つの例として、あるベンダのプラットホーム上で動作する appTwo は、見出しと

ハイパーテキスト・リンクのために 2つのフォント・リソースを定義すると仮定します。
appTwoは、14ポイントのボールドの serifフォント (Lucidabright bold)と 12ポイントの

ボールドかつイタリックの san serifフォント (Lucida bold-italic)を使用します。その場合、
app-defaults ファイル内のフォント定義を、

appTwo*headingFont: -b&h-lucidabright-bold-r-normal--20-140-100-100-p-127-iso8859-1
appTwo*linkFont:    -b&h-lucida-bold-i-normal-sans-17-120-100-100-p-96-iso8859-1

から

appTwo*headingFont: -dt-application-bold-r-normal-serif-*-140-*-*-p-*-iso8859-1
appTwo*linkFont:    -dt-application-bold-i-normal-sans-*-120-*-*-p-*-iso8859-1

に変更します。他の CDE プラットホーム上のフォント名がわからなくても、CDE 標準

アプリケーション・フォント名で指定されたプラットホームに独立したパターンは、各プラッ

トホーム上の適切なフォントを示します。

リソース定義の中で、*ワイルドカードを使用して示した方のように作成します。ポイント・

サイズ以外の数値フィールドにワイルドカードを適用することによって、フォントの正確

なピクセル・サイズまたは平均の幅が少々違っても、リソースがすべてのプラットホーム

上の CDE フォントに必ず一致するようにできます。

詳細については、『Common Desktop Environment: Programmer’s Reference』を参照

してください。
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アプリケーションを実行しているユーザは、メッセージ・フッタ、エラー・ダイアログ、

または警告ダイアログにメッセージが表示され、適宜、詳しい説明がオンラインヘルプに

あることを期待します。共通デスクトップ環境のアプリケーションは、エラー・メッセー

ジと警告を表示するための共通モデルに従います。

エラー・メッセージの表示方法

メッセージ・テキストの処理方法のために、ダイアログ、フッタ、または別のユーザ・イ

ンタフェースのどこかに表示しないと、ユーザはアプリケーションからのメッセージを見

ることができません。

CDEでは、そのようなメッセージは、通常のユーザが定期的に調べることのないログ・ファ

イルに出力されます。警告、メッセージ、およびエラー条件を表示する場所を決めるとき

には、次の規則に従ってください。

• 情報を示すメッセージの場合は、アプリケーションのメッセージ・フッタにテキスト

を表示します。たとえば、「MyDocファイルがコピーされました」のようになります。

エラー・メッセージの表示方法 43 ページ

エラー・ダイアログに表示する情報 44 ページ

メッセージ・ダイアログとオンライン・ヘルプのリンク 44 ページ

回復処理ルーチン 46 ページ
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• エラーまたは重大な警告についてのメッセージの場合は (ユーザにとって重要な操作

が失敗した場合のトラブルなど) 、エラー・ダイアログまたは警告ダイアログに表示

します。

エラー・ダイアログに表示する情報

優れたエラー・ダイアログまたは警告ダイアログでは、次の情報をユーザに提供します。

• 何が起きたか (ユーザの視点から)

• 原因 (ユーザが現在の作業と環境に関連づけて理解できるような簡単な表現で)

• 問題の解決方法

4、5 行のエラー・ダイアログで説明できない場合には、ダイアログにヘルプ・ボタンを

追加して、それをアプリケーションのヘルプ・ボリューム内のトピックにリンクすること

を検討してください。

メッセージの作成の詳細については、『共通デスクトップ環境プログラマーズ・ガイド(国

際化対応編)』を参照してください。

メッセージ・ダイアログとオンライン・ヘルプのリンク

追加の背景情報が必要な場合や、4、5 行のダイアログではエラーを十分に説明できない

場合には、オンライン・ヘルプにリンクするボタンを追加することができます。

ダイアログのオンライン・ヘルプの追加は単純な作業です。特定のダイアログをオンライン・

ヘルプの候補として決めたら、次のようにします。

1. エラー・ヘルプに対して固有な ID を選びます。

この IDが、オンライン・ヘルプ・テキストへのリンクとなります。IDは、64 文字

以下でなければなりません。たとえば DiskSpaceError のようになります。

2. ダイアログを作成して、ヘルプ・コールバックを追加します。

エラー・メッセージに対しては XmCreateErrorDialog 簡易関数を、警告に対しては
XmCreateWarningDialog 簡易関数を使用して、次のようにヘルプ・コールバックを

追加します。
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 XtAddCallback(dialog, XmNhelpCallback, helpfn, ”ID”);

この例では、helpfnは、ヘルプ・ダイアログを管理するために作成したヘルプ関数で

あり、文字列「ID」は、エラー・メッセージに対して選んだ ID です (たとえば
DiskSpaceError)。ヘルプ関数では、XmNlocationIdリソースを IDの値に設定します。
/usr/dt/examples/dthelpディレクトリに、このようなヘルプ関数の設定例があります。

ヘルプ・ダイアログ・ウィジェットの作成と管理の詳細については、『共通デスクトップ

環境 プログラマーズ・ガイド(ヘルプ・システム編)』を参照してください。

3. エラー・メッセージに対応するヘルプ・セクションを書きます。

ヘルプ・ボリュームの「メッセージ」の章に、メッセージの説明を書きます。ヘルプ

のソース・ファイルでは、メッセージごとにセクションを設けなければならず、セク

ションの始めの ID= 属性は、コードの中でエラーに対して選んだ ID と一致しなけれ

ばなりません。

たとえば、s1 セクション見出しでは、ID は DiskSpaceErrorです。

次の見出しは、ユーザのシステムに十分なディスク領域がないときに、「ファイルをセー

ブできません」というエラー・メッセージを表示します。

 <s1 ID=DiskSpaceError>ファイルをセーブできません <\s1>

規則によって、セクション見出しのテキストはエラー・ダイアログのテキストと一対

一で対応しなければならないので注意してください。

4. ヘルプ・ファイルを再作成します。

エラー・メッセージに対する新しいヘルプ・セクションは、ヘルプ・ファイルを再作

成して (dthelptagプログラムを使用して)、アプリケーションを再コンパイルするとす

ぐにアクティブになります。

オンライン・ヘルプの記述と作成の詳細については、『共通デスクトップ環境プログラマー

ズ・ガイド(ヘルプ・システム編)』を参照してください。
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回復処理ルーチン

エラー条件のための回復処理ルーチンがある場合には、ダイアログに [再実行] ボタンを

追加することを検討してください。たとえば、システムのディスク空間が不足しているた

めにファイルをコピーできなかった場合、ダイアログに [再コピー]オプションがあれば、

ユーザは、ディスク空間やアクセス権の問題を訂正してから、そのオプションを選ぶこと

ができます。
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セッション・マネージャは、ユーザが (現在のセッションから)ログアウトするときや、ユー

ザが (ホーム・セッションとして) 環境を保存するときに、デスクトップ環境と実行中の

アプリケーションに関する情報を保存します。アプリケーションが現在のセッションまた

はホーム・セッションの一部として保存され、次のセッションの一部として再起動される

ためには、X クライアント間通信規約マニュアル (ICCCM) 1.1 のセッション管理プロト

コルを理解できる必要があります。この章では、セッション・マネージャがセッションを

保存し、復元する方法を概説し、アプリケーションがセッション管理に関与するために必

要な手順を詳しく述べます。

セッション・マネージャがセッションおよびアプリケーションを保存する方法

セッションを終了するときや、ホーム・セッションを保存するとき、セッション・マネージャ

は次のことを行います。

1. 選択されたリソース設定と X サーバ設定を保存する。

2. 各アプリケーションが状態を保存できるようにして、保存の完了を待つ。

セッション・マネージャがセッションおよびアプリケーション
を保存する方法 47 ページ

セッション管理のためのアプリケーションのプログラム方法 48 ページ

セッション・マネージャがセッションを復元する方法 50 ページ
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3. アプリケーションの再起動に必要なコマンド行を獲得する。

セッション管理のためのアプリケーションのプログラム方法

プログラム環境の設定

この節では、統合プロセスの一部としてアプリケーションを保存するために必要なプログ

ラミングの手順を説明します。

プログラム環境を設定するには、次の手順に従います。

1. 次のヘッダ・ファイルを組み込みます。

• Xm/Xm.h

• Xm/Protocols.h

• Dt/Session.h

2. libXm と libDtSvc をリンクします。

3. ツールキットを初期化して、トップレベル・ウィジェットを作成します。

WM_SAVE_YOURSELFアトムの設定

次の例に示すように、Motif の XmAddWMProtocol() 関数を使用して、アプリケーショ

ンのトップレベル・ウィンドウのWM_PROTOCOLS 属性の WM_SAVE_YOURSELF

アトムを設定します。

Atom XaWmSaveYourself;
Display *dsp;

dsp = XtDisplay(toplevel);
XaWmSaveYourself =
XmInternAtom(dsp, ”WM_SAVE_YOURSELF”, False);
XmAddWMProtocols(toplevel, &XaWmSaveYourself, 1);

注 –複数のウィンドウに対してWM_SAVE_YOURSELFアトムを設定しないでください。
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WM_SAVE_YOURSELFメッセージを受け取るための準備

Motif の XmAddWMProtocolCallback() 関数を使用して、アプリケーションが
WM_SAVE_YOURSELFクライアント・メッセージを受け取ったときに呼び出されるコー

ルバック・プロシージャを設定します。

XmAddWMProtocolCallback(toplevel, XaWmSaveYourself, SaveYourselfProc,
   toplevel);

WM_SAVE_YOURSELFメッセージの処理

セッション・マネージャがこのアプリケーションのトップレベル・ウィンドウに
WM_SAVE_YOURSELF クライアント・メッセージを送ると、SaveYourselfProc() コー

ルバック・プロシージャが呼び出されます。このコールバックを使用して、アプリケーショ

ンの状態を保存します。アプリケーションはプログラマが選んだ任意の方法で状態を保存

できますが、保存中はユーザと対話することはできません。

セッション・マネージャは、アプリケーションの状態を保存するための絶対パス名とベース・

ファイル名を返す手段として、DtSessionSavePath() 関数を提供します。

WM_COMMAND属性の設定

アプリケーションがWM_SAVE_YOURSELFメッセージの処理 (状態を保存するか、メッ

セージを無視する) を終えた後、アプリケーションはトップレベル・ウィンドウの
WM_COMMAND 属性を設定して、保存操作が完了したことをセッション・マネージャ

に知らせなければなりません。

アプリケーションのトップレベル・ウィンドウのWM_COMMAND属性を設定するには、
Xlib の XSetCommand()関数を使います。この属性を設定することによって、アプリケー

ションが WM_SAVE_YOURSELFメッセージの処理を終了したことをセッション・マネー

ジャに知らせ、アプリケーションを再起動するために必要なコマンド行をセッション・マネー

ジャに与えます。

XSetCommand() は、コマンド引き数の配列を受け入れます。アプリケーションが保存プ

ロセスの一部として DtSessionSavePath() 関数を使用する場合には、XSetCommand() に

は追加のコマンド引き数 -session basenameが必要です。basenameは、DtSessionSavePath()

によって返されるベース・ファイル名です。
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セッション・マネージャがセッションを復元する方法

セッション・マネージャは、次のようにしてセッションを復元します。

1. リソース・データベースとサーバ設定を復元する。

2. 保存されたコマンドを使用して、アプリケーションを再起動する。

アプリケーションが、保存された状態のパスを見つけるために DtSessionSavePath() を使

用した場合には、アプリケーションは、ベース・ファイル名を -session 引き数から
DtSessionRestorePath() 関数に渡して、保存状態ファイルの絶対パス名を見つけることが

できます。
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この章では、ドラッグ＆ドロップ・ユーザ・モデルと共通デスクトップ環境のドラッグ＆

ドロップ簡易アプリケーション・プログラム・インタフェース (API) を説明し、ドラッ

グ＆ドロップの使い方を説明します。

要約

共通デスクトップ環境には、あらゆるデスクトップを通じて操作に一貫性のある便利なドラッ

グ＆ドロップを提供するために、Motifに基づくドラッグ＆ドロップのためのアプリケーショ

ン・プログラム・インタフェース (API) があります。共通デスクトップ環境のドラッグ

＆ドロップ APIは、開発者によるドラッグ＆ドロップの実現をより簡単にします。ドラッ

要約 51 ページ

ドラッグ＆ドロップ・ユーザ・モデル 53 ページ

ドラッグ＆ドロップ簡易 API 64 ページ

ドラッグ＆ドロップ処理 65 ページ

統合アクション・プラン 68 ページ

API の概要 69 ページ

ドラッグ・ソースの使い方 71 ページ

ドロップ領域の使い方 75 ページ
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グ＆ドロップを使うと、ユーザは、画面上のオブジェクトをグラブし、ディスプレイ上を

ドラッグし、他のオブジェクトの上にドロップするという直接操作によって、データの転

送を実行することができます。

テキスト、ファイル、バッファは、共通デスクトップ環境のドラッグ＆ドロップ API で

使われるデータの 3 つのカテゴリです。この文脈のテキストは、入力フィールドのテキ

ストのように、ユーザの目に見えるテキストとして定義されます。ファイルは、ファイル・

システム内にあるデータのコンテナです。各ファイルは、また、その内容を記述する形式

を持ちます。バッファは、メモリに含まれるデータです。特徴として、各バッファはその

内容を記述する形式を持ちます。

ライブラリとヘッダ・ファイル

ドラッグ＆ドロップを使用するには、DtSvcライブラリをリンクする必要があります。ヘッ

ダ・ファイルは Dt/Dnd.h です。

デモ・プログラム

ドラッグ＆ドロップの例が入っているデモ・プログラムが、
/usr/dt/examples/dtdnd にあります。

ドラッグ＆ドロップの使い方

� ドラッグ＆ドロップと統合するには

ドラッグ＆ドロップとアプリケーションを統合するには、次の手順に従います。

1. Dt/Dnd.h を組み込みます。

2. libDtSvc をリンクします。

3. 受信側として

a. DtDndDropRegister を使用して、ドロップ領域を登録します。

b. オプションとして、ドロップ・アニメーションのコールバックを書くこともできます。

c. 転送コールバックを書きます。

4. 送信側として
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a. ユーザ・アクションを認識し (おそらく変換テーブルの変更が必要)、
DtDndDragStart を呼び出します。

b. 変換コールバックを書きます。

c. ドラッグ終了コールバックを書きます。

ドラッグ＆ドロップ・ユーザ・モデル

この節では、デスクトップの他の部分に矛盾せずに、ユーザの期待に反しないアプリケーショ

ンが設計できるように、ドラッグ＆ドロップの基本となるユーザ・モデルを説明します。

ドラッグ＆ドロップの詳細と、ドラッグ＆ドロップ要素の外観に関するガイドラインにつ

いては、『共通デスクトップ環境 スタイル・ガイド』を参照してください。

ドラッグ＆ドロップがデスクトップ上のすべてのアプリケーションで使うことができれば、

システムはユーザにとってより予測可能なものとなり、したがって、より使いやすく覚え

やすくなります。ユーザは、すでに知っている技術を使うことによって、自分が学んだこ

とをより多くのアプリケーションに応用できます。また、ユーザの多くはメニューを使う

よりもドラッグ＆ドロップを好みます。

この章では、ユーザが何かをドロップできる場所を説明するために、ドロップ領域という

用語を使います。ドロップ領域は、通常、コントロールまたはグラフィック・アイコンによっ

て表されます。たとえば、ごみ箱アイコンや入力フィールドのグラフィックです。ドロッ

プ領域を表す矩形の領域を説明するには、ドロップ・ターゲットという用語を使います。

ドラッグ＆ドロップ機能

ドラッグ＆ドロップ機能があれば、ユーザはアイコンとして表されたオブジェクトを選択し、

操作することができます。

注 – ドラッグ＆ドロップは、アプリケーション内でサポートされている他のユーザ・イ
ンタフェース・コントロールを通して使用できる機能のアクセラレータです。ただし、す

べてのユーザがドラッグ＆ドロップを利用できるわけではありません。基本的な操作は、

ドラッグ＆ドロップ以外にもサポート方法を用意してください。アプリケーションがドラッ

グ＆ドロップを通してサポートする基本的な機能は、メニュー、ボタン、またはダイアロ

グ・ボックスによってもサポートしなければなりません。
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ドラッグ・アイコン

ユーザがドラッグ＆ドロップを使用してアイコンを選択し、操作するときには、ドラッグ

される項目を表すグラフィック・アイコンは、選択からドラッグ＆ドロップの終了まで一

貫していることをユーザは期待します。ユーザがファイル・マネージャのメッセージ・ア

イコンを選択してドラッグを開始した場合には、ドラッグ・アイコンの元の部分は、そのメッ

セージ・アイコンによって表されます。この種の一貫性を与えることで、ドラッグ＆ドロッ

プはユーザにとってより予測可能なものになります。転送先アプリケーションがアイコン

を使用する場合、示されるアイコンは、ほとんどの場合、選択され、ドラッグ＆ドロップ

されたアイコンと同じでなければなりません。ただし、この動作は、すべてのアプリケーショ

ンで常に適切であるとは限りません。テキストのドラッグは例外です。選択されたテキス

トをドラッグする代わりに、テキスト・ドラッグ・アイコンが使われます。

転送元と転送先の両方のアプリケーションが、ドラッグ・アイコンの外観を指定します。

アプリケーションが一貫した適切なドラッグ・アイコンを持つようにするのは、開発者の

責任です。ドラッグ＆ドロップ・ライブラリはデフォルトのアイコンを提供しますが、各

アプリケーションのために開発者が独自のアイコンを指定するとよいでしょう。アイコン

とそのアイコンによって表される型データを関連付けるためには、データ型データベース

を使わなければならない場合が多いでしょう。第 9章「データ型データベースのアクセス」

を参照してください。

ユーザがアイコンを選択せずにドラッグを開始するときには、関連するドラッグ・アイコ

ンを提供しなければなりません。たとえば、アポイントエディタでは、ユーザはスクロール・

リストからアポイントを選択できますが、アイコンが表示される場合と表示されない場合

があります。ソース・インジケータとしてアポイント・アイコンを使用しなければなりま

せん。転送先アプリケーション (たとえば、ファイル・マネージャ)は、同じアポイント・

アイコンを表示しなければなりません。

ドラッグ・アイコンの各部

ドラッグ・アイコンがドロップ領域の上に来ると、ドラッグオーバ・フィードバックを提

供するために外観が変化します。

ドラッグ・アイコンには次の 3つの部分があり、その組み合わせによってドラッグオーバ・

フィードバックを提供します。

• 状態インジケータ
• 操作インジケータ
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• ソース・インジケータ

状態インジケータは、有効または無効ドロップ領域インジケータと組み合わされて、位置

付けのために使われるポインタです。有効状態インジケータは、矢印ポインタです。この

ポインタにはホット・スポットがあるので、ユーザは予測可能な方法で位置付けることが

できます。無効状態インジケータは、円と斜線の組み合わせであり、ユーザが無効なドロッ

プ領域の上にカーソルを置いたときに表示されます。

操作インジケータは、ドラッグ時に行われる操作 (移動、コピー、またはリンク)に関するフィー

ドバックをユーザに与えます。ほとんどのドラッグは移動なので、ユーザがより頻度が少

ないコピーまたはリンク操作を実行するときには、追加のフィードバックが与えられます。

注 – 操作フィードバックは、状態フィードバックとソース・フィードバックの手前に表
示されます。この動作は、Motif のドラッグ＆ドロップ動作と一致しています。

ユーザは、表 5-1に示されている特定のキーを押しながらドラッグすることによって、ドラッ

グ操作 (移動、コピー、またはリンク) を選ぶことができます。

ファイル・マネージャの読み取り専用ウィンドウの場合のように、転送元アプリケーショ

ンがコピーを強制することもあります。ユーザが操作を選んだとき、ドロップ領域がその

操作と一致しなければ、ドロップを行うことはできません。一致しない場合には、ドロッ

プ領域は無効です。言い換えると、ユーザが [Control] キーを押すことでコピーを選び、

ドラッグ・アイコンをごみ箱アイコンへドラッグした場合には、ごみ箱へのコピーは許さ

れないので、ドラッグ・アイコンはごみ箱アイコンを無効なドロップ領域として表示しな

ければならず、ドロップは失敗します。

ソース・インジケータは、選択 (すなわち、ドラッグされている項目)を表します。ソース・

インジケータは、選択が 1つの項目を表すか、それとも複数の項目を表すかによって、また、

選択が表す項目の種類によって変化します。表 5-2は、共通デスクトップ環境でのデフォ

表 5-1 ドラッグ操作を変更するためのキー

修飾キー 操作

[Shift] 移動

[Control] コピー

[Control]+[Shift] リンク
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ルトのソース・インジケータを示します。これらのソース・インジケータは、共通デスクトッ

プ環境のドラッグ＆ドロップ簡易 API を使用すると、自動的に生成されます。これらの

アイコンは、正確な画面描写ではなく、およその形を表したものです。

表 5-2 ドラッグ・アイコンの種類

ドラッグ・アイコン
選択された
テキスト 単一選択 複数選択

有効な移動

有効なコピー

有効なリンク

無効な移動なし

無効なコピー
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ウィンドウ内部からのドラッグ

ときには、アプリケーションは、ダイアログ・ボックスまたはウィンドウ内部からのドラッ

グを可能にする必要があります。カレンダのアポイントエディタには、アポイントのスクロー

ル・リストとアポイントを編集するための入力領域があります。ユーザは、スクロール・

リストからアポイントをドラッグできますが、アポイント入力領域からもドラッグできな

ければなりません。ユーザが入力領域からドラッグできるのは、アポイントがまだカレン

ダに挿入されていないときです (たとえば、申し込まれたミーティングの時間を入力したが、

カレンダに挿入していないとき)。

ドラッグできる項目には、アイコン・グラフィックを関連付ける必要があります。ダイア

ログ・ボックスのグラフィック・アイコンは、ドラッグされる情報に隣接する適切な領域

に置きます。ダイアログ・ボックスまたはウィンドウの右上隅が、望ましいデフォルトの

位置です。このアイコンは何かをドラッグできることをユーザに知らせるものであり、使

われるグラフィックは、ドラッグ・アイコンに使われるグラフィックと同じにして、一貫

性を持たせます。アイコンは 32× 32ピクセルでなければならず、ファイル・マネージャ

が使用するアイコンと同様のラベルがなければなりません。詳しくは、『共通デスクトッ

プ環境 スタイル・ガイド』のドラッグ＆ドロップの章を参照してください。

注 – ドラッグが可能なのは、選択できるコンポーネントまたは項目を持つヒューマン・
インタフェース要素からだけです。ボタンまたはメニューのラベルなど、静的なラベルか

らのドラッグはできません。

無効なリンク

表 5-2 ドラッグ・アイコンの種類 (続き)

ドラッグ・アイコン
選択された
テキスト 単一選択 複数選択
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視覚的なフィードバック

以下の節では、ドロップ領域フィードバックとドラッグ＆ドロップの遷移効果を説明します。

ドロップ領域フィードバック

デフォルトのドロップ領域フィードバックをドラッグアンダといい、領域を囲む実線、ドロッ

プ領域を囲む斜角の付いた浮き出した表面かくぼんだ表面、またはドロップ領域の上に描

かれたピックスマップで表されます。

遷移効果

遷移効果は、ドロップが成功したか失敗したかをユーザに知らせます。メルトとスナップバッ

クという 2 つの遷移効果があります。

メルトは、ユーザがドラッグ・アイコンを有効なドロップ領域にドロップしたときに発生

します。ユーザがドラッグ・アイコンを有効なドロップ領域にドロップすると、ドラッグ・

アイコンは、ドロップ領域に溶けてなくなります。ドラッグ・アイコンは、転送先アプリケー

ションにふさわしいアイコンに置き換えられます。フロントパネルのプリンタは、メルト

効果以外には何も示しません。開いているファイル・マネージャ・ウィンドウは、適切な

アイコンを表示することがあります。

アイコンがドロップされても、メルト効果が直ちに起こらないこともあります。転送が完

了するまで、それが位置していた場所にアイコンが表示されています。転送中は、転送先

のカーソルをビジー状態に設定してください。転送が完了するまで、ユーザはアイコンを

動かしたり、選択することはできません。ビジー・カーソルによって、転送中であること

をユーザに知らせます。

スナップバックは、ドロップが失敗したときに発生します。ドロップの失敗には、2 通り

があります。ユーザが無効なドロップ領域にドラッグ・アイコンをドロップした場合には、

ドラッグ・アイコンは転送元アプリケーションへ戻ります (スナップバックします)。ドロッ

プが発生したら、転送元と転送先のアプリケーションはデータを転送しなければなりません。

データ転送が失敗した場合には、ドラッグ・アイコンはスナップバックし、転送先アプリケー

ションは失敗したことをユーザに通知し、ドロップが失敗した理由を示さなければなりま

せん。
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ドラッグ＆ドロップの転送元 (ソース)

ドラッグ＆ドロップの転送元の動作が理解できるように、表 5-3に、選択されたテキスト、

ファイル、バッファのドラッグ・ソースにできる主なデスクトップ・コンポーネントを示

します。

ドラッグ＆ドロップの転送先

次のデスクトップのコンポーネントは、ドロップ先になります。
• エディタ
• ファイル・マネージャ
• フロントパネル

Ａ Motifテキスト・フィールドの転送元が選択されたアプリケー
ションは、テキストをドラッグします。

表 5-3 ドラッグ・ソースにできるデスクトップ・コンポーネント

ドラッグ・ソース 選択されたテキスト ファイル バッファ

テキスト・フィールド (Motif)Ａ 選択されたテキスト N/A N/A

テキスト・エディタ: メイン・
ウィンドウ

選択されたテキスト N/A N/A

端末エミュレータ: メイン・
ウィンドウ

選択されたテキスト N/A N/A

ファイル・マネージャ: フォルダ・
ウィンドウ

N/A ファイル N/A

ファイル・マネージャ: ごみ箱ウィン
ドウ

N/A ファイル N/A

メール: メッセージ・リスト N/A N/A メールメッセージ形式
のメッセージ

メール: アタッチメント・リスト N/A N/A アタッチメント形式の
アタッチメント

カレンダ: アポイントエディタ N/A N/A アポイント形式のアポ
イント
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各コンポーネントは、選択されたテキスト、ファイル、およびバッファのドロップを受け

入れます。テキスト・ドロップの転送先のほとんどは、Motif ライブラリによって自動的

に提供されます。ファイルまたはバッファ・データのドロップ先がドロップを受け入れる

ためには、プログラムを追加しなければなりません。

ユーザがファイルからデータをドロップして、そのファイルが何らかの方法で変更された

ときには、ファイルの元の保持者へ変更を書き戻すことができます。この動作をセーブバッ

クといいます。ただし、データがバッファからドロップされたときには、データは元のファ

イルに関する情報を持ちません。つまり、データの元の保持者がないので、バッファから

のデータに加えられた変更を書き戻すことはできません。この動作をセーブバックなしと

いいます。

たとえば、メール・プログラムは、ドラッグ＆ドロップを使用して、メール・アタッチメ

ントをエディタにエクスポートすることができます。アタッチメントがバッファとしてエ

クスポートされた (セーブバックがない)場合、エディタでメール・プログラム内の元のアタッ

チメントを変更する手段はありません。したがって、エディタは、アタッチメントの変更

済みの版を新しいファイルに保存するしかありません。

メール・アタッチメントはすでに別々のファイルではない (メール・フォルダ・ファイル

に埋め込まれている)ので、バッファとしてエクスポートされるだけで、他のエディタによっ

て保存することはできません。

アタッチメントがファイルとしてエクスポートされた (セーブバックがある)場合には、エディ

タは変更済みのものを同じファイルに保存します。
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表 5-4は、テキスト・エディタ、アイコン・エディタ、カレンダ、メール・プログラム、

アプリケーション・ビルダなどのエディタ型コンポーネントへの選択されたテキスト、ファ

イル、およびバッファのドロップを示します。

表 5-4 エディタのドロップ先

ドロップ先
選択された
テキスト ファイル バッファ

テキスト・エディタ:
メイン・ウィンドウ

挿入 挿入 挿入

端末エミュレータ:
メイン・ウィンドウ

挿入 N/A N/A

アイコン・エディタ:
メイン・ウィンドウ

N/A 読み込み (ファイルがア
イコン形式の場合)、セー
ブバックあり

読み専用で読み込み (デー
タがアイコン形式の場合)、
セーブバックなし

メール・プログラム:
メッセージ・リスト

N/A 追加 (ファイルがメール
形式の場合)

追加 (データがメール形
式の場合)

メール・プログラム:
メール作成

挿入 挿入 挿入

メール・プログラム:
アタッチメント・リスト

挿入 挿入 挿入

カレンダ: メイン・
ウィンドウ

N/A アポイントをスケジュー
ル (ファイルがアポイン
ト形式の場合)

アポイントをスケジュー
ル (データがアポイント
形式の場合)

カレンダ: アポイントエ
ディタ

テキスト・
フィールド
へ挿入

アポイント・フィールド
に記入 (ファイルがアポ
イント形式の場合)

アポイント・フィールド
に記入 (データがアポイ
ント形式の場合)

アプリケーション・
ビルダ

N/A 読み込み  (ファイルが
BIX または BIL 形式の
場合)、セーブバック

読み専用で読み込み (デー
タが BIP 形式の場合)、
セーブバックなし
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表 5-5 は、ファイル・マネージャ内のファイルおよびフォルダ・アイコンへの選択され

たテキスト、ファイル、およびバッファのドロップを示します。

表 5-5 ファイル・マネージャのドロップ先

ドロップ先 選択されたテキスト ファイル バッファ

ファイル・
アイコン

ターゲット・ファイル
とドロップされたテキ
ストに対してドロップ
・アクションを呼び出す
(ファイルがテキストの
ドロップを受け入れ、
ドロップされたテキス
トが適切な形式の場合)、
セーブバックなし／コピー
なし

ターゲット・ファイル
とドロップされたファ
イルに対してドロップ
・アクションを呼び出
す (ファイルがファイ
ルのドロップを受け入
れ、ドロップされたフ
ァイルが適切な形式の
場合)、セーブバックあ
り

ターゲット・ファイル
とドロップされたデー
タに対してドロップ・
アクションを呼び出す (フ
ァイルがデータのドロ
ップを受け入れ、ドロ
ップされたデータが適
切な形式の場合)、セー
ブバックなし／コピー
なし

フォルダ・
アイコン

テキストをフォルダ内
の新しいファイルに「タ
イトルなし」という名
前で挿入する。

ファイルをフォルダに
コピー／移動する。

データをフォルダ内の
新しいファイルに指定
された名前 (指定された
場合)で挿入する。名前
が指定されなかった場
合には、「タイトルなし」
という名前で挿入する。

アクション・
アイコン

テキストに対してアク
ションを呼び出す (適切
な形式であり、テキス
トのドロップを受け入
れる場合)。セーブバッ
クなし。

ファイルに対してアク
ションを呼び出す (適
切な形式であり、ファ
イルのドロップを受け
入れる場合)。セーブバ
ックあり。

データに対してアクシ
ョンを呼び出す (適切な
形式であり、データの
ドロップを受け入れる
場合)。セーブバックなし。

メール・コンテ
ナ・アイコン

メールボックスに追加
する (テキストがメール
形式の場合)。

メールボックスに追加
する (ファイルがメー
ル形式の場合)。

メールボックスに追加
する (データがメール形
式の場合)。
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表 5-6は、フロントパネルのアクション・アイコンへの選択されたテキスト、ファイル、

およびバッファのドロップを示します。

ユーザーに対するドラッグ＆ドロップの表示方法の詳細とガイドラインについては、『共

通デスクトップ環境 スタイル・ガイド』を参照してください。

表 5-6 フロントパネルのドロップ先

ドロップ先 選択されたテキスト ファイル バッファ

テキスト・
エディタ

読み専用で読み込む。セー
ブバックなし。

読み込む。セーブバッ
クあり。

読み込み専用で読み込む。
セーブバックなし。

カレンダ アポイントをスケジュー
ルする (テキストがアポ
イント形式の場合)。

アポイントをスケジュー
ルする (ファイルがア
ポイント形式の場合)。

アポイントをスケジュー
ルする (データがアポイ
ント形式の場合)。

メール テキストを接続して
メッセージを作成する。

ファイルを接続して
メッセージを作成する。

データを接続してメッセー
ジを作成する。

プリンタ テキストを印刷する (印
刷方法がテキストに対
して有効な場合)。

ファイルの内容を印刷
する (印刷方法がファ
イル形式に対して有効
な場合)。

データを印刷する (印刷
方法がデータの形式に
対して有効な場合)。

ごみ箱 N/A ファイルをごみ箱へ移
動する。

N/A

サブパネル:
アイコンのイン
ストール

N/A アイコンをインストー
ルする。

N/A

サブパネル:
アクション

ファイル・マネージャ
と同じ。

ファイル・マネージャ
と同じ。

ファイル・マネージャ
と同じ。

サブパネル:
実行形式

ファイル・マネージャ
と同じ。

ファイル・マネージャ
と同じ。

ファイル・マネージャ
と同じ。
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ドラッグ＆ドロップ簡易 API

共通デスクトップ環境は、デスクトップ内の一貫性と相互運用を促進し、開発者によるドラッ

グ＆ドロップの実現を容易にするために、ドラッグ＆ドロップ簡易 API を提供します。

ドラッグ＆ドロップのための既存の Motif の API は、トランザクションの中の転送元と

転送先アプリケーションの通信を達成するための合理的な機能を提供します。データ転送

のためのフレームワークを提供しますが、実際のデータ転送の詳細はアプリケーションに

依存します。デスクトップ内のアプリケーション間の真の一貫性と相互運用のためには、

すべてのアプリケーションが同じデータ転送プロトコルを使わなければなりません。共通

デスクトップ環境のドラッグ＆ドロップ簡易 API は、共通のデータ転送ルーチンを提供

します。

開発者が簡単に使用できる

ドラッグ＆ドロップのための既存の Motifの APIは非常に柔軟性がありますが、その分、

未熟な開発者にとっては使いにくい点もあります。共通デスクトップ環境のドラッグ＆ドロッ

プ簡易 API は、以下の段落で述べるいくつかの簡易関数を備え、次のサービスを提供す

ることによって、より簡単で使いやすい API になっています。

• ドラッグ・アイコンの構成と外観を管理します。Motif のドラッグ・アイコンを構成

するデフォルトのソース、状態、および操作アイコンのグラフィックが用意されてい

ます。これらのアイコンの組み合わせによって、ドラッグされているデータの型をチェッ

クします。

• ドロップのアニメーションを可能にします。ドロップが完了したときに呼び出される

アニメーション・プロシージャを定義することができます。

• テキスト、ファイル、およびバッファ転送のための標準に X ウィンドウ・システムの

選択ターゲットを使用して、データ転送を提供します。このデータ転送は、標準のター

ゲットを直接使用する他のアプリケーションとの相互運用を可能にします。

• 二重登録を提供します。テキスト・ウィジェットをテキスト以外のデータのためのドロッ

プ領域として登録することができ、その場合でも、テキストのドロップを受け入れる

機能は変わりません。
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ポリシーの確立

ドラッグ＆ドロップ API は、次の 3 つの分野のポリシーを確立します。

• 共通ターゲット。使用可能な場合には、クライアント間通信規約マニュアル (ICCCM)

によって定義された既存の選択ターゲットが使われます。

• データ転送プロトコル。API は、データ転送の詳細を隠し、データを単純なデータ構

造体の形でアプリケーションに提示します。

• デフォルトのドラッグ・アイコン。デフォルトのドラッグ・アイコンは、それらを受

け入れることができるアプリケーションのために用意されています。

共通の機能性の提供

ドラッグ＆ドロップ API は、次の分野での共通の機能性を提供します。

• テキスト、ファイル名、およびバッファとしてのデータ転送をサポートします。

• データ転送フレームワークによって、新しい組み込みプロトコルの追加をサポートし

ます。

既存の Motif APIの応用

ドラッグ＆ドロップのための API は、新しいドラッグ＆ドロップ・サブシステムを使用

するわけではなく、既存の Motif API を使用しています。また、共通のデータ転送プロ

トコルが選ばれているので、使用可能な場合には、アプリケーションは新しい APIをグロー

バルに使用しなくても、選択プロトコル・レベルで相互運用できます。

テキストとファイルの転送は、既存のプロトコルを使用します。バッファ転送は、新しい

プロトコルを使用します。

ドラッグ＆ドロップ処理

基本的なドラッグ＆ドロップ処理の実行例を、図 5-1 に示します。破線のボックスは、

基本的な処理を示します。実線のボックスは、オプションの変化と操作を示します。
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データ転送フェーズ

ドロップ領域の登録
ウィジェットの作成時に、
DtDndDropRegister()を使用するこ
とによって、適切なウィジェットが
ドロップ領域として登録されています。

ドラッグ・アイコンのフィードバッ
ク
ドラッグ・アイコンの状態部分と操
作部分が変化して、ドロップ領域が
有効か無効かを示し、一致するドラッ
グ操作 (移動、コピー、リンク)を
示します。

ユーザがドロップする
ユーザは、目的のドロップ領域の上
でマウス・ボタンを離して、ドロッ
プ先との通信を完了します。

データ変換
APIは、アプリケーションの
convertCallback関数を呼び出して、
要求されたデータを入手します。デー
タは、データ転送プロトコルによっ
て転送先へ送られます。

ドロップ領域のフィードバック
ドラッグ・アイコンが有効なドロッ
プ領域の上に来ると、その領域が強
調表示されます。

データが要求される
APIは、該当する選択ターゲットの
変換を要求することによって、デー
タ転送を開始します。

データ転送
要求されたデータが、転送元から受
信されます。
APIは、アプリケーションの
transferCallback関数を呼び出しま
す。
アプリケーションは、適切なドロップ・
アクションを取ります。

ユーザがドラッグを開始
ユーザがアイコンまたはテキスト選
択項目の上で Bselectまたは
Btransferボタンを押すと、
アプリケーションは DtDndDragStart
()を呼び出すことによってドラッグ
を開始します。

アプリケーション
通信フェーズ

ドロップの終了
APIは、アプリケーションの
dropFinishCallback関数を呼び出し
て、転送を終結します。

ドロップ領域の終了
transferCallbackからのドロップ状
態が転送元へ送られて、データ転送
が終結します。

ドラッグ・ソース ドロップ領域
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図 5-1 基本的なドラッグ＆ドロップ処理

図 5-2 オプションのドラッグ＆ドロップの変化と操作

図 5-2 は、オプションのドラッグ＆ドロップ処理の変化と操作を示します。

データ転送フェーズ

ドロップ領域の登録

ドラッグ・アイコンのフィードバック

ユーザがドロップ

データ変換

ドロップ領域のフィードバック

データが要求される

データ転送

ユーザがドラッグを開始

アプリケーション
通信フェーズ

ドロップの終了

ドロップ領域の終了

ドラッグ・ソース ドロップ領域

データを削除(移動のため)
転送が完了したら、ドラッグ・ソー
スからデータを削除します。

ドロップ・アニメート
ドロップが完了したら、アニメーショ
ンを表示します。
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統合アクション・プラン

この節では、アプリケーションと共通デスクトップ環境 1.0 のドラッグ＆ドロップとの統

合のためのアクション・プランを提案します。

ドラッグ＆ドロップ APIとサンプル・コードの検討

この章の説明と『Common Desktop Environment: Programmer’s Reference』の関連す

る節の説明を読んで、ドラッグ＆ドロップ API を理解してください。API の基本的な理

解ができたら、ドラッグ＆ドロップのデモ・プログラム /usr/dt/examples/dtdndのソースコー

ドを見てください。このコードは、さまざまな API の使い方の例を提供しています。こ

れらの例によって、アプリケーションでドラッグ＆ドロップをサポートするために書かな

ければならないコードの性質と量が理解できます。アクションとデータ型 API の理解に

も役立ちます。

可能なドロップ領域についてのアプリケーションの検討

アプリケーションがドラッグ＆ドロップの処理を通して受け入れるデータの型を決めます。

たとえば、ビットマップ・エディタを作成する場合には、ファイルのドロップをサポート

したいことがあります。アプリケーションにドロップできるデータ型を決めたら、ドロッ

プ領域になるウィジェットを決めます。ビットマップ・エディタの例の場合には、ビットマッ

プ編集領域を、アプリケーション上でファイルをドロップできる唯一の場所として決定で

きます。この場合、DtDndDropRegister() を使用して、この領域を表すウィジェットを

登録し、適切なコールバックを提供します。

ファイル名のドロップの処理は最も簡単なので、ファイル名のドロップの実現から始めて

ください。この手法をマスターすると、簡単にテキストとバッファのドロップの実現へ進

むことができます。

可能なドラッグ・ソースに関するアプリケーションの検討

アプリケーションがドラッグ＆ドロップの処理の転送元として許可するデータの型を決め

ます。ビットマップ・エディタの例の場合、カット＆ペーストのアクセラレータとして、

現在のビットマップ選択を含んでいるビットマップ・データをドラッグ・ソースにしたい

ことがあります。アプリケーションからドラッグできるデータ型を決めたら、ドラッグ・ソー

スになるウィジェットを決めます。ビットマップ・エディタの例の場合、強調表示されて
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いるビットマップ選択を含んでいるビットマップ編集領域がドラッグ・ソースの役目を果

たすと決定できます。この場合、この領域を表しているウィジェットがドラッグ・ソース

になります。

アプリケーションに最もふさわしい、または特有のバッファのドラッグの実現から始めて

ください。また、アプリケーションの複数起動間の簡単なデータ転送を可能にするために、

アプリケーションにバッファをドロップする機能を追加する必要がある場合もあります。

APIの概要

この節では、ドラッグ＆ドロップのアプリケーション・プログラム・インタフェース (API)

の概要を説明します。

DtSvcライブラリとヘッダ・ファイル

ドラッグ＆ドロップ機能は、デスクトップ・サービス・ライブラリ DtSvcで実現されます。

ドラッグ＆ドロップ APIにアクセスするには、ヘッダ・ファイル <Dt/Dnd.h>を組み込み、
-lDtSvc をつけてリンクします。

関数

APIには 4つの関数呼び出しがあり、ヘッダ・ファイル Dnd.hの中で宣言されています。

これらの関数について、以下の段落で概説します。これらの関数については、後の節で詳

しく説明します。

• DtDndDragStart() は、ユーザ・アクションに応答して、ドラッグを開始します。

• DtDndCreateSourceIcon() は、DtDndDragStart() で使用するソース・アイコンを作成

します。

• DtDndDropRegister() は、ウィジェットをドロップ領域として登録します。ドロップ

領域の登録は、通常はウィジェットが作成された直後に行われますが、いつ行っても

かまいません。

• DtDndDropUnregister()は、以前に登録したウィジェットの登録を解除します。ドロッ

プ領域は、通常は破壊される直前に登録解除されますが、登録後であれば、いつ登録

解除してもかまいません。
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DtDndContext構造体

データ転送を処理するには、DtDndContextのデータ構造を使用します。この構造体には、

転送プロトコルのためのフィールド、転送される項目の数、および転送されるデータ項目

の配列が入ります。この構造体の構文の詳細については、DtDndDragStart(3X) および
DtDndDropRegister(3X) のマニュアル・ページを参照してください。

プロトコル

プロトコルは、転送データの型を API に知らせるために使われます。定義済みプロトコ

ルを表 5-7 に示します。

操作

表 5-8に示すように、ドラッグ・ソースとドロップ領域は 3つの方法のうちの 1つでデー

タを転送することができます。

表 5-7 定義済みプロトコル

プロトコル 説明

DtDND_TEXT_TRANSFER テキスト転送。コンパウンド・テキスト。(Motifは、
テキスト転送のためにコンパウンド・テキスト・ターゲ
ットを使用します。)

DtDND_FILENAME_TRANSFER ファイル名転送。

DtDND_BUFFER_TRANSFER メモリ・バッファ。

表 5-8 データ転送操作

操作 説明

XmDROP_MOVE データを移動します (コピーしてから削除します)。

XmDROP_COPY データをコピーします。

XmDROP_LINK データへのリンクを含みます。
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ドラッグ・ソースの使い方

この節では、ドラッグ・ソースの使い方を説明します。

ドラッグの開始

ドラッグは、2 つの方法のどちらかで開始されます。1 つは、ユーザは、Btransfer (中央

マウス・ボタン) を押すことで、ドラッグを開始することができます。ボタンが押される

とすぐに、ドラッグが開始されます。もう 1 つは、ユーザは Bselect (左マウス・ボタン)

を押しながらカーソルを動かすことによって、ドラッグを開始することができます。ユー

ザがマウスを特定の距離だけ動かすと、ドラッグが開始されます。この距離をドラッグし

きい値といい、ピクセル単位で示されます。Bselectのデフォルトのドラッグしきい値は、
10ピクセルです。Btransferのドラッグしきい値は 0です。ドラッグしきい値がないので、

ポインタが動かされるとすぐに、ドラッグが開始されます。Motifスクロール・テキスト・

リストおよびテキスト・ウィジェットは、Btransferと Bselectによってテキスト・ドラッ

グするためのドラッグ・ソースとして自動的に登録されます。

リストまたはアイコンからのドラッグ

ドラッグ・ソースとして使用できる 2 つの一般的なインタフェース・オブジェクトがあ

ります。すなわち、リストとアイコンです。Motif リスト・ウィジェットは、自動的にテ

キスト・ドラッグの転送元を示します。他の種類のドラッグが必要な場合には、デフォル

トのウィジェット変換を新しい Btn1と Btn2変換で無効にすることによって行われます。
Motif にはアイコン・ウィジェットはありませんが、しばしば、描画領域がアイコンのコ

ンテナとして使われます。この場合、ドラッグを開始するために、Btn1Motionのイベント・

ハンドラが使われます。詳しいコーディング例については、/usr/dt/examples/dtdnd のサ

ンプル・コードを参照してください。

ドラッグしきい値

Bselect を使用してドラッグを開始するときには、ウィジェット・イベント・ハンドラま

たは変換手順は、ドラッグを開始する前に、10 ピクセルのドラッグしきい値を適用しな

ければなりません。Btransferにはしきい値はないので、直ちにドラッグが開始されます。
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Btransferまたは Badjust

スタイル・マネージャの [マウス] カテゴリには、Btn2 (中央マウス・ボタン) が
Btransferとして機能するか、それとも Badjustとして機能するかを制御する設定があります。

この設定は、リソース名 enableBtn1Transfer として格納されます。1 の設定は、Btn2 が
Badjustであり、選択を調節することを示します。他の値の設定は、Btn2が Btransferであり、

ドラッグを開始することを意味します。Btn1 (左マウス・ボタン) は、常にドラッグを開

始します。

次の例は、Btn2 が Btransfer であるか、Badjust であるかを決める方法を示しています。

XtVaGetValues ((Widget)XmGetXmDisplay(display),
”enableBtn1Transfer”, &adjust,
NULL);

if (adjust == 1)
   /* Btn2 is adjust */

else
      /* Btn2 is transfer */

ドラッグの開始

共通デスクトップ環境 1.0アプリケーションは、DtDndDragStart()を呼び出すことによっ

てドラッグを開始します。この関数は、ドラッグを開始するために、デスクトップに特有

の準備を行い、XmDragStart() を呼び出します。DtDndDragStart 関数の形式とパラメー

タの使用法は、次のとおりです。
Widget
DtDndDragStart(

Widget dragSource,
XEvent *event,
DtDndProtocol protocol,
Cardinal numItems,
unsigned char operations,
XtCallbackList convertCallback,
XtCallbackList dragFinishCallback
ArgList argList,
Cardinal argCount)
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Widget dragSource

ドラッグを始めたイベントを受け取るウィジェット。

XEvent *event

ドラッグを始めたボタンが押されたまたはボタン・モーション・イベント。

DtDndProtocol protocol

データ転送のために使用するプロトコル。プロトコルは、次の 1つにすることができます。

DtDND_TEXT_TRANSFER
DtDND_FILENAME_TRANSFER
DtDND_BUFFER_TRANSFER

Cardinal numItems

ドラッグされる項目の数を指定します。

unsigned char operations

dragSource によってサポートされるオプションを指定します。オプションは、
XmDROP_MOVE、XmDROP_COPY、および XmDROP_LINKです。ドラッグ・ソー
スは、これらの操作の任意の組み合わせをサポートすることができます。操作の組み
合わせを指定するには、or を使います。たとえば、移動とコピー操作をサポートする
には、XmDROP_MOVE | XmDROP_COPY と指定します。

XtCallbackList convertCallback

このコールバックは、ドロップが開始され、ドロップ領域がドラッグ・ソースからデー
タを要求したときに呼び出されます。convertCallback については、次の節で詳しく説
明します。

XtCallbackList dragFinishCallback

このコールバックは、ドラッグ＆ドロップ・トランザクションが完了したときに呼び
出されます。dragFinishCallback は、dragMotionHandler() をリセットして、ドラッ
グ＆ドロップ・トランザクション時にドラッグ・ソースによって割り当てられたメモ
リを解放します。
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変換コールバックの使い方

変換コールバックは、ドロップが発生すると、ドロップ領域にデータを提供します。変換コー

ルバックの最初のアクションは、callData の中の reason フィールドの確認です。reason

が DtCR_CONVERT_DATA または DtCR_CONVERT_DELETE でない場合には、直

ちに戻さなければなりません。そうでない場合には、データの変換を続けます。たとえば、

ファイル名の変換を処理する場合には、内部のデータ構造体から該当するファイル名を検

索して、ファイル・データ・オブジェクトにコピーします。ドラッグ・ソースが移動操作

をサポートしている場合には、DELETEターゲットの変換をサポートする必要があります。

すなわち、reason が DtCR_CONVERT_DELETE で convertCallback が呼ばれた場合は、

移動されたデータに対して適切な削除アクションを実行します。ファイル転送の場合には、

ファイルを削除します。次に、ファイル名の変換と削除を処理する簡単な
convertCallback を示します。

void
convertFileCallback(

Widget dragContext,
XtPointer clientData,
XtPointer callData)

{
DtDndConvertCallbackStruct *convertInfo =
(DtDndConvertCallbackStruct*) callData;
char  *fileName = (char *) clientData;

if (convertInfo->reason == DtCR_DND_CONVERT_DATA) {
convertInfo->dragData->data.files[0]=

XtNewString(fileName);
} else if (convertInfo->reason == DtCR_DND_CONVERT_DELETE) {

deleteFile(fileName);
} else {

convertInfo->status = DtDND_FAILURE;
}

}
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ドロップ領域の使い方

この節では、ドロップ領域の使い方を説明します。

ドロップ領域の登録

一般に、ドロップ領域は、ドロップ領域になるウィジェットが作成された直後に登録します。

モード付きドロップ領域にしたい場合には、ユーザがその上にドロップできるようにする

にはウィジェットをドロップ領域として登録し、ユーザがその上にドロップできないよう

にするには登録解除します。

Motif テキスト・ウィジェットは、作成されたときに、テキスト用のドロップ領域として

自動的に登録されます。二重登録が可能です。テキスト・ウィジェットが、テキストだけ

でなく、ファイル名など他のデータのドロップも受け入れるようにしたい場合には、テキ

スト・ウィジェットをファイル用のドロップ領域としても登録できます。Motif によって

提供されるテキスト・ドロップ機能は変わりません。ファイル名 (または他のデータ型)

のドロップに対する機能は、その上に重ねられます。

ウィジェットをドロップ領域として登録するには、関数 DtDndDropRegister()を使います。

この関数は、必要に応じて二重登録を処理し、デスクトップに特有の準備を行い、
XmDropSiteRegister() を呼び出します。DtDndDropRegister 関数の形式とパラメータの

使用法は、次のとおりです。

void DtDndDropRegister(
WidgetdropSite,
DtDndProtocolprotocols;
unsigned charoperations;
XtCallbackListtransferCallback;
ArgListargList;
CardinalargCount)

Widget dropSite

ドロップ領域として登録されるウィジェット。

DtDndProtocol protocols

ドロップ領域が使用できるデータ転送プロトコルのリストを指定します。複数のプロ
トコルの使用を指定するには、OR とプロトコルの値を使います。
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unsigned char operations

ドロップ領域によってサポートされる操作。ドロップ領域は、目的の操作の組み合わ
せに対して OR を使用することによって、XmDROP_MOVE、XmDROP_COPY、
および XmDROP_LINK の任意の組み合わせをサポートすることができます。

XtCallbackList transferCallback

この関数は、ドロップ領域にドロップされたデータを受け入れます。転送コールバッ
クについては、次の節で詳しく説明します。

ArgList argList

オプションの引き数リストを指定します。

Cardinal argCount

argList 内の引き数の数を指定します。

転送コールバックの使い方

転送コールバックは、ドロップが発生したときに、ドラッグ・ソースからデータを受け入

れます。転送コールバックの最初のアクションは、callData の中の reason フィールドの

確認です。reason が DtCR_DND_TRANSFER_DATA でない場合には、直ちに戻さなけ

ればなりません。そうでない場合には、型と reasonの中で指定された操作に基づいて、デー

タ転送を続けます。たとえば、ファイルのコピーを処理している場合には、データ構造体

からファイル名を検索し、ファイルを開き、その内容をコピーします。ドロップ領域が複

数のデータ型をサポートしている場合には、各データ型の転送を適切にサポートする必要

があります。

次に、テキストとファイル名のデータ型のコピーをサポートするドロップ領域を描画する

ための簡単な転送コールバックを示します。

void
TransferCallback(
Widget widget,
XtPointer clientData,
XtPointer callData)

{
    DtDndTransferCallbackStruct *transferInfo =

(DtDndTransferCallbackStruct*) callData;
    int ii;
    DtDndcontext * dropData = transferInfo->dropData;
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return;
    switch dropData->protocol {

case DtDND_FILENAME_TRANSFER:
for (ii=0; ii < dropData->numItems; ii++) {

drawTheString(dropData->data, strings[ii]);
}
break;

case DtDND_TEXT_TRANSFER:
for (ii=0; ii<dropData->numItems; ii++){
drawTheFile(dropData->data.files[ii]);
}

        break;
default:

transferInfo->status = DtDND_FAILURE;
    }
}

データ型の使い方

バッファのドロップを受け入れるアプリケーションでは、ドロップされたデータをその型

に基づいて異なる方法で処理したいことがあります。データ型を判断するには、データ型
API を使用します。重要なデータ型関数呼び出しは、DtDtsBufferToDataType() と
DtDtsBufferToAttributeValue() です。前者はデータのデータ属性名を返し、後者は指定

されたデータ属性の値を返します。ドラッグ＆ドロップに役立つ属性を、表 5-9に示します。

詳しくは、第 9 章「データ型データベースのアクセス」を参照してください。

表 5-9 データ型属性

属性 説明

ICON このデータに対して使用するアイコンのパス。

MEDIA このデータに対するメッセージ提携メディア名。
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第 3部 オプションの統合方法

第 6 章から第 10 章では、次のオプションの統合方法の作業を実行する方法について説明

します。

• ワークスペース・マネージャと統合し、アプリケーションがセッションの開始時に各セッ

ションのワークスペースの位置を判断できるようにする。

• CDE カスタム・ウィジェットを使用する。

• アプリケーションの内部からアクションを呼び出す。

• データ型データベースにアクセスする。

• カレンダの API にアクセスする。

ワークスペース・マネージャとの統合 81 ページ

共通デスクトップ環境の Motif ウィジェット 87 ページ

アプリケーションからのアクションの実行 129 ページ

データ型データベースのアクセス 145 ページ

カレンダとの統合 161 ページ
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ワークスペース・マネージャは、デスクトップの複数のワークスペース環境の中でアプリケー

ションがウィンドウを管理するための手段を提供します。アプリケーションは、ワークスペー

ス・マネージャと通信することによって、おもに 4つのタスクを実行することができます。

• アプリケーションのウィンドウを 1 つ以上のワークスペースに置く。

• アプリケーションのウィンドウが位置するワークスペースを識別する。

• アプリケーションのウィンドウが別のワークスペースに移動するのを防止する。

• ユーザが別のワークスペースに切り替えるなど、ワークスペースに対する変更を監視

する。

通常、セッション・マネージャはプログラマに干渉されることなく、アプリケーションの

メイン・ウィンドウを正しいワークスペースに取り出します。ただし、アプリケーション

が複数のトップレベル・ウィンドウを持つ場合には、ワークスペース・マネージャの
API を使用してウィンドウの位置を特定し、このデータをセッション状態の一部として

保存しなければなりません。

セッション間のアプリケーション関連情報の保存についての詳細は、第 4章「セッション・

マネージャとの統合」を参照してください。

ワークスペース・マネージャとの通信 82 ページ

アプリケーション・ウィンドウをワークスペースに置く 83 ページ
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ワークスペース・マネージャとの通信

アプリケーションは、デスクトップが提供する関数を使用して、ワークスペース・マネージャ

と通信します。これらの関数を使用すると、ワークスペースの管理に関連するさまざまな

タスクをすばやく簡単に実行できます。次に、これらの関数のリストを示します。

• DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback

• DtWsmAddWorkspaceFunctions

• DtWsmAddWorkspaceModifiedCallback

• DtWsmFreeWorkspaceInfo

• DtWsmGetCurrentBackdropWindows

• DtWsmGetCurrentWorkspace

• DtWsmGetWorkspaceInfo

• DtWsmGetWorkspaceList

• DtWsmGetWorkspacesOccupied

• DtWsmOccupyAllWorkspaces

• DtWsmRemoveWorkspaceCallback

• DtWsmRemoveWorkspaceFunctions

• DtWsmSetCurrentWorkspace

• DtWsmSetWorkspacesOccupied

2つのデモ・プログラム (occupy.cと wsinfo.c)の中に、これらの関数の使用方法を示すコー

ドの一部分があります。occupy.c、wsinfo.c、およびいくつかのブランドのワークステーショ

ンの makefile をリストしたものがディレクトリ /usr/dt/examples/dtwsm にあります。各

関数の詳細については、該当するマニュアル・ページを参照してください。

アプリケーション・ウィンドウがあるワークスペースの識別 84 ページ

ワークスペース間のアプリケーションの移動防止 84 ページ

ワークスペースの変更の監視 85 ページ
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アプリケーション・ウィンドウをワークスペースに置く

アプリケーションは、ウィンドウを任意のまたは全部の既存のワークスペースに置くこと

ができます。DtWsmOccupyAllWorkspacesは、現在定義されているすべてのワークスペー

スにウィンドウを置きます。一方、DtWsmSetWorkspacesOccupied は、この関数に渡さ

れたリストの中で指定されているすべてのワークスペースにウィンドウを置きます。

� アプリケーション・ウィンドウをすべてのワークスペースに置くには

� DtWsmOccupyAllWorkspaces を使用します。

occupy.c では、[すべてのワークスペースに配置] プッシュ・ボタンのコールバック
allWsCB がこの関数を呼び出します。

DtWsmOccupyAllWorkspaces (XtDisplay(toplevel),
                          XtWindow(toplevel));

• XtDisplay(toplevel) は、X のディスプレイです。
• XtWindow(toplevel) は、すべてのワークスペースに置かれるウィンドウです。

この関数についての詳細は、DtWsmOccupyAllWorkspaces のマニュアル・ページを参照

してください。

� アプリケーション・ウィンドウを指定されたワークスペースに置くには

� DtWsmSetWorkspacesOccupied を使用します。

occupy.c では、[配置するワークスペース] プッシュ・ボタンのコールバック setCB が

この関数を呼び出します。

DtWsmSetWorkSpacesOccupied (XtDisplay(toplevel),
                            XtWindow(toplevel), paWsSet, numSet);

• XtDisplay(toplevel) は、X のディスプレイです。
• XtWindow(toplevel) は、ワークスペースに置かれるウィンドウです。
• paWsSetは、Xのアトムに変換されたワークスペース名のリストを指すポインタです。
• numSet は、リスト内のワークスペースの番号です。

この関数についての詳細は、DtWsmSetWorkspacesOccupied のマニュアル・ページを参

照してください。
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アプリケーション・ウィンドウがあるワークスペースの識別

関数 DtWsmGetWorkspacesOccupied は、指定されたアプリケーション・ウィンドウが

あるワークスペースのリストを返します。occupy.c では、プロシージャ
ShowWorkspaceOccupancyがこの関数を呼び出します。この呼び出しの結果に基づいて、
ShowWorkspaceOccupancyはワークスペースを表すトグル・ボタンの外観を変更します。

アプリケーション・ウィンドウがあるワークスペースの各トグル・ボタンには、チェック・

マークが表示されます。

� アプリケーション・ウィンドウがあるワークスペースを識別するには

� DtWsmGetWorkspacesOccupied を使用します。

rval = DtWsmGetWorkspacesOccupied(XtDisplay(toplevel)
             XtWindow(toplevel), &paWsIn, &numWsIn);

• XtDisplay(toplevel) は、X のディスプレイです。

• XtWindow(toplevel) は、ワークスペースで検索されるウィンドウです。

• paWsIn は、X のアトムに変換されたワークスペース名のリストを指すポインタの

アドレスです。

• numWsIn は、リスト内のワークスペースの番号を表す整数のアドレスです。

この呼び出しの後、ループがセットアップされ、ワークスペースのリスト
(DtWsmGetWorkspaceListによってプロシージャ SetUpWorkspaceButtonsで検索されます)

と、アプリケーション・ウィンドウがあることがわかったワークスペースのリストとを比

較します。各トグル・ボタンがアプリケーション・ウィンドウがあるワークスペースを表

す場合は、トグル・ボタン・リソース XmNset に True が設定されます。

ワークスペース間のアプリケーションの移動防止

関数 DtWsmRemoveWorkspaceFunctions は、アプリケーションに対して次のことを防

止します。

• 他のワークスペースへの切り替え
• すべてのワークスペースの占有
• 現在のワークスペースからの削除
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DtWsmRemoveWorkspaceFunctions が上記のことを行う場合は、デスクトップ・ワー

クスペース・マネージャ (dtwm) のウィンドウ・メニューの一部分をアクティブにしない

ようにします。dtwmはアプリケーションのトップレベル・ウィンドウを管理するときにワー

クスペース情報をチェックするだけなので、アプリケーションはトップレベル・ウィンド

ウがマップされる前にDtWsmRemoveWorkspaceFunctionsを呼び出さなければなりません。

アプリケーションのトップレベル・ウィンドウが管理された後で
DtWsmRemoveWorkspaceFunctions を呼び出す必要がある場合には、最初に Xlib 関数
XWithdrawWindowを呼び出してから DtWsmRemoveWorkspaceFunctionsを呼び出し、

次に XMapWindow を呼び出して、トップレベル・ウィンドウを再マップしなければな

りません。

� 別のワークスペースへの移動を防止するには

� DtWsmRemoveWorkspaceFunctions を使用します。

DtWsmRemoveWorkspaceFunctions(XtDisplay(toplevel),
                              XtWindow(toplevel));

• XtDisplay(toplevel) は、X のディスプレイです。
• XtWindow(toplevel) は、ワークスペースの移動を防止するウィンドウです。

ワークスペースの変更の監視

次の関数の 1つまたは両方を使用して、ワークスペースの変更を監視することができます。

• DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback

• DtWsmWorkspaceModifiedCallback

DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback は、ワークスペース・マネージャが新しいワーク

スペースに切り替えられるときに必ず呼び出されるアプリケーション・コールバックを登

録します。詳細は、DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback(3) のマニュアル・ページを

参照してください。

DtWsmWorkspaceModifiedCallback は、ワークスペースが追加、削除、または変更され

るときに必ず呼び出されるアプリケーション・コールバックを登録します。詳細は、
DtWsmWorkspaceModifiedCallback(3) のマニュアル・ページを参照してください。



86 共通デスクトップ環境　プログラマーズ・ガイド

6

� ワークスペースの切り替えを監視するには

� DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback を使用します。

デモ・プログラム wsinfo.c では、この関数は、トップレベル・ウィジェットが実体化さ

れた後で呼び出されます。

DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback (toplevel, wschangecb, NULL);

• toplevel は、アプリケーションのトップレベル・ウィジェットです。
• wschangecb は、呼び出される関数の名前です。
• NULL は、コールバックに渡されるクライアント・データのパラメータです。この

場合、データは渡されません。

� 他のワークスペースの変更を監視するには

� DtWsmWorkspaceModifiedCallback を使用します。

DtWsmWorkspaceModifiedCallback (toplevel, wschangecb, NULL);

• toplevel は、アプリケーションのトップレベル・ウィジェットです。
• wschangecb は、呼び出される関数の名前です。
• NULL は、コールバックに渡されるクライアント・データのパラメータです。この

場合、データは渡されません。
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共通デスクトップ環境の Motif
ウィジェット 7

共通デスクトップ環境は、Motif (Motif 1.2に基づく) OSFパッチレベル 1.2.3ライブラリ (バ

グ修正付き) および拡張機能を提供します。さらに、共通デスクトップ環境は、OPEN

LOOK™と Microsoft®Windowsの特定の機能を提供するために使用できる 4つのカスタム・

ウィジェットを提供します。この章では、これらの Motif カスタム・ウィジェットにつ

いて説明します。

ウィジェット・ライブラリ (libDtWidget) には、既存の Motif 1.2 ウィジェットの機能を

組み合わせたり、拡張する 4 つのウィジェットがあります。

• DtSpinBox は、テキスト・フィールドと矢印ボタンを組み合わせたコントロールを作

成して、数値またはテキスト値を増減できます。

• DtComboBoxは、テキスト・フィールドとリスト・ボックスを組み合わせたコントロー

ルを作成して、テキスト・フィールドに対する多数の有効な選択項目の 1つを表示します。

• DtMenuButton は、メニュー・バーの外側にメニュー階層機能を提供します。

共通デスクトップ環境の Motif の使い方 88 ページ
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• DtEditorは、カット＆ペーストなどの単純なテキスト・エディタ関数を組み込みます。

これらのウィジェットは、すべての共通デスクトップ環境アプリケーションに共通の機能

を提供します。これらのウィジェットは、サブクラス化はサポートしていません。

カスタム・ウィジェット・ライブラリは、次のライブラリに直接依存します。

• Motif スーパークラスのサポートについては Xm ライブラリ
• ウィジェットの作成と操作については Xt ライブラリ
• ベース X ウィンドウ・システムについては X11 ライブラリ
• DtEditor が利用するデスクトップ・サポートについては DtSvc

共通デスクトップ環境の Motifの使い方

共通デスクトップ環境の Motif ツールキットは、既存の機能の強化、バグ修正、および
2 つの新しい機能を備えた Motif 1.2 ウィジェット・ライブラリから成ります。

共通デスクトップ環境の Motif は、Motif 1.2.3 リリースに機能を追加しながらも、ソー

スの互換性を保っています。共通デスクトップ環境の Motifは、Motif 1.2アプリケーショ

ンとソースおよびバイナリの互換性があります。既存の Motif 1.2 アプリケーションは、

共通デスクトップ環境の Motifを使用してコンパイルできます。既存の Motif 1.2バイナリは、

共通デスクトップ環境の Motif を使用して変更を行うことなく実行できます。

共通デスクトップ環境の Motifは、Motif 1.2には見られなかった 4つのカスタム・ウィジェッ

トも提供します。カスタム・ウィジェットについては、この章で詳しく説明します。

Motifライブラリ

共通デスクトップ環境の Motif および X11R5 ライブラリは、X ウィンドウ・システム

用の共通デスクトップ環境の Motif準拠アプリケーションを開発するために使用します。

共通デスクトップ環境の Motif ライブラリは、Motif 1.2.3 ライブラリ (バグ修正付き) と

拡張機能を含んでいます。

Motifライブラリ (libXm)

共通デスクトップ環境は、すべての Motif 1.2 ヘッダ・ファイルを提供します。
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Motif UILライブラリ (libUil)

Motifユーザ・インタフェース言語 (UIL)は、Motifアプリケーションのユーザ・インタフェー

スの初期状態を記述するための指定言語です。

UIL にアクセスするには、uil/UilDef.h ヘッダ・ファイルを組み込みます。

Motifリソース・マネージャ・ライブラリ (libMrm)

Motifリソース・マネージャ (MRM)は、UILコンパイラが作成したユーザ・インタフェー

ス定義 (UID) ファイルにある定義に基づいて、ウィジェットを作成します。MRM は、
UIL コンパイラの出力を解釈し、ウィジェット作成関数に対する適切な引き数リストを

生成します。Motif リソース・マネージャにアクセスするには、libMrm を使用します。

アプリケーションの中で libMrm にアクセスするには、Mrm/MrmPublic.h ヘッダ・ファ

イルを組み込みます。

Motifに追加された機能

デスクトップ・アプリケーションをサポートするために、次の機能が Motif 1.2.3 に追加

されました。

• ツールキットのエラー・メッセージの完全な国際化。
• XmGetPixmap() と XmGetPixmapByDepth() は、アイコン検索パスとして環境変数

XMICONSEARCHPATH または XMICONBMSEARCHPATH を使用します。これ

らの変数のどちらも設定されていない場合には XBMLANGPATH が使用され、それ

が Motif 1.2の動作を決定します。詳細については、共通デスクトップ環境の Motifのマニュ

アル・ページを参照してください。

既存の Motif機能の強化

共通デスクトップ環境の Xmライブラリには、OPEN LOOKおよび Microsoft Windowsの

ユーザにとってより使いやすくするための Motif のマイナー強化が含まれています。よ

り使いやすくするための機能としては、次のものがあります。

• 3ボタン・マウスのボタン 2を使用して現在の選択を広げることができます。この機能は、
OPEN LOOK の ADJUST マウス・ボタンに相当します。
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• [Tab]キーを使用して、PushButtonウィジェットとガジェット、ArrowButtonウィジェッ

トとガジェット、および DrawnButton ウィジェットのグループ内を移動できます。

• ボタン 3 で CascadeButton メニューを起動できます。

• XmFileSelectionBoxウィジェットに 3つの新しいリソース (pathMode、fileFilterStyle、

および dirTextLabelString) を提供し、新しいルック・アンド・フィールを与えま

す。XmFileSelectionBox の新しいリソースの詳細については、『共通デスクトップ

環境 プログラマ概要』を参照してください。

• Motif 仮想キーに複数のキーを割り当てることによって、OPEN LOOK および
Microsoft Windows との相互運用を可能にします。

上記の拡張機能はそれぞれウィジェット・リソース (XmFileSelectionBox)またはアプリケー

ション全体のリソース (その他すべて) によって制御できます。このリソースのデフォル

ト値は、Motif 1.2 と同一の動作と API を提供します。これらの拡張機能とリソースの詳

細については、XmDisplay(3x) および XmFileSelectionBox(3x) のマニュアル・ページ

を参照してください。

外観の強化

共通デスクトップ環境は、次の点で Motif 1.2 の外観を変更します。

• RadioBox の塗りつぶしカラーが、状態をより明確に示すように変更されます。

• RadioBox の形が、ダイヤモンド形から円形に変更されます。

• 状態をより明確に示すように、CheckBox にチェック絵文字が追加されます。

• CascadeButtons とメニュー項目が、アクティブなときには境界に刻み目が付けられる

ように変更されます。

• [スケール] と区別するために、読み取り専用 [スケール] からつまみが削除されます。

• デフォルトのシャドウの太さが、1 ピクセルに変更されます。

• デフォルトのハイライトの太さが、1 ピクセルに変更されます。

• デフォルトの PushButton の外観は、ボタンのデフォルトのシャドウの内側にハイラ

イトを描きます。

アプリケーション全体のリソースは、これらの強化機能のそれぞれを制御することができ

ます。これらのリソースのデフォルト値は、Motif 1.2と同一の動作と APIを提供します。
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これらの強化機能の詳細については、XmDisplay(3)、XmPushButton(3)、
XmPushButtonGadget(3)、XmToggleButton(3)、XmToggleButtonGad

get(3)、および XmScale(3) のマニュアル・ページを参照してください。

テキスト・フィールドと矢印ボタン・ウィジェット (DtSpinBox)

DtSpinBox は、テキスト項目のリストを循環させたり、数値入力を増減するために使用

します。DtSpinBox は、XmManager クラスのサブクラスであり、テキスト・フィール

ドと 2 個の矢印を表示するために使用されます。

DtSpinBox ウィジェットは、任意のテキストまたは数値フィールドを増減するために使

用されるユーザ・インタフェース・コントロールです。たとえば、1 年の各月または 1 カ

月の各日にちを循環させることができます。図 7-1 に、DtSpinBox ウィジェットの例を

示します。

図 7-1 DtSpinBox ウィジェットの例
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ライブラリとヘッダ・ファイル

DtSpinBox ウィジェットは、libDtWidget ライブラリにあります。ヘッダ・ファイル

は、Dt/SpinBox.h です。

デモ・プログラム

DtSpinBox ウィジェットの使用例が入っているデモが、
/usr/dt/examples/dtwidget/controls.c にあります。

Motif 2.0との互換性

Motif 2.0 ウィジェットを使用するには、クラス、型、および作成ルーチンの Dt 名を
Xm に変更します。たとえば、コードの中に出てくる DtSpinBox のすべてを
XmSpinBox に変更します。この情報は、アプリケーションを Motif 2.0 に移植する場合

を考慮して提供されますが、そうすることを推奨するわけではありません。

注 –共通デスクトップ環境は、共通デスクトップ環境のウィジェットと Motif 2.0ウィジェッ

トの間の API またはバイナリの厳密な互換性を保証するわけではありません。

簡易関数

DtSpinBox ウィジェットのための簡易関数を表 7-1 にリストします。詳細については、
DtSpinBox(3X) のマニュアル・ページを参照してください。

表 7-1 DtSpinBox 簡易関数

関数 説明

DtCreateSpinBox() SpinBox ウィジェットを作成します。

DtSpinBoxAddItem() DtSpinBox ウィジェットの指定された位置に項目を追加
します。

DtSpinBoxDeletePos() 指定された項目を DtSpinBoxウィジェットから削除します。

DtSpinBoxSetItem() DtSpinBox ウィジェットに現在の項目を設定します。
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クラス

DtSpinBoxWidget は、Core、Composite、Constraint、および XmManager クラスから

動作とリソースを継承します。

クラス・ポインタは、dtSpinBoxWidgetClass です。

クラス名は、DtSpinBoxWidget です。

DtSpinBoxWidget は、サブクラス化をサポートしません。

リソース

DtSpinBoxウィジェットは、次のウィジェット・リソースのセットを定義します。各リソー

スのクラス、型、デフォルト、およびアクセスを表 7-2 にリストします。

• DtNarrowLayout は、DtSpinBox の矢印のスタイルと位置を指定します。

• DtNarrowSensitivity は、DtSpinBox の矢印の感度を指定します。

• DtNspinBoxChildType は、DtSpinBox のスタイルを指定します。

• DtNdecimalPointsは、子の型が数値のとき、整数値の中の小数点の位置を指定します。

• DtNincrementValue は、子の型が数値のとき、位置を増減する量を指定します。

• DtNinitialDelay は、矢印ボタンが連続スピンを始めるまでの時間をミリ秒単位で指定

します。

• DtNnumValuesは、子の型が文字列のとき、DtNvaluesリストの項目数を指定します。

• DtNvalues は、子の型のリソースが文字列のとき、循環する文字列のリストを指定し

ます。

• DtNmaximumValue は、子の型が数値のとき、DtSpinBox の上限を指定します。

• DtNminimumValue は、子の型が数値のとき、DtSpinBox の下限を指定します。

• DtNmodifyVerifyCallback は、DtSpinBox の位置が変わる直前に呼び出されます。ア

プリケーションは、このコールバックを使用して、新しい位置の設定、特定の値まで

のスピン、または実行直前のアクションの取消しなど、アプリケーション関連の新し

い論理を実現することができます。
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• DtNpositionは、子の型のリソースによって異なる値を持ちます。子の型が文字列のとき、
DtNposition は、現在の項目の DtNvalues リストの索引です。子の型が数値のとき、
DtNposition は、最大値から最小値までの範囲内の DtSpinBox の整数値です。

• DtNrepeatDelay は、ユーザが DtSpinBox をスピンしているときに
DtNvalueChangedCallback を呼び出す間隔を指定するミリ秒単位の数値です。

• DtNvalueChangedCallback は、スピン矢印の使用によって DtNposition リソースの値

が変更されるときに必ず呼び出されます。

詳細については、DtSpinBox(3X) のマニュアル・ページを参照してください。

表 7-2 DtSpinBoxWidget リソース

名前 クラス 型 デフォルト
アクセ
ス

DtNarrowLayout DtCArrowLayout unsigned char DtARROWS_END CSG

DtNarrowSensitivity DtCArrowSensitivity unsigned char DtARROWS_SENSITIV
E

CSG

DtNspinBoxChildType DtCSpinBoxChildType unsigned char DtSTRING CG

DtNdecimalPoints DtCDecimalPoints short 0 CSG

DtNincrementValue DtCIncrementValue int 1 CSG

DtNinitialDelay DtCInitialDelay unsigned int 250 ミリ秒 CSG

DtNnumValues DtCNumValues int 0 CSG

DtNvalues DtCValues XmStringTable NULL CSG

DtNmaximumValue DtCMaximumValue int 10 CSG

DtNminimumValue DtCMinimumValue int 0 CSG

DtNmodifyVerifyCallback DtCCallback XtCallbackList NULL C

DtNposition DtCPosition int 0 CSG

DtNrepeatDelay DtCRepeatDelay unsigned int 200 ミリ秒 CSG

DtNvalueChangedCallback DtCCallback XtCallbackList NULL C
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コールバックのための構造体

コールバックのための構造体を次に示し、表 7-3 で説明します。

typedef struct {
int reason;
XEvent*event;
Widgetwidget;
Booleandoit;
int position;
XmStringvalue;
Booleancrossed_boundary;

} DtSpinBoxCallbackStruct;

表 7-3 DtSpinBox コールバック

コールバック 説明

reason このコールバックは、3 つの実行可能な reason を使用します。スピ
ンの最初にコールバックへの最初の呼び出しを行う、またはスピン
矢印の 1 つを起動する場合には、DtCR_OKが reason です。
DtSpinBox が連続でスピンしている場合の reasonは、スピンして
いる矢印に応じて DtCR_SPIN_NEXTか DtCR_SPIN_PRIORに
なります。

event このコールバックが呼び出される原因となったイベントへのポインタ。
DtSpinBox が連続でスピンしているときには NULL になります。

widget スピンによって影響を受けるテキスト・ウィジェットのウィジェッ
ト識別子。

doit この値は、call_dataが DtNmodifyVerifyCallback から来るときだ
け設定します。modifyVerify コールバックの場合、アプリケーショ
ンがこのフィールドをどのように設定するかによって、コールバッ
クを開始したアクションを実行するかどうかが決まります。このフィー
ルドに Falseが設定されたときには、アクションは実行されません。
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DtSpinBoxウィジェットの例

次の例は、DtSpinBoxウィジェットの作成方法と使用方法を示しています。このコードは、
/usr/dt/examples/dtwidget ディレクトリの controls.c デモの一部です。

/*
 * Example code for SpinBox
 */

#include <Dt/SpinBox.h>

static char *spinValueStrings[] = {
“alpha”, “beta”, “gamma”, “delta”,
“epsilon”, “zeta”, “eta”, “theta”,
“iota”, “kappa”, “lambda”, “mu”,
“nu”, “xi”, “omicron”, “pi”,
“rho”, “sigma”, “tau”, “upsilon”,
“phi”, “chi”, “psi”, “omega”

};

static void ModifyVerifyCb(Widget, XtPointer, XtPointer);

static void CreateSpinBoxes(Widget parent)
{
    Widget titleLabel, spinBox;
    XmString *valueXmstrings;
    int numValueStrings;
    XmString labelString;

position スピンの結果として得られる DtNposition リソースの新しい値。

value スピンの結果として得られるテキスト・ウィジェットに表示される
新しい XmString値。この文字列を call_data 構造体の範囲を越え
て使用する場合には、コピーしなければなりません。

crossed_boundary この論理値は、スピン・ボックスが循環するとき、および (または)
XmSTRINGの DtNspinBoxChildType が最初の項目から最後の項
目へ、または最後の項目から最初の項目へ続くときには True です。
ま た、DtNspinBoxChildType が XmNUMERIC の と き、
DtSpinBox が最大値から最小値まで、または最小値から最大値まで
循環するときには、True です。

表 7-3 DtSpinBox コールバック (続き)

コールバック 説明
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    Arg args[20];
    int i, n;

    /* Create value compound strings */

    numValueStrings = XtNumber(spinValueStrings);

valueXmstrings = (XmString *)XtMalloc(numValueStrings *

sizeof(XmString*));

for (i = 0; i < numValueStrings; i++) {

valueXmstrings[i] =

XmStringCreateLocalized(spinValueStrings[i]);

    }

    /* Create title label */

    labelString = XmStringCreateLocalized(“SpinBox Widget”);
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    titleLabel = XmCreateLabel(parent, “title”, args, n);
    XtManageChild(titleLabel);
    XmStringFree(labelString);

/*
* Create a SpinBox containing string values.
*/

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNvalues, valueXmstrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNnumValues, numValueStrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
    spinBox = DtCreateSpinBox(parent, “spinBox1”, args, n);
    XtManageChild(spinBox);

    /*

  * Create a SpinBox containing numeric values to 3 decimal places.

  * Position the arrows on either side of the displayed value.

  */
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    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNspinBoxChildType, DtNUMERIC); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNminimumValue, 1000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNmaximumValue, 100000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNincrementValue,1000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNdecimalPoints,3); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNposition,1000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNarrowLayout,DtARROWS_SPLIT); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
    spinBox = DtCreateSpinBox(parent, “spinBox2”, args, n);
    XtManageChild(spinBox);

    /*

* Create a SpinBox containing numeric values to 2 decimal places.

* Position the arrows on the left of the displayed value.

* Disallow alternate user changes by adding a modify/verify

 callback.

    */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNspinBoxChildType, DtNUMERIC); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNminimumValue, 1500); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNmaximumValue, 60500); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNincrementValue,1500); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNdecimalPoints,2); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNposition,7500); n++

XtSetArg(args[n], DtNarrowLayout,DtARROWS_FLAT_BEGINNING); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
    spinBox = DtCreateSpinBox(parent, “spinBox3”, args, n);
    XtManageChild(spinBox);

    XtAddCallback(spinBox, DtNmodifyVerifyCallback, ModifyVerifyCb,

 NULL);

 /*

 * Create a SpinBox containing string values.
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 * Position the arrows on the left of the display value

 */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNvalues, valueXmstrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNnumValues, numValueStrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNarrowLayout, DtARROWS_BEGINNING); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
    spinBox = DtCreateSpinBox(parent, “spinBox4”, args, n);
    XtManageChild(spinBox);

   /*
   * Create a SpinBox containing numeric values to 3 decimal places.
   * Position the arrows on the right of the displayed value.
   */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNspinBoxChildType, DtNUMERIC); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNminimumValue, 1000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNmaximumValue, 100000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNincrementValue,1000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNdecimalPoints,3); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNposition,1000); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNarrowLayout, DtARROWS_FLAT_END); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
    spinBox = DtCreateSpinBox(parent, “spinBox5”, args, n);
    XtManageChild(spinBox);

    /*
     * Free value strings, SpinBox has taken a copy.
     */

    for (i = 0; i < numValueStrings; i++) {
XmStringFree(valueXmstrings[i]);

    }
    XtFree((char*)valueXmstrings);

}

/*
* modify/verify callback.
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*
* Allow/disallow alternate user changes
*/

static void ModifyVerifyCb(Widget w, XtPointer cd, XtPointer cb)
{
    DtSpinBoxCallbackStruct *scb= (DtSpinBoxCallbackStruct*)cb;
    static Boolean allowChange = True;

    scb->doit = allowChange;

    if (allowChange == False) {

printf(“DtSpinBox: DtNmodifyVerifyCallback.

Change disallowed.\n”);

XBell(XtDisplay(w), 0);
    }

    allowChange = (allowChange == True) ? False : True;
}

テキスト・フィールドとリスト・ボックス・ウィジェット (DtComboBox)

DtComboBox ウィジェットは、リストとリストの現在の選択項目を表示するために使用

します。このウィジェットは、表示用にだけ使用するか、選択可能なコントロールとして

使用することができます。

DtComboBox ウィジェットは、テキスト・フィールドとリスト・ウィジェットの組み合

わせで、テキスト・フィールドに対する有効な選択項目のリストを提供します。このリス

トから項目を選択すると、そのリスト項目が自動的にテキスト・フィールドに記入されます。

図 7-2 に、DtComboBox ウィジェットの例を示します。
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図 7-2 テキスト・フィールドとリスト・ボックス・ウィジェット
(DtComboBox) の例

ライブラリとヘッダ・ファイル

DtComboBoxウィジェットは、libDtWidgetライブラリにあります。ヘッダ・ファイルは、
Dt/ComboBox.h です。

デモ・プログラム

DtComboBox ウィジェットの使用例が入っているデモが、
/usr/dt/examples/dtwidget/controls.c にあります。

Motif 2.0との互換性

DtComboBoxウィジェットは、Motif 2.0版の XmComboBoxと類似しています。APIは、

アプリケーションがこれらのウィジェットの Motif 2.0 版に簡単に切り替えられるように

設計されています。Motif 2.0のウィジェットを使用するには、クラス、型、および作成ルー

チンの Dt 名を Xm に変更します。たとえば、コードの中に出てくる DtComboBox のす

べてを XmComboBox に変更します。この情報はアプリケーションを Motif 2.0 に移植

する場合を考慮して提供されますが、そうすることを推奨するわけではありません。
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注 –共通デスクトップ環境は、共通デスクトップ環境のウィジェットと Motif 2.0のウィジェッ

トの間の API またはバイナリの厳密な互換性を提供するわけではありません。

簡易関数

DtComboBox ウィジェットは、次の簡易関数を提供しますが、詳細については表 7-4 に

示します。

詳細については、DtComboBox(3X) のマニュアル・ページを参照してください。

DtComboBox は、XmManager クラスのサブクラスであり、XmList または
XmScrolledList を表示するために使われます。

クラス

DtComboBox は、Core、Composite、Constraints、および XmManager クラスから動作

とリソースを継承します。

クラス・ポインタは、dtComboBoxWidgetClass です。

クラス名は、DtComboBoxWidget です。

DtComboBoxWidget は、サブクラス化をサポートしません。

表 7-4 DtComboBox ウィジェット簡易関数

関数 説明

DtCreateComboBox() DtComboBox ウィジェットを作成します。

DtComboBoxAddItem() DtComboBoxウィジェットの指定された位置に項目を追加
します。

DtComboBoxDeletePos() 指定された項目を DtComboBoxウィジェットから削除します。

DtComboBoxSetItem() DtComboBoxウィジェットの XmListの中の項目を選択して、
それをリスト表示の最初の項目にします。

DtComboBoxSelectItem() DtComboBoxウィジェットの XmList の中の項目を選択し
ます。
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リソース

DtComboBox は、次のリソースを提供します。これらのリソースのクラス、型、デフォ

ルト、およびアクセスを表 7-5 に示します。

• DtNmarginHeight は、テキスト・ウィジェットのトップとボトムの間に追加されるピ

クセル数と、シャドウの開始位置を指定します。

• DtNmarginWidth は、テキスト・ウィジェットの右辺と左辺の間に追加されるピクセ

ル数と、シャドウの開始位置を指定します。

• DtNselectedItem は XmList に渡され、リストの指定された XmString と一致する
DtNitems の中の単一項目として XmNselectedItemCount と XmNselectedItems を設

定します。

• DtNselectedPosition は XmList に渡され、リストの指定された位置にある単一項目と

して XmNselectedItemCount と XmNselectedItems を設定します。

• DtNselectionCallback は、DtComboBox ウィジェット・リストから項目が選択され

たときに発行されます。

• DtNcomboBoxType は、DtComboBox のスタイルの種類を決めます。

リスト・ウィジェット ID は、XtNameToWidget() 関数を使用してアクセスできます。こ

れらのウィジェットのリソースを設定することができます。詳細については、DtComboBox(3X)

のマニュアル・ページを参照してください。

アクセス欄のコードは、次のことが可能かどうかを示します。

• 作成時にリソースを設定する (C)

• XtSetvalues を使用して設定する (S)

• XtGetValues を使用して検索する (G)

表 7-5 DtComboBox ウィジェット・リソース

名前 クラス 型 デフォルト アクセス

DtNmarginHeight DtCMarginHeight Dimension 2 CSG

DtNmarginWidth DtCMarginWidth Dimension 2 CSG

DtNselectedItem DtCSelectedItem XmString Dimension CSG
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コールバックのための構造体

コールバックのための構造体を次に示し、表 7-6 で説明します。

typedef struct {

int reason;
XEvent*event;
XmStringitem_or_text;
int item_position;

} DtComboBoxCallbackStruct;

DtComboBoxウィジェットの例

次の例は、DtComboBox ウィジェットの作成方法と使用方法を示しています。このコー

ドは、/usr/dt/examples/dtwidget ディレクトリの controls.c デモの一部です。

/*
 * Example code for DtComboBox
 */

#include <Dt/ComboBox.h>

DtNselectedPosition DtCSelectedPosition int Dimension CSG

DtNselectionCallback DtCCallback XtCallbackList XmString C

DtNcomboBoxType DtCComboBoxType unsigned char int CG

表 7-6 DtCoinboBox コールバックのための構造体

構造体 説明

reason このコールバックを発行する唯一の reasonは、XmCR_SELECTです。

event このコールバックが呼び出される原因となったイベントへのポインタ。
NULL になることもあります。

item_or_text イベントがコールバックを呼び出したときのテキスト・ウィジェットの
内容。このデータは call_data 構造体の範囲内でのみ有効で、この範囲
外で使用するときにはコピーしなければなりません。

item_position DtComboBoxリストの DtNpositionリソースの新しい値。値が 0の場合、
ユーザは XmTextField ウィジェットに値を入力したことになります。

表 7-5 DtComboBox ウィジェット・リソース (続き)

名前 クラス 型 デフォルト アクセス
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static char *comboValueStrings[] = {
“alpha”, “beta”, “gamma”, “delta”,
“epsilon”, “zeta”, “eta”, “theta”,
“iota”, “kappa”, “lambda”, “mu”,
“nu”, “xi”, “omicron”, “pi”,
“rho”, “sigma”, “tau”, “upsilon”,
“phi”, “chi”, “psi”, “omega”

};

static char *colorStrings[] = { “Red”, “Yellow”, “Green”, “Brown”, “Blue” };

static void CreateComboBoxes(Widget parent)
{
    Widget titleLabel, comboBox, list;
    XmString *valueXmstrings, *colorXmstrings;

int numValueStrings, numColorStrings;
    XmString labelString, xmString;
    Arg args[20];
    int i, n;

    /* Create value compound strings */

    numValueStrings = XtNumber(comboValueStrings);
    valueXmstrings = (XmString *)XtMalloc(numValueStrings *

sizeof(XmString*));
    for (i = 0; i < numValueStrings; i++) {

valueXmstrings[i] =

XmStringCreateLocalized(comboValueStrings[i]);

    }

    /* Create color compound strings */

numColorStrings = XtNumber(colorStrings);
colorXmstrings = (XmString *)XtMalloc(numColorStrings *
sizeof(XmString*));

for (i = 0; i < numColorStrings; i++) {

colorXmstrings[i] =

XmStringCreateLocalized(colorStrings[i]);
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    }

    /* Create title label */

    labelString = XmStringCreateLocalized(“ComboBox Widget”);
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    titleLabel = XmCreateLabel(parent, “title”, args, n);
    XtManageChild(titleLabel);
    XmStringFree(labelString);

    /*
     * Create an editable ComboBox containing the color strings.
     * Get the widget id of the drop down list, add some greek
     * letter names to it, and make more items visible.
     */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNcomboBoxType, DtDROP_DOWN_COMBO_BOX); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNitems, colorXmstrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNitemCount, numColorStrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNvisibleItemCount, 5); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
    comboBox = DtCreateComboBox(parent, “comboBox1”, args, n);
    XtManageChild(comboBox);

    list = XtNameToWidget(comboBox, “*List”);
    XmListAddItems(list, valueXmstrings, 10, 0);
    XtVaSetValues(list, XmNvisibleItemCount, 10, NULL);

    /*
     * Create an editable ComboBox with no entries.
     * Get the widget id of the drop down list, add some greek
     * letter names to it and select the third item in the list.
     */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNcomboBoxType, DtDROP_DOWN_COMBO_BOX); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNorientation, DtLEFT); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNcolumns, 10); n++;
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    comboBox = DtCreateComboBox(parent, “comboBox2”, args, n);
    XtManageChild(comboBox);

    list = XtNameToWidget(comboBox, “*List”);
    XmListAddItems(list, valueXmstrings, 7, 0);
    XtVaSetValues(list, XmNvisibleItemCount, 7, NULL);
    XtVaSetValues(comboBox, DtNselectedPosition, 3, NULL);

    /*
     * Create a non-editable ComboBox containing some greek letter

names.
     * Position the arrow on the left.
     * Select the ‘gamma’ item in the list.
     */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNorientation, DtLEFT); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNitems, valueXmstrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNitemCount, numValueStrings); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNvisibleItemCount, 8); n++;
    comboBox = DtCreateComboBox(parent, “comboBox3”, args, n);
    XtManageChild(comboBox);

    xmString = XmStringCreateLocalized(“gamma”);
    XtVaSetValues(comboBox, DtNselectedItem, xmString, NULL);
    XmStringFree(xmString);

    /*
     * Create a non-editable ComboBox with no entries.
     * Position the arrow on the right.
     * Add the greek letter names to the list and select the fourth

item.

     */

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], DtNorientation, DtRIGHT); n++;
    XtSetArg(args[n], DtNvisibleItemCount, 8); n++;
    comboBox = DtCreateComboBox(parent, “comboBox4”, args, n);
    XtManageChild(comboBox);
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 for (i = 0; i < numValueStrings; i++) {

DtComboBoxAddItem(comboBox, valueXmstrings[i],

0, True);

    }
    XtVaSetValues(comboBox, DtNselectedPosition, 4, NULL);

    /*
     * Free value and color strings, ComboBox has taken a copy.
     */

 for (i = 0; i < numValueStrings; i++) {

XmStringFree(valueXmstrings[i]);

    }
    XtFree((char*)valueXmstrings);

 for (i = 0; i < numColorStrings; i++) {

XmStringFree(colorXmstrings[i]);

    }
    XtFree((char*)colorXmstrings);
}

メニュー・ボタン・ウィジェット (DtMenuButton)

DtMenuButton ウィジェットは、メニュー区画の外側にメニュー階層機能を提供するため

に使用します。

DtMenuButton ウィジェットは、XmCascadeButton ウィジェットのメニュー階層機能を

補足するコマンド・ウィジェットです。XmCascadeButtonウィジェットを補うものとして、

メニュー・バー、プルダウン、またはポップアップの外側で示すことができます (MenuPane

の内部では XmCascadeButtonウィジェットを使用します)。図 7-2に、DtMenuButtonウィ

ジェットの使用例を示します。
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図 7-3 メニュー・ボタン・ウィジェット (DtMenuButton) の例

ライブラリとヘッダ・ファイル

DtMenuButtonウィジェットは、libDtWidgetライブラリにあります。ヘッダ・ファイルは、
Dt/MenuButton.h です。

デモ・プログラム

DtMenuButton ウィジェットの使用例が入っているデモが、
/usr/dt/examples/dtwidget/controls.c にあります。

簡易関数

DtCreateMenuButton()は、共通デスクトップ環境ウィジェットを作成する簡易関数です。

DtMenuButton ウィジェットは、XmLabel クラスのサブクラスです。視覚的には、
DtMenuButtonウィジェットは、ラベル文字列とメニュー・グリフ (絵文字)を持ちます。

メニュー・グリフは、常にウィジェットの右端に表示され、デフォルトでは下向き矢印です。

DtMenuButtonウィジェットには、暗黙的に作成されたサブメニューが接続されています。

サブメニューは、この DtMenuButtonウィジェットを親とするポップアップ・メニューです。

暗黙的に作成されたサブメニューの名前は、この DtMenuButton ウィジェットの名前の

前に submenu_ を付けたものです。サブメニューのウィジェット ID は、この
DtMenuButton ウィジェットの DtNsubMenuId リソースに XtGetValues を設定すること

により取得できます。暗黙的に作成されたサブメニューは、このウィジェットの利用者によっ

て破壊されることはありません。
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サブメニューは、DtMenuButton ウィジェットのどこかで [メニュー・ポスト] ボタン
(XmRowColumnの XmNmenuPostリソースを参照)を押すことによって、または Motif

の取消しキー (通常は [Escape]キー)を押すことによってポップアップすることができます。

クラス

DtMenuButtonWidgetは、Core、XmPrimitive、および XmLabelクラスから動作とリソー

スを継承します。

クラス・ポインタは、dtMenuButtonWidgetClass です。

クラス名は、DtMenuButtonWidget です。

DtMenuButtonWidget は、サブクラス化をサポートしません。

リソース

DtMenuButtonWidgetは、次のリソースを提供します。これらのリソースのクラス、型、

デフォルト、およびアクセスを表 7-7 に示します。

• DtNcascadingCallbackは、接続されたサブメニューが表示される前に呼び出されるコー

ルバックのリストを指定します。

• DtNcascadePixmap は、メニュー・グリフとして表示されるピックスマップを指定し

ます。ピックスマップが指定されない場合は、下向き矢印が表示されます。

• DtNsubMenuIdは、この DtMenuButtonウィジェットと関連付けられるポップアップ・

メニュー区画のウィジェット ID を指定します。ポップアップ・メニュー区画をこの
DtMenuButtonを親として作成しなければなりません。リソースの設定時にこのウィジェッ

トによってサブメニューが自動的に破壊されるので、ウィジェットの作成時にこのリソー

スを指定することはできません。

詳細については、DtMenuButtonwidget(3X)のマニュアル・ページを参照してください。

アクセス欄のコードは、次のことが可能かどうかを示します。

• 作成時にリソースを設定する (C)

• XtSetValues を使用して設定する (S)
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• XtGetValues を使用して検索する(G)

コールバックのための構造体

コールバックのための構造体を次に示し、表 7-8 で説明します。

typedef struct {
int reason;
XEvent*event;

} XmAnyCallbackStruct;

DtMenuButtonウィジェットの例

次の例は、DtMenuButton ウィジェットの作成方法と使用方法を示しています。このコー

ドは、/usr/dt/examples/dtwidget ディレクトリの controls.c デモの一部です。

/*
 * Example code for DtMenuButton
 */

#include <Dt/DtMenuButton.h>

/* MenuButton custom glyph */

表 7-7 DtMenuButtonWidget リソース

名前 クラス 型 デフォルト アクセス

DtNcascadingCallback DtCCallback XtCallbackList NULL C

DtNcascadePixmap DtCPixmap Pixmap XmUNSPECIFIED_PIXMAP CSG

DtNsubMenuId DtCMenuWidget Widget N
U
L
L

SG

表 7-8 DtMenuButtonWidget コールバックのための構造体

構造体 説明

reason コールバックが呼び出された reason を返します。

event コールバックをトリガした XEvent へのポインタ。コールバックが
XEvent によってトリガされなかった場合には NULL になります。
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#define menu_glyph_width 16
#define menu_glyph_height 16
static unsigned char menu_glyph_bits[] = {

0xe0, 0x03, 0x98, 0x0f, 0x84, 0x1f, 0x82, 0x3f, 0x82, 0x3f, 0x81,
0x7f,
0x81, 0x7f, 0xff, 0x7f, 0xff, 0x40, 0xff, 0x40, 0xfe, 0x20, 0xfe,
0x20,
0xfc, 0x10, 0xf8, 0x0c, 0xe0, 0x03, 0x00, 0x00};

static void CreateMenuButtons(Widget parent)
{
    Widget menuButton, submenu, titleLabel, button;
    Pixmap cascadePixmap;
    Pixel fg, bg;
    Cardinal depth;
    XmString labelString;
    Arg args[20];
    int i, n;

    /* Create title label */

    labelString = XmStringCreateLocalized(“MenuButton Widget”);
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    titleLabel = XmCreateLabel(parent, “title”, args, n);
    XtManageChild(titleLabel);
    XmStringFree(labelString);

    /*
     * Create a MenuButton.
     * Add push buttons to the built-in popup menu.
     */

    labelString = XmStringCreateLocalized(“Action”);
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;

menuButton = DtCreateMenuButton(parent, “menuButton1”, args, n);
    XtManageChild(menuButton);
    XmStringFree(labelString);

    XtVaGetValues(menuButton, DtNsubMenuId, &submenu, NULL);
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    button = XmCreatePushButton(submenu, “Push”, NULL, 0);
    XtManageChild(button);
    button = XmCreatePushButton(submenu, “Pull”, NULL, 0);
    XtManageChild(button);
    button = XmCreatePushButton(submenu, “Turn”, NULL, 0);
    XtManageChild(button);

    /*
     * Create a MenuButton.
     * Replace the built-in popup menu with a tear-off menu.
     * Add a custom pixmap in the colors of the MenuButton.
     */

    labelString = XmStringCreateLocalized(“Movement”);
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;

menuButton = DtCreateMenuButton(parent, “menuButton1”, args, n);
    XtManageChild(menuButton);
    XmStringFree(labelString);

    /* Create a tear-off menu */

    n = 0;
    XtSetArg(args[0], XmNtearOffModel, XmTEAR_OFF_ENABLED); n++;

submenu = XmCreatePopupMenu(menuButton, “submenu”, args, n);
    button = XmCreatePushButton(submenu, “Run”, NULL, 0);
    XtManageChild(button);
    button = XmCreatePushButton(submenu, “Jump”, NULL, 0);
    XtManageChild(button);
    button = XmCreatePushButton(submenu, “Stop”, NULL, 0);
    XtManageChild(button);

    XtVaSetValues(menuButton, DtNsubMenuId, submenu, NULL);

    /* Create a pixmap using the menu button’s colors and depth */

    XtVaGetValues(menuButton,
XmNforeground, &fg,
XmNbackground, &bg,
XmNdepth, &depth,
NULL);
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    cascadePixmap = XCreatePixmapFromBitmapData(XtDisplay
(menuButton),DefaultRootWindow(XtDisplay
(menuButton)),
(char*)menu_glyph_bits,
menu_glyph_width, menu_glyph_height,
fg, bg, depth);

    XtVaSetValues(menuButton, DtNcascadePixmap, cascadePixmap,
NULL);

}

テキスト・エディタ・ウィジェット (DtEditor)

共通デスクトップ環境のテキスト編集システムは、次の 2つのコンポーネントから成ります。

• グラフィカル・インタフェース、アクション・インタフェース、および ToolTalk イ

ンタフェースを介して編集サービスを提供するテキスト・エディタ・クライアントの dtpad。

• 次の編集サービスのためのプログラム・インタフェースを提供するエディタ・ウィジェッ

トの DtEditor(3)。

• カット＆ペースト
• 検索と置換
• 単純な書式化
• スペルチェック (8 ビット・ロケール用)

• 以前の編集を元に戻す
• ASCIIテキスト、マルチバイト・テキスト、およびバッファ・データの入出力をサポー

トする拡張入出力処理機能
• ファイルの直接読み書きのサポート

OSF/Motif テキスト・ウィジェットはプログラム・インタフェースも提供しますが、シ

ステム全体で一貫したエディタを使用するアプリケーションは、DtEditor(3) ウィジェッ

トを使用しなければなりません。共通デスクトップ環境のテキスト・エディタとメール・

プログラムは、エディタ・ウィジェットを使用します。このウィジェットは、次のような

状況のときに使用してください。

1. [スペルチェック]、[元に戻す]、および [検索／変更] など、DtEditor(3)ウィジェット

が提供する機能を使いたい場合。

2. ユーザがファイルからデータを読み込んだり、ファイルにデータを書き込んだりするコー

ドを作成したくない場合。
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3. ユーザが入力した文字またはユーザが行ったカーソル移動を調べる必要がないプログ

ラムを作成する場合。

この節では、テキスト・エディタ・ウィジェット DtEditor(3) について説明します。

エディタ・ウィジェット・ライブラリは、テキスト・ファイルの作成と編集のためのサポー

トを提供します。デスクトップ環境で実行するアプリケーションで、一貫した方法でテキ

スト・データを編集できるようにします。DtEditor(3) ウィジェットは、テキスト用のス

クロールする編集ウィンドウ、オプションのステータス行、および、テキストの検索と置換、

スペルチェック、書式オプションの指定を行うためのダイアログから成ります。テキスト・

エディタ・ウィジェットには、ウィジェットをプログラム的に制御するための簡易関数のセッ

トが含まれています。

ライブラリとヘッダ・ファイル

DtEditor ウィジェットは、libDtWidget ライブラリにあります。ヘッダ・ファイルは、
Dt/Editor.h です。

デモ・プログラム

DtEditor ウィジェットの使用例が入っているデモが、
/usr/dt/examples/dtwidget/editor.c にあります。

クラス

DtEditor ウィジェット・クラスについては、ウィジェットのサブクラス化はサポートさ

れません。

DtEditor は、Core、Composite、Constraints、XmMager、および XmForm クラスから

動作とリソースを継承します。

エディタ・ウィジェットのクラス名は、DtEditorWidget です。

クラス・ポインタは、dtEditorWidgetClass です。

簡易関数

DtEditor 簡易関数を、次の表に示します。
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ライフ・サイクル関数

DtEditor ライフ・サイクル関数を表 7-9 に示します。

入出力関数

DtEditor 入出力関数を表 7-10 に示します。

表 7-9 DtEditor ライフ・サイクル関数

関数 説明

DtCreateEditor DtEditor ウィジェットの新規インスタンスとその子を
作成します。

DtEditorReset DtEditor ウィジェットを初期状態に復元します。

表 7-10 DtEditor 入出力関数

関数 説明

DtEditorAppend エディタ・ウィジェットの最後に内容データを追加
します。

DtEditorAppendFromFile エディタ・ウィジェットの最後にファイルの内容を
追加します。

DtEditorGetContents エディタ・ウィジェットの内容全体を検索します。

DtEditorInsert 内容データを現在の挿入位置に挿入します。

DtEditorInsertFromFile ファイルの内容を現在の挿入位置に挿入します。

DtEditorReplace テキストの一部を与えられたデータと置き換えます。

DtEditorReplaceFromFile テキストの一部をファイルの内容と置き換えます。

DtEditorSaveContentsToFile 現在選択されている内容を空白に置き換えます。

DtEditorSetContents 内容データをエディタ・ウィジェットに読み込んで、
ウィジェットの内容全体を置き換えます。

DtEditorSetContentsFromFile ファイルの内容をエディタ・ウィジェットに読み込
んで、ウィジェットの内容全体を置き換えます。
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選択関数

DtEditor 選択関数を表 7-11 に示します。

書式化関数

DtEditor 書式化関数を表 7-12 に示します。

表 7-11 DtEditor 選択関数

関数 説明

DtEditorClearSelection 現在選択されている内容を空白に置き換えます。

DtEditorCopyToClipboard 現在選択されている内容をクリップボードにコピー
します。

DtEditorCutToClipboard 現在選択されている内容を削除して、クリップボー
ドに入れます。

DtEditorDeleteSelection 現在選択されている内容を削除します。

DtEditorDeselect 選択されている内容を選択解除します。

DtEditorPasteFromClipboard クリップボードの内容をエディタ・ウィジェットにペー
ストして、現在選択されている内容を置き換えます。

DtEditorSelectAll エディタ・ウィジェットの内容全体を選択します。

表 7-12 DtEditor 書式化関数

関数 説明

DtEditorFormat エディタ・ウィジェットの内容の全部または一部を書
式化します。

DtEditorInvokeFormatDialog [書式] ダイアログ・ボックスを表示して、マージンと
位置揃えのスタイルに関する書式設定を指定し、書式
操作を実行することができます。
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検索／変更関数

DtEditor 検索／変更関数を表 7-13 に示します。

補助関数

DtEditor 補助関数を表 7-14 に示します。

表 7-13 DtEditArea 検索／変更関数

関数 説明

DtEditorChange 文字列の 1 つまたはすべての存在箇所を置換し
ます。

DtEditorFind 文字列の次の出現箇所を検索します。

DtEditorInvokeFindChangeDialog 文字列を検索 (オプションで置換も) するため
のダイアログ・ボックスを表示します。

DtEditorInvokeSpellDialog 現在の内容の中でスペルが間違っている単語の
リストがあるダイアログ・ボックスを表示します。

表 7-14 DtEditor 補助関数

関数 説明

DtEditorCheckForUnsavedChanges エディタ・ウィジェットの内容が前回の検索ま
たは保存以後に変更されているかどうかを報告
します。

DtEditorDisableRedisplay ビジュアル属性が変更された場合でも、エディ
タ・ウィジェットの再表示をしません。

DtEditorEnableRedisplay エディタ・ウィジェットの表示の更新を強制し
ます。

DtEditorGetInsertPosition エディタ・ウィジェットの挿入カーソル位置を
返します。

DtEditorGetLastPosition 編集ウィンドウの最後の文字の位置を返します。

DtEditorGetMessageTextFieldID アプリケーション・メッセージを表示するため
に使用されるテキスト・フィールド・ウィジェ
ットのウィジェット ID を検索します。

DtEditorGetSizeHints エディタ・ウィジェットからサイズ情報を検索
します。

DtEditorGoToLine 挿入カーソルを指定された行へ移動します。
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リソース

DtEditor ウィジェットは、次のリソースのセットを提供します。

• DtNautoShowCursorPosition に True が設定されたとき、スクロール編集ウィンドウ

に表示されるテキストに挿入カーソルが必ずあるようにします。挿入カーソルが変わ

ると、エディタの内容をスクロールして、挿入ポイントがウィンドウに入るようにし

ます。

• DtNblinkRateは、テキスト・カーソルの点滅間隔をミリ秒単位で指定します。挿入カー

ソルの点滅に要する時間は、点滅間隔の 2倍です。点滅間隔がゼロに設定されたときには、

カーソルは点滅しません。値を負にすることはできません。

• DtNbuttonFontListは、DtEditorのダイアログ・ボックスに表示されるボタンのフォント・

リストを指定します。

• DtNcolumns は、エディタの初期の幅を整数の文字単位で指定します。値は 0 より大

きくなければなりません。

• DtNcursorPositionは、エディタの中で現在の挿入カーソルが置かれる位置を指定します。

位置は、テキストの先頭からの文字数によって決められます。最初の文字位置は 0です。

• DtNcursorPositionVisible は、論理値が True のときに点滅しているテキスト・カーソ

ルで挿入カーソルの位置をマークします。

• DtNdialogTitle は、DtEditor によって表示されるすべてのダイアログのタイトルを指

定します。これには、単語の検索と置換、スペルが間違っている単語、および書式設

定のためのダイアログが含まれます。

• DtNeditable に True が設定されているとき、ユーザはデータを編集できます。False

が設定されているときには、ユーザはデータを編集できません。

• DtNlabelFontListは、DtEditorラベルとして使用されるフォント・リストを指定します (ラ

ベルは、ステータス行と DtEditor ダイアログ・ボックスに表示されます)。

DtEditorSetInsertionPosition 挿入カーソルの位置を設定します。

DtEditorTraverseToEditor エディタ・ウィジェットの編集ウィンドウへのキー
ボード移動を設定します。

DtEditorUndoEdit ユーザが行った最後の編集を元に戻します。

表 7-14 DtEditor 補助関数 (続き)

関数 説明
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• DtNoverstrike に False が設定されているとき、エディタ・ウィジェットに入力され

た文字は、カーソルの位置に挿入されます (デフォルト)。True が設定されているとき

には、エディタ・ウィジェットに入力された文字は、挿入カーソルの直後の文字を置

き換えます。行末に達したときには、文字は行末に追加されます。ステータス行が表

示されている場合、DtNoverstrike が True のときは DtNoverstrikeIndicatorLabel が

必ずステータス行に表示されます。

• DtNrows は、エディタの初期の高さを文字単位で指定します。値は 0 より大きくなけ

ればなりません。

• DtNscrollHorizontal は、論理値が True のときテキストを水平方向にスクロールでき

るようにするスクロール・バーを追加します。

• DtNscrollLeftSide は、論理値が True のときスクロール編集ウィンドウの左側に垂直

スクロール・バーを置きます。

• DtNshowStatusLine は、True が設定されたときテキスト・ウィンドウの下にステー

タス行を表示します。ステータス行のフィールドには、挿入カーソルの現在の行番号、

ドキュメント内の総行数、およびエディタが上書きモードかどうかを表示します。ユー

ザは、行番号表示に行番号を入力することによって、直接その行を表示することがで

きます。

ステータス行は、アプリケーションによって提供されるメッセージを表示するための
Motif の XmTextField(3x)ウィジェットも含んでいます。このフィールドは、アプリケー

ションが編集中のドキュメントについてのステータスとフィードバックを表示するのに便

利な場所です。テキスト・フィールドの ID は、DtEditorGetMessageTextFieldID(3) を

使用して検索されます。メッセージは、このウィジェットの XmNvalue または
XmNvalueWcs リソースを設定することによって表示されます。テキスト・フィールド

が必要ない場合には、その ID で XtUnmanageWidget(3X) を呼び出すことによって管理

から外せます。

• DtNspellFilter は、スペルチェックに使用するフィルタを指定します。関数
DtEditorInvokeSpellDialog(3) は、DtNspellFilter によって指定されたフィルタを使用

してエディタの内容をチェックします。指定されたフィルタは、ファイル名を受け入

れて、このファイルの中のスペルが間違っている単語と認識不能の単語のリストを標

準出力に出力しなければなりません。デフォルトのフィルタは、spell(1) です。

• DtNtextBackground は、編集ウィンドウのバックグラウンドを指定します。
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• DtNtextDeselectCallback は、編集領域内でテキストが選択されていないときに呼び

出される関数を指定します。コールバックによって送られる reason は、
DtEDITOR_TEXT_DESELECT です。

• DtNtextFontListは、DtEditor編集ウィンドウとテキスト・フィールドに使用されるフォ

ント・リストを指定します。テキスト・フィールドは、ステータス行と DtEditor ダイ

アログ・ボックスに表示されます。

• DtNtextForeground は、編集ウィンドウのフォアグラウンドを指定します。

• DtNtextSelectcallback は、編集領域内でテキストが選択されたときに呼び出される関

数を指定します。コールバックによって送られる reason は、
DtEDITOR_TEXT_SELECT です。

• DtNtextTranslations は、編集ウィンドウに追加される変換を指定します。このリソー

スで指定された変換は、編集ウィンドウに対して定義された重複する変換を無効にし

ます。DtEditorによって提供される変換のリストについては、DtEditor(3)のマニュアル・

ページを参照してください。

• DtNtopCharacter は、スクロールした編集ウィンドウの最上部にテキストの位置があ

る行を表示します。行はテキストを左右に移動することなくウィジェットの最上部に

表示されます。位置は、テキストの先頭からの文字数によって決められます。最初の

文字位置は 0 です。

DtNtopCharacter に対する XGetValues(3X) は、ウィジェットの最上部に表示される

行の最初の文字の位置を返します。

• DtNwordWrapは、ウィンドウの右端に達したときに、語の切れ目でソフト・キャリッ

ジ・リターンによる行分割を行います。ワードラップは、エディタ・ウィジェットの

内容の視覚的外観にだけ影響を及ぼすので注意してください。行分割 (ソフト・キャリッ

ジ・リターン)は、テキストに物理的に挿入されるわけではありません。エディタは、

ウィジェットの内容が検索されるときまたはファイルに保存されるときに、ハード・キャ

リッジ・リターンへの置換をサポートします。詳細については、DtEditorGetContents(3)

と DtEditorSaveContentsToFile(3) のマニュアル・ページを参照してください。

各リソースのクラス、型、デフォルト、およびアクセスを表 7-15 にリストします。継承

クラスのリソース値を設定することによって、このウィジェットの属性を設定することも

できます。.Xdefaultsファイルの中で名前またはクラスによってリソースを参照するには、
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DtNまたは DtCの接頭辞を除いて、残りの文字を使用します。.Xdefaultsファイルでリソー

スに対して定義済みの値の 1 つを指定するには、Dt 接頭辞を除いて、残りの文字を使用

します (小文字または大文字で、ただし、語の間に下線を入れています)。

アクセス欄のコードは、次のことが可能かどうかを示します。

• 作成時にリソースを設定する (C)

• XtSetvalues を使用して設定する (S)

• XtGetValues を使用して検索する (G)

詳細については、DtEditor(3) のマニュアル・ページを参照してください。

表 7-15 DtEditor リソース

名前 クラス 型 デフォルト
アクセ
ス

DtNautoShowCursorPosition DtCAutoShowCursorPosition Boolean True CSG

DtNblinkRate DtCBlinkRate int 500 CSG

DtNbuttonFontList DtCFontList XmFontList Dynamic CSG

DtNcolumns DtCColumns XmNcolumns Dynamic CSG

DtNcursorPosition DtCCursorPosition XmTextPosition 0 CSG

DtNcursorPositionVisible DtCCursorPositionVisible Boolean True CSG

DtNdialogTitle DtCDialogTitle XmString NULL CSG

DtNeditable DtCEditable Boolean True CSG

DtNlabelFontList DtCFontList XmFontList Dynamic CSG

DtNmaxLength DtCMaxLength int Largest integer CSG

DtNoverstrike DtCOverstrike Boolean False CSG

DtNrows DtCRows XmNrows Dynamic CSG

DtNscrollHorizontal DtCScroll Boolean True CG

DtNscrollLeftSide DtCScrollSide Boolean Dynamic CG

DtNscrollTopSide DtCScrollSide Boolean False CG

DtNscrollVertical DtCScroll Boolean True CG

DtNshowStatusLine DtCShowStatusLine Boolean False CSG

DtNspellFilter DtCspellFilter char * Spell CSG
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継承されるリソース

DtEditor は、次のスーパークラスから動作とリソースを継承します。

• XmForm

• XmManager

• Composite

• Core

詳細については、該当するマニュアル・ページを参照してください。

ローカライズ・リソース

次のリストは、DtEditor ウィジェットとそのダイアログ・ボックスのローカライズのた

めに設計されるウィジェット・リソースのセットを示しています。これらのリソースのデフォ

ルト値は、ロケールに依存します。

• DtNcenterToggleLabelは、[書式の設定]ダイアログ・ボックスの中央に揃えるトグル・

ボタンのラベルを指定します。C ロケールでのデフォルト値は、[Center] です。日本

語ロケールでは [中央] です。

• DtNchangeAllButtonLabel は、ドキュメントの中の検索文字列のすべての存在箇所を

置換する [検索／変更]ダイアログ・ボックスにあるボタンのラベルを指定します。Cロケー

ルでのデフォルト値は、[Change all]です。日本語ロケールでは [すべてを変更] です。

DtNtextBackground DtCBackground Pixel Dynamic CSG

DtNtextDeselectCallback DtCCallback XtCallbackList NULL C

DtNtextFontList DtCFontList XmFontList Dynamic CSG

DtNtextForeground DtCForeground Pixel Dynamic CSG

DtNtextTranslations DtCTranslations XtTranslations NULL CS

DtNtextSelectCallback DtCCallback XtCallbackList NULL C

DtNtopCharacter DtCTextPosition XmTextPosition 0 CSG

DtNwordWrap DtCWordWrap Boolean True CSG

表 7-15 DtEditor リソース (続き)

名前 クラス 型 デフォルト
アクセ
ス
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• DtNchangeButtonLabelは、ドキュメントの中の検索文字列の次の存在箇所を置換する [検

索／変更] ダイアログ・ボックスにあるボタンのラベルを指定します。C ロケールで

のデフォルト値は、[Change] です。日本語ロケールでは [変更] です。

• DtNchangeFieldLabelは、ユーザが置換文字列を指定する [検索／変更]ダイアログ・ボッ

クスにあるフィールドのラベルを指定します。Cロケールでのデフォルト値は、[Change

To] です。日本語ロケールでは [変更後文字列] です。

• DtNcurrentLineLabelは、ステータス行の現在の行番号フィールドのラベルを指定します。
C ロケールでのデフォルト値は、[line] です。日本語ロケールでは [行] です。

• DtNfindButtonLabelは、ドキュメントの中の検索文字列の次の存在箇所を検索する [検

索／変更] ダイアログ・ボックスにあるボタンのラベルを指定します。C ロケールで

のデフォルト値は、[Find] です。日本語ロケールでは [検索] です。

• DtNfindChangeDialogTitle は、[検索／変更] ダイアログ・ボックスのタイトルを指定

します。DtNdialogTitle がヌルでない場合は、このリソースの前面に追加されてタイ

トルを形成します。Cロケールでのデフォルト値は、 [Change To]です。日本語ロケー

ルでは [検索／変更] です。

• DtNfindFieldLabelは、ユーザが検索文字列を指定する [検索／変更]ダイアログ・ボッ

クスにあるフィールドのラベルを指定します。Cロケールでのデフォルト値は、[Find]

です。日本語ロケールでは [検索] です。

• DtNformatAllButtonLabelは、ドキュメント全体を書式化する [書式の設定]ダイアログ・

ボックスにあるボタンのラベルを指定します。C ロケールでのデフォルト値は、[All]

です。日本語ロケールでは [すべて] です。

• DtNformatParagraphButtonLabel は、挿入カーソルを含んでいるパラグラフを書式化

する [書式の設定]ダイアログ・ボックスにあるボタンのラベルを指定します。Cロケー

ルでのデフォルト値は、[Paragraph] です。日本語ロケールでは [パラグラフ] です。

• DtNformatSettingsDialogTitle は、[書式の設定] ダイアログ・ボックスのタイトルを

指定します。DtNdialogTitle がヌルでない場合は、このリソースの前面に追加されて

タイトルを形成します。C ロケールでのデフォルト値は、[Format Setting] です。日

本語ロケールでは [書式の設定] です。
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• DtNinformationDialogTitle は、ユーザにフィードバックと一般情報を提示するのに使

用される [インフォメーション] ダイアログ・ボックスのタイトルを指定します。
DtNdialogTitle がヌルでない場合は、このリソースの前面に追加されてタイトルを形

成します。Cロケールでのデフォルト値は、[Infomation]です。日本語ロケールでは [イ

ンフォメーション] です。

• DtNjustifyToggleLabelは、[書式の設定]ダイアログ・ボックスにある両端揃えトグル・

ボタンのラベルを指定します。C ロケールでのデフォルト値は、[Justify] です。日本

語ロケールでは [両端揃え] です。

• DtNleftAlignToggleLabelは、[書式の設定]ダイアログ・ボックスにある左揃えトグル・

ボタンのラベルを指定します。C ロケールでのデフォルト値は、[Left Align] です。

日本語ロケールでは [左揃え] です。

• DtNleftMarginFieldLabelは、[書式の設定]ダイアログ・ボックスにある左マージン値

フィールドのラベルを指定します。Cロケールでのデフォルト値は、[Left Margin]です。

日本語ロケールでは [左マージン] です。

• DtNmisspelledListLabel は、[スペルチェック] ダイアログ・ボックスにある認識不能

のまたはスペルが間違っている単語のリストのラベルを指定します。C ロケールでの

デフォルト値は、[Misspelled Words]です。日本語ロケールでは [ミススペリングの単語]

です。

• DtNoverstrikeLabel は、エディタが上書きモードであることを示すステータス行にあ

るラベルを指定します。Cロケールでのデフォルト値は、[Overstrike]です。日本語ロケー

ルでは [上書き] です。

• DtNrightAlignToggleLabelは、[書式の設定]ダイアログ・ボックスにある右揃えトグル・

ボタンのラベルを指定します。C ロケールでのデフォルト値は、[Right Align] です。

日本語ロケールでは [右揃え] です。

• DtNrightMarginFieldLabel は、[書式の設定] ダイアログ・ボックスにある右マージン

値フィールドのラベルを指定します。Cロケールでのデフォルト値は、[Right Margin]

です。日本語ロケールでは [右マージン] です。

• DtNspellDialogTitleは、[書式の設定]ダイアログ・ボックスのタイトルを指定します。
DtNdialogTitle がヌルでない場合は、このリソースの前方に追加されてタイトルを形

成します。C ロケールでのデフォルト値は、[Spell] です。

日本語ロケールでは [スペルチェック] です。
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• DtNtotalLineCountLabel は、ドキュメントの総行数を示すステータス行にあるディス

プレイのラベルを指定します。C ロケールでのデフォルト値は、[Total] です。日本語

ロケールでは [合計] です。

ローカライズ・リソースのそれぞれのクラス、型、デフォルト、およびアクセスを表
7-16 にリストします。アクセス欄のコードは、次のことが可能かどうかを示します。

• 作成時にリソースを設定する (C)

• XtSetvalues を使用して設定する (S)

• XtGetValues を使用して検索する (G)

詳細については、DtEditor(3) のマニュアル・ページを参照してください。

表 7-16 DtEditor ローカライズ・リソース

名前 クラス 型 デフォルト アクセス

DtNcenterToggleLabel DtCCenterToggleLabel XmString Dynamic CSG

DtNchangeAllButtonLabel DtCChangeAllButtonLabel XmString Dynamic CSG

DtNchangeButtonLabel DtCChangeButtonLabel XmString Dynamic CSG

DtNchangeFieldLabel DtCChangeFieldLabel XmString Dynamic CSG

DtNcurrentLineLabel DtCCurrentLineLabel XmString Dynamic CSG

DtNfindButtonLabel DtCFindButtonLabel XmString Dynamic CSG

DtNfindChangeDialogTitle DtCFindChangeDialogTitle XmString Dynami CSG

DtNfindFieldLabel DtCFindFieldLabel XmString Dynamic CSG

DtNformatAllButtonLabel DtCFormatAllButtonLabel XmString Dynamic CSG

DtNformatParagraphButtonLabel DtCFormatParagraphButtonLabel XmString Dynamic CSG

DtNformatSettingsDialogTitle DtCFormatSettingsDialogTitle XmString Dynamic CSG

DtNinformationDialogTitle DtCInformationDialogTitle XmString Dynamic CSG

DtNjustifyToggleLabel DtCJustifyToggleLabel XmString Dynamic CSG

DtNleftAlignToggleLabel DtCLeftAlignToggleLabel XmString Dynamic CSG

DtNleftMarginFieldLabel DtCLeftMarginFieldLabel XmString Dynamic CSG

DtNmisspelledListLabel DtCMisspelledListLabel XmString Dynamic CSG

DtNoverstrikeLabel DtCOverstrikeLabel XmString Dynamic CSG

DtNrightAlignToggleLabel DtCRightAlignToggleLabel XmString Dynamic CSG
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コールバック関数

DtEditor ウィジェットは、次の 3 つのコールバック関数をサポートします。

• DtEditorNHelpCallback

• DtNtextSelectCallback

• DtNtextDeselectCallback

エディタ・ウィジェットとそのダイアログ・ボックスについてのヘルプ情報を提示したい場

合は、XmNhelpCallback リソースを設定し、DtEditorHelpCallbackStruct の一部として

渡される reasonフィールドを使用して、[ヘルプ]ダイアログ・ボックスの内容を設定します。

次の構造体へのポインタが XmNHelpCallback に渡されます。コールバックのための構

造体を次に示し、表 7-17 で説明します。

typedef struct {

int reason;

XEvent    *event;

} DtEditorHelpCallbackStruct;

テキストが選択されているかどうかによってメニュー項目とコマンドを有効か無効にした

いときには、DtNtextSelectCallbackリソースおよび DtNtextDeselectCallbackリソース

を使用します。DtNtextSelectCallback は、編集ウィンドウでテキストが選択されたとき

に呼び出される関数を指定します。DtNtextDeselectCallback は、編集ウィンドウでテキ

DtNrightMarginFieldLabel DtCRightMarginFieldLabel XmString Dynamic CSG

DtNspellDialogTitle DtCSpellDialogTitle XmString Dynamic CSG

DtNtotalLineCountLabel DtCTotalLineCountLabel XmString Dynamic CSG

表 7-17 DtEditorHelp コールバックのための構造体

構造体 説明

reason コールバックが呼び出された reason。reasonのリストについては、DtEditor(3)
のマニュアル・ページを参照してください。

event このコールバックを呼び出したイベントへのポインタ。値は、NULL になるこ
ともあります。

表 7-16 DtEditor ローカライズ・リソース (続き)

名前 クラス 型 デフォルト アクセス
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ストが選択されていないときに呼び出される関数を指定します。コールバックによって送

られる reason は、DtEDITOR_TEXT_SELECT と DtEDITOR_TEXT_DESELECT で

す。
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アプリケーションからのアクションの
実行 8

アプリケーションが拡張性のある一連のデータ型を管理する場合には、アクションの実行

によりデータ型を直接実行しなければなりません。この章では、アプリケーションからア

クションを実行する方法について説明します。アクションの実行方法を示すサンプル・プ

ログラムも示します。

アクションとアクションの作成の詳細については、このマニュアルの「データ型データベー

スのアクセス」の章と、『共通デスクトップ環境上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』

の次の章を参照してください。

• 「アクションおよびデータ型の概要」
• 「アクション作成ツールを使ったアクションとデータ型の作成」
• 「手動によるアクションの作成」
• 「手動によるデータ型の作成」

アプリケーションからアクションを実行する方法 130 ページ

アクションの型 131 ページ

アクション実行 API 132 ページ

関連情報 132 ページ

actions.c プログラム例 133 ページ

actions.c のリスト 139 ページ
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アプリケーションからアクションを実行する方法

デスクトップ・サービス・ライブラリによってエクスポートされたアクション実行 APIは、

アプリケーションから別のアプリケーションを実行したり、操作を実行するための方法の
1 つです。その他の方法として、次のものがあります。

• fork/exec システム・コール
• ToolTalk メッセージ

これらの方法は、それぞれ利点と制約があるので、具体的な状況を評価して、どちらが適

切かを判断しなければなりません。

アクション実行 API の利点は、次のとおりです。

• アクションは、従来のコマンド行アプリケーション (すなわち、COMMANDアクショ

ン) と ToolTalk アプリケーション (すなわち、TT_MSG アクション) の両方をカプセ

ル化することができます。アクションを実行するアプリケーションは、コマンドがフォー

クされたのか、それともメッセージが送られたのかを知る必要はありません。

• アクションは多様性を持ち、デスクトップのデータ型機構と統合されます。このことは、
[開く] や [印刷] などのアクションは、与えられる引き数の型に基づいて異なる動作を

するが、動作の違いは、アクションを呼び出すアプリケーションに対して透過される

ことです。

• アクションは、アプリケーション開発者、システム統合者、システム管理者、および

エンドユーザに対して、構成の大きな可能性を提供します。これらのユーザは、アクショ

ン・データベースを編集して、アクションの実行方法の定義を変更することができます。

• アクションは、分散環境でも有効です。アプリケーションが fork/exec により別のア

プリケーションを直接実行する場合には、両方のアプリケーションが同じシステム上

で使用可能でなければならず、同じシステム上で実行できなければなりません。それ

に対して、アクション実行 API は、アクション・データベース内の情報に基づいて、

どのシステム上で COMMAND アクションを実行するかを判断します。

• アクションによって、デスクトップの動作と常に一貫性のあるアプリケーションの動

作が可能になります。これは、デスクトップのコンポーネントがユーザのデータ・ファ

イルを操作するとき、アクションを使用することで対話するからです。
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アクション実行 APIの欠点は、戻り値機能が制限されている実行方法であることであり、

実行されたアクション・ハンドラとの対話機能がないことです。これらの機能が必要な場

合には、fork/exec/pipes を使用できます。ただし、CDE で望ましいプロセス間通信の方

法は、一般化されたクライアント／サーバ・パラダイムを持つ ToolTalk です。

実行について説明します。アプリケーションがいくつかの異なる形式 (テキストとグラフィッ

ク)のデータ・ファイルを管理すると仮定し、これらのファイルの編集と表示の手段をユー

ザに提供する必要があると仮定します。アクションを使用せずにこれを実現するには、次

の方法の 1 つを使用することになります。

• fork/exec を使用して、適切なエディタを起動し、ユーザがエディタの名前を指定する

ための何らかの方法 (環境変数など) を考えてください。このアプローチには次のよう

な制約があります。

• システム・コールによりサブプロセスを実行し、その結果のシグナルを監視する複

雑なコードを書かなければなりません。

• アプリケーションと同じシステム上で使用できるエディタが必要であり、システム

管理者は、rsh などの機能を使用する複雑な構成を提供しなければなりません。

• システム管理者とユーザは、アプリケーションの固有の構成モデルを学び、管理し

なければなりません。

• ToolTalk メッセージを使用して、編集や表示などの操作をデータに対して実行するこ

とを要求します。このアプローチには、すべてのデータ型に対して使用可能な
ToolTalk 形式のエディタが必要であるという制約があります。

アクションによりこれを実現するには、バッファまたはデータ・ファイルに対して [開く]

アクションを実行するだけです。アクション実行 API はアクション・データベースに基

づいて、送信する適切なメッセージまたは実行するコマンドを判断し、一時ファイルの作

成か削除、また必要なシグナルの取り込みなどすべての詳細を処理します。

アクションの型

アクションのアプリケーション・プログラム・インタフェース (API)は、どの種類のアクショ

ンに対しても機能します。デスクトップでのアクションの種類は、次のとおりです。

コマンド・アクション 実行するコマンド行を指定します。

ToolTalk アクション 送信する ToolTalkメッセージを指定します。メッセー

ジは、適切なアプリケーションによって受信されます。
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マップ・アクション 特定の動作を定義する代わりに、別のアクションを参

照します。

詳しくは、『共通デスクトップ環境上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』の「アクショ

ンおよびデータ型の概要」を参照してください。

アクション実行 API

アクション実行 APIは、デスクトップ・サービス・ライブラリからエクスポートされて、

次のような多数のタスクを実行する関数を提供します。

• アクションおよびデータ型定義のデータベースを初期化し、読み込みます。アクショ

ンを実行するためには、その前にデータベースが読み込まれていなければなりません。

• データベースに問い合わせます。指定されたアクション、またはそれに関連付けられ

たアイコン・イメージ、ラベル、または記述が存在するかどうかを判断する関数があ

ります。

• アクションを実行します。アプリケーションは、ファイルまたはバッファ引き数をア

クションに渡すことができます。

• アクション・ステータスを受け取り、引き数を返すコールバックを登録します。

関連情報

アクション・コマンド、関数、およびデータ形式の詳細については、次のマニュアル・ペー

ジを参照してください。

• dtaction(1)

• dtactionfile(4)

• DtActionCallbackProc(3)

• DtActionDescription(3)

• DtActionExists(3)

• DtActionIcon(3)

• DtActionInvoke(3)

• DtActionLabel(3)

• DtActionQuit(3)

• DtActionQuitType(3)

• DtActionStUpCb(3)
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• dtexec(1)

actions.cプログラム例

この節では、簡単なサンプル・プログラム actions.c について説明します。actions.c の完

全なリストは、この章の終わりにあります。

アクションおよびデータ型データベースの読み込み

アプリケーションがアクションを実行するためには、その前に、デスクトップ・サービス・

ライブラリ (アクション実行 APIを含む)を初期化して、アクションおよびデータ型定義のデー

タベースを読み込まなければなりません。

� デスクトップ・サービス・ライブラリを初期化するには

� デスクトップ・サービス・ライブラリを初期化するには、DtInitialize() 関数を使用し

ます。

DtInitialize(*display,widget,*name,*tool_class)

DtInitialize() は、デフォルトのイントリンシクス関数 XtAppContext を使用します。
API は、アプリケーションが app_context を指定しなければならないときに使用する

追加の関数 DtAppInitialize() を提供します。

DtAppInitialize(app_context,*display,widget,*name, tool_class)

Dtinitialize()の例

次のコードの一部分は、サンプル・プログラム actions.c の中で DtInitialize() がどのよう

に使用されているかを示しています。

/* Initialize the desktop */

if (DtInitialize(XtDisplay(shell), shell, argv[0], ApplicationClass)==False) {

        /* DtInitialize() has already logged an appropriate error msg */

        exit(-1);

    }
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� アクションおよびデータ型データベースを読み込むには

� アクションおよびデータ型データベースを読み込むには、DtDbLoad()関数を使用します。

DtDbLoad(void)

DtDbLoad()は、アクションおよびデータ型データベースを読み込みます。この関数は、

データベース・ファイルを検索するディレクトリのセット (データベース検索パス) を

判断して、データベース内で見つかった *.dt ファイルを読み込みます。ディレクトリ

検索パスは、DTDATABASESEARCHPATH 環境変数と内部のデフォルト値に基づき

ます。

DtDbLoad()の例

次のコードの一部分は、サンプル・プログラム actions.c の中で DtDbLoad() がどのよう

に使用されているかを示しています。

/* Load the filetype/action databases */

    DtDbLoad();

� 再読み込みイベントの通知を要求するには

長時間実行中のアプリケーションの中で DtDbLoad() を使用する場合には、データベー

スが変更されたときには、動的に再読み込みしなければなりません。

1. DtDbReloadNotify() 関数を使用して、再読み込みイベントの通知を要求します。

DtDbReloadNotify(DtDbReloadCallbackProc callback_proc,

XtPointer client_data)

2. 次のことを実行するコールバックを指定します。

• アプリケーションによって保持されている、キャッシュされたデータベース情報を

破棄する。
• DtDbLoad() 関数を再びコールする。

callback_proc は、アプリケーションが保持している、キャッシュされたデータベース情

報をクリーンアップしてから、DtDbLoad() を呼び出します。client_data を使用して、

追加のクライアント情報をコールバック・ルーチンに渡すことができます。
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アクション・データベースのチェック

アプリケーションは、アクションのアイコンまたはラベルを表示する必要がある場合には、

データベースにアクセスします。また、アクションを実行することによって、アプリケーショ

ンはその存在をチェックできます。データベース内のアクションは、アクション名によっ

て識別されます。

ACTION action_name
{
…

}

たとえば、[電卓] アクション定義は次のとおりです。

ACTION Dtcalc
{
        LABEL 電卓
        ICON            Dtcalc
        ARG_COUNT       0
        TYPE            COMMAND
        WINDOW_TYPE     NO_STDIO
        EXEC_STRING     /usr/dt/bin/dtcalc
        DESCRIPTION 電卓 (Dtcalc)アクションは、デスクトップ電卓 \

アプリケーションを起動します.
}

[電卓] アクションのアクション名は Dtcalc です。

実行形式ファイルがデータベース内のアクション名と一致するファイル名を持つときには、

そのファイルはアクション・ファイルです。すなわち、基本のアクションの表現です。そ

のファイルのアイコンとラベルに関する情報は、データベースに格納されます。

� 指定されたアクション定義が存在するかどうかを判断するには

� 指定されたアクション定義が存在するかどうかを判断するには、DtActionExists() 関

数を使用します。

DtActionExists(*name)

DtActionExists() は、指定された名前がデータベース内のアクションの名前に一致するか

どうかをチェックします。この関数は、名前がアクション名に一致する場合には True を

返し、その名前のアクションが見つからない場合には False を返します。
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� 指定されたアクションのアイコン・イメージ情報を取り出すには

� アイコン・イメージ情報を取り出すには、DtActionIcon() 関数を使用します。

DtActionIcon(char *action_name)

アクション定義は、アクションを表すために使われるアイコン・イメージを定義の ICONフィー

ルドで指定します。
ACTION action_name
{
   ICON icon_image_base_name

…
}

DtActionIcon()は、アイコン・イメージ・フィールドの値にある文字列を返します。アクショ

ン定義にアイコン・フィールドがない場合には、この関数はデフォルトのアクション・ア

イコン・イメージの値 Dtactn を返します。

次に、使用したいアイコンとサイズの位置を決めます。アイコンには 4つのサイズがあり、

ビットマップまたはピックスマップ形式で使えます。たとえば、[電卓] のアクション定

義からアイコン・ファイルのベース名を見つけることができます。次に、そのベース名と

表 8-1の情報の組み合わせと、すべてのアイコンの格納情報から、目的のアイコン・ファ

イルを見つけだせます。

[電卓]アクションのアイコン名は Dtcalcですが、これはファイル名全体ではありません。

アイコン・ファイル名はアイコンのサイズに基づき、4つのサイズがあります。表 8-1は、

デスクトップ・アイコンのサイズとファイル名の命名規則を示します。

表 8-1 アイコンのサイズとファイル名

アイコンのサイズ ビットマップ名 ピックスマップ名

16 × 16 (極小) name.t.bm name.t.pm

 24 × 24 (小) name.s.bm name.s.pm

32 × 32 (中) name.m.bm name.m.pm

48 × 48 (大) name.l.bm name.l.pm
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注 –デスクトップ・アイコン・ファイルの詳細については、『共通デスクトップ環境上級ユー
ザ及びシステム管理者ガイド』の「デスクトップのアイコンの作成」を参照してください。

ビットマップの場合、マスクとして使われる追加のファイルがあり、そのファイルの拡張

子 _m.bm で終わります。したがって、各サイズのアイコンに対して合計 3 個のファイル

があります。次に、電卓のアイコン・ファイルを示します。

Dtcalc.t.bm
Dtcalc.t.pm
Dtcalc.t_m.bm
Dtcalc.m.bm
Dtcalc.m.pm
Dtcalc.m_m.bm
Dtcalc.l.bm
Dtcalc.l.pm
Dtcalc.l_m.bm

注 – 電卓には小型アイコン (Dtcalc.s.bm、Dtcalc.s.pm、Dtcalc.s_m.bm) がない点に注意し

てください。

DtActionIcon()はベース名だけを返します。電卓の場合は Dtcalcです。種類 (ピックスマッ

プまたはビットマップ) とサイズ (極小、小、中、大) を選んで、適用可能な拡張子をベー

ス名に追加してください。また、ファイルがどこにあるかを知っておいてください。

� アクションのローカライズ・ラベルを取り出すには

� アクションのローカライズ・ラベルを取り出すには、DtActionLabel()関数を使用します。

char *DtActionLabel(char *actionName)

アクション定義にはラベルを入れることができます。ラベルは、label_text フィールドを

使用して定義されます。

ACTION action_name
{
   LABEL label_text

…
}
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このラベルは、グラフィック・コンポーネント (ファイル・マネージャやアプリケーション・

マネージャなど) の中でアクションのアイコンにラベルを付けるために使用されます。ア

クション定義に label_text フィールドがない場合には、action_name が使用されます。

label_text 文字列の値は、エンドユーザがアクションを見分けられるように、すべてのイ

ンタフェース・コンポーネントによって使用されなければなりません。

DtActionLabel() 関数は、actionName という名前のアクションのアクション定義の中の
label_text フィールドの値を返します。label_text フィールドがない場合には、この関数

は actionName を返します。

    labelString = XmStringCreateLocalized("On File:");

    n = 0;

    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;

    w = XmCreateLabel(workArea, "fileLabel", args, n);

    XtManageChild(w);

    XmStringFree(labelString);

アクションの実行

アプリケーションがデスクトップ・サービス・ライブラリを初期化した後は、アクション

を実行することができます。

� アクションを実行するには

� アクションを実行するには、DtActionInvoke() 関数を使用します。

DtActionInvoke(widget, action, args, argCount, termOpts, execHost,

contexDir, useIndicator, statusUpdateCb, client_data)

DtActionInvoke() は、アクション・データベースから、指定されたアクション名に一致

するエントリを探して、指定されたクラス、型、およびカウントの引き数を受け入れます。

アクションを実行する前に、アプリケーションはデータベースを初期化し、読み込まなけ

ればならないので注意してください。

DtActionInvoke()の例

次のコードは、actions.cの中の activateCB()(描画ボタンの起動コールバック)の一部です。
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DtActionInvocationID actionId;

/* If a file was specified, build the file argument list */

printf("%s(%s)\n",action,file);

if (file != NULL && strlen(file) != 0) {

   ap = (DtActionArg*) XtCalloc(1, sizeof(DtActionArg));

ap[0].argClass = DtACTION_FILE;

ap[0].u.file.name = file;

nap = 1;

   }

    /* Invoke the specified action */

actionId = DtActionInvoke(shell,action,ap,nap,NULL,NULL,NULL,True,NULL,NULL);

}

actions.cのリスト
/* Include File Declarations */
#include <Xm/XmAll.h>
#include <Dt/Dt.h>
#include <Dt/Action.h>

#define ApplicationClass "Dtaction"

static Widget shell;
static XtAppContext appContext;
static Widget actionText;
static Widget fileText;

static void CreateWidgets(Widget);
static void InvokeActionCb(Widget, XtPointer, XtPointer);
static void InvokeAction(char*, char*);
static void DbReloadProc(XtPointer);

void main(int argc, char **argv)
{
    Arg args[20];
    int n=0;
    int numArgs = 0;
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    shell = XtAppInitialize(&appContext , ApplicationClass, NULL, 0,
                                                &argc, argv, NULL, args, n);

    CreateWidgets(shell);

    if (DtInitialize(XtDisplay(shell), shell, argv[0], ApplicationClass)==False) {
        /* DtInitialize() has already logged an appropriate error msg */
        exit(-1);
    }

    /* Load the filetype/action databases */
    DtDbLoad();

    /* Notice changes to the database without needing to restart application */
    DtDbReloadNotify(DbReloadProc, NULL);

    XtRealizeWidget(shell);
    XmProcessTraversal(actionText, XmTRAVERSE_CURRENT);
XmProcessTraversal(actionText, XmTRAVERSE_CURRENT);

    XtAppMainLoop(appContext);
}
static void CreateWidgets(Widget shell)
{
    Widget messageBox, workArea, w;
    Arg args[20];
    int n;
    XmString labelString;

    labelString = XmStringCreateLocalized("Invoke");

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNdialogType, XmDIALOG_TEMPLATE); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNokLabelString, labelString); n++;
    messageBox = XmCreateMessageBox(shell, "messageBox", args, n);
    XtManageChild(messageBox);
    XmStringFree(labelString);
    XtAddCallback(messageBox, XmNokCallback, InvokeActionCb, NULL);

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNorientation, XmVERTICAL); n++;
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    XtSetArg(args[n], XmNpacking, XmPACK_COLUMN); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNnumColumns, 2); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNentryAlignment, XmALIGNMENT_END); n++;
    workArea = XmCreateWorkArea(messageBox, "workArea", args, n);
    XtManageChild(workArea);

    labelString = XmStringCreateLocalized("Invoke Action:");
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    w = XmCreateLabel(workArea, "actionLabel", args, n);
    XtManageChild(w);
    XmStringFree(labelString);

    labelString = XmStringCreateLocalized("On File:");
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    w = XmCreateLabel(workArea, "fileLabel", args, n);
    XtManageChild(w);
    XmStringFree(labelString);

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNcolumns, 12); n++;
    actionText = XmCreateTextField(workArea, "actionText", args, n);

XmProcessTraversal(actionText, XmTRAVERSE_CURRENT);

    XtAppMainLoop(appContext);
}

static void CreateWidgets(Widget shell)
{
    Widget messageBox, workArea, w;
    Arg args[20];
    int n;
    XmString labelString;

    labelString = XmStringCreateLocalized("Invoke");

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNdialogType, XmDIALOG_TEMPLATE); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNokLabelString, labelString); n++;
    messageBox = XmCreateMessageBox(shell, "messageBox", args, n);
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    XtManageChild(messageBox);
    XmStringFree(labelString);
    XtAddCallback(messageBox, XmNokCallback, InvokeActionCb, NULL);

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNorientation, XmVERTICAL); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNpacking, XmPACK_COLUMN); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNnumColumns, 2); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNentryAlignment, XmALIGNMENT_END); n++;
    workArea = XmCreateWorkArea(messageBox, "workArea", args, n);
    XtManageChild(workArea);

    labelString = XmStringCreateLocalized("Invoke Action:");
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    w = XmCreateLabel(workArea, "actionLabel", args, n);
    XtManageChild(w);
    XmStringFree(labelString);

    labelString = XmStringCreateLocalized("On File:");
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNlabelString, labelString); n++;
    w = XmCreateLabel(workArea, "fileLabel", args, n);
    XtManageChild(w);
    XmStringFree(labelString);

    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNcolumns, 12); n++;
    actionText = XmCreateTextField(workArea, "actionText", args, n);

DtActionInvocationID actionId;

    /* If a file was specified, build the file argument list */

printf("%s(%s)\n",action,file);
    if (file != NULL && strlen(file) != 0) {
        ap = (DtActionArg*) XtCalloc(1, sizeof(DtActionArg));
        ap[0].argClass = DtACTION_FILE;
        ap[0].u.file.name = file;
        nap = 1;
    }
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    /* Invoke the specified action */

    actionId = DtActionInvoke(shell,action,ap,nap,NULL,NULL,NULL,True,NULL,NULL);
}
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この章では、データ型関数とデータ型データベースの使い方について説明します。

要約

データ型により、従来の UNIXファイル・システムによって提供される機能を越えて、ファ

イルとデータの属性が拡張されます。これらの拡張は、アイコン名、記述、アクションな

どの属性から成っており、ファイルがデータ上で実行できます。この情報は、
DATA_ATTRIBUTESテーブル (またはデータベース)に名前と値の対として格納されます。

デスクトップは、次のパラグラフで説明する特定の DATA_ATTRIBUTES のセットを使

用します。DATA_ATTRIBUTES テーブルは、将来およびアプリケーション固有の成長

のために拡張可能ですが、他のアプリケーションでは追加をチェックできないので、このテー

ブルを拡張することは推奨しません。

要約 145 ページ

データの基準とデータの属性 146 ページ

データ型関数 152 ページ

ドロップ領域としてのオブジェクトの登録 155 ページ

データ型データベースの使用例 157 ページ
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データを、特定のファイルまたは DATA_CRITERIA テーブルのデータ・エントリに一

致させます。DATA_CRITERIA テーブルのエントリは、具体性が高いものから具体性が

低いものへ降順で並べられます。たとえば、/usr/lib/lib* は /usr/* よりも具体的なので、
/usr/* より前に置かれます。ファイルまたはデータの型の検査が要求されると、このテー

ブルが始めから順にチェックされ、ファイルまたはデータから与えられた情報を使用して

最も一致するものが検索されます。情報に一致するエントリが見つかると、
DATA_ATTRIBUTES_NAME を使用して、正しい DATA_ATTRIBUTES エントリが検

索されます。

アプリケーションがデスクトップと同じ方法でデータ・オブジェクト (ファイルまたはデー

タ・バッファ)をユーザに提示するようにしたい場合は、DtDts* APIを使用して、データ・

オブジェクトの表示方法とデータ・オブジェクトの操作方法を指定します。たとえば、ア

プリケーションは、ICON 属性に対して DtDtsDataTypeToAttributeValue 関数を呼び出

すことによって、データ・オブジェクトを表すアイコンを判断することができます。

ライブラリとヘッダ・ファイル

データ型を使用するには、libDtSvc ライブラリをリンクしてください。アクションは、

通常はデータ型情報と一緒に読み込まれます。アクションは、libXm ライブラリと
libX11ライブラリのリンクを必要とします。ヘッダ・ファイルは、Dt/Dts.hと Dt/Dt.hです。

デモ・プログラム

データ型データベースの使用例が入っているデモ・プログラムが、
/usr/dt/examples/dtdts/datatypes/datatyping.c にあります。

データの基準とデータの属性

データ型検査は、次の 2 つの部分から成ります。

• データの基準とデータの属性を格納するデータベース
• データベースに問い合わせるルーチンの集まり

データ基準の属性は、次のとおりです (アルファベット順)。
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• CONTENT

• DATA_ATTRIBUTES_NAME

• LINK_NAME

• LINK_PATH

• MODE

• NAME_PATTERN

• PATH_PATTERN

• PATH_PATTERN

データの基準を使用頻度が高いものから順に表 9-1 に示します。

表 9-1 データの基準 (使用頻度順)

基準 説明 使用例

DATA_ATTRIBUTES_NAME このデータ型の名前。この値は、データ属性テーブルの中の
record_name です。

POSTSCRIPT

NAME_PATTERN このデータに一致するファイル名を記述するシェル・パターン照
合表現。デフォルトは空の文字列で、照合の際にファイル名のパター
ンを無視することを意味します。

*.ps

CONTENT ファイル・ユーティリティが使用し、マジック・ファイルの開始、
型、および値のフィールドとして解釈される 3 つの値。詳細につ
いては、file(1)のマニュアル・ページを参照してください。デフォ
ルトは空のフィールドで、照合の際に内容を無視することを意味
します。一致する型の例としては、文字列、バイト、ショート、
ロング、およびファイル名があります。

0 string !%

MODE stat構造体のモード・フィールドに一致する 0 ～ 4 文字の文字列。
詳細については、stat(2)のマニュアル・ページを参照してください。
最初の文字は、次のとおりです。

d は、ディレクトリに一致します。
s は、ソケットに一致します。
l は、シンボリック・リンクに一致します。
f は、通常ファイルに一致します。
b は、ブロック・ファイルに一致します。
c は、文字型特殊ファイルに一致します。

f&!x
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データ型の一般的な属性のいくつかをアルファベット順に示します。

• ACTIONS

• COPY_TO_ACTION

• DESCRIPTION

• ICON

• INSTANCE_ICON

• IS_EXECUTABLE

• IS_TEXT

• LINK_TO_ACTION

• MEDIA

• MIME_TYPE

• MOVE_TO_ACTION

• NAME_TEMPLATE

次の文字は、最初または後続の文字にすることができます。

r は、ユーザ、グループ、またはその他の読み取り権ビットが設定
されたファイルに一致します。
w は、ユーザ、グループ、またはその他の書き込み権ビットが設
定されたファイルに一致します。
x は、ユーザ、グループ、またはその他の実行あるいはディレク
トリ検索のアクセス権ビットが設定されているファイルに一致し
ます。

たとえば、frw の MODE フィールドは、読み取り可能または書
き込み可能な通常ファイルに一致します。x は、実行可能なビッ
トまたは検索ビットが設定されたファイルに一致します。
デフォルトは空のフィールドで、照合の際にモードを無視するこ
とを意味します。

PATH_PATTERN このデータに一致する絶対パス名を記述するシェル・パターン照
合式。デフォルトは空の文字列で、照合の際にパス・パターンを
無視することを意味します。

*/mysubdir/*

LINK_NAME dtdtsfile(4) のマニュアル・ページを参照してください。

LINK_PATH dtdtsfile(4) のマニュアル・ページを参照してください。

表 9-1 データの基準 (使用頻度順) (続き)

基準 説明 使用例



データ型データベースのアクセス 149

9

• PROPERTIES

• X400_TYPE

これらのデータの属性を使用頻度が高い順に表 9-2 に示します。

表 9-2 データの属性 (使用頻度順)

基準 説明 使用例

DESCRIPTION 人間が読める形式で書かれたデータの説明。このフィールド
が NULLか、データ属性レコードに含まれていない場合は、デー
タ属性の名前が使用されます。

This is a PostScript page

description.

ICON このデータに対して使用されるアイコンの名前。このフィー
ルドが NULLか、データ属性レコードに含まれていない場合は、
標準のアイコンが使用されます。アイコンの命名の詳細につ
いては、dtdtsfile(4) を参照してください。

Dtps

PROPERTIES このデータの属性を示すキーワード。有効な値は、見える場
合と見えない場合があります。このフィールドが NULLか、デー
タ属性レコードに含まれていない場合は、可視属性とみなさ
れます。これは、ファイルをユーザから完全に隠したい場合
に使用します。

invisible

ACTIONS このデータに対して実行できるアクションのリスト。このリ
ストは、この型のオブジェクトに対してユーザに提示される
アクションのアクション・テーブル内の名前を参照します。
このフィールドが NULL か、データ属性レコードに含まれて
いない場合は、どのアクションも使用できません。

Open,Print

NAME_TEMPLATE フィールド この型のデータの新規ファイル作成に使用される文字列。文
字列は、ファイル名と共に 1 つの引き数として sprintf(3) に
渡されます。デフォルトは空です。このフィールドをデータ
抽出条件テーブルの NAME_PATTERN フィールドと比較し
てみてください。テンプレートは %s.c など、特定のファイ
ルを作成するために使用されますが、パターンは *.cなどのファ
イルを検索するために使用されます。

%s.ps

IS_EXECUTABLE フィールド このデータ型をアプリケーションとして実行できることをユー
ザに知らせる文字列論理値。IS_EXECUTABLE に true が設
定されている場合 (DtDtsIsTrue()参照)、データは実行可能です。
このフィールドが NULL かデータ属性レコードに含まれてい
ない、または true に設定されていない場合は、データは実行
可能でないとみなされます。

true

MOVE_TO_ACTION オブジェクトが現在のオブジェクトに移動されるときに実行
されるアクションの名前。

FILESYSTEM_MOVE
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COPY_TO_ACTION オブジェクトが現在のオブジェクトにコピーされるときに実
行されるアクションの名前。

FILESYSTEM_COPY

LINK_TO_ACTION オブジェクトが現在のオブジェクトにリンクされるときに実
行されるアクションの名前。

FILESYSTEM_LINK

IS_TEXT このデータ型がテキスト・エディタまたはテキスト・ウィジェッ
トでの操作 (表示または編集) に適していることをユーザに知
らせる文字列論理値。データが本来はテキストである場合や、
ユーザに対してテキスト形式で表示される場合、IS_TEXTフィー
ルドには trueが設定されます(DtDtsIsTrue()参照)。その基準は、
データが人間の言語から成るものか、手動で生成および管理
されているか、テキスト・エディタでの表示と編集が可能か、
構造体と書式の情報をまったく (あるいはごくわずかしか) な
いかどうかという点から決定されます。

詳細な例については、表 9-3 を参照
してください。

IS_TEXTフィールドが trueの場合、データはアプリケーショ
ンから直接表示することができます。すなわち、アプリケーショ
ンは XmText などのテキスト編集ウィジェットにデータを直
接読み込むことができます。

MEDIA フィールド MEDIA ネーム・スペースの名前は、データそのものの形式
について記述します。MEDIA 名は、ICCCM 選択ターゲッ
トとして使用され、データ型レコードの MEDIA フィールド
で名前が付けられ、ToolTalk メディア交換メッセージの型パ
ラメータの中で使用されます。
MEDIA ネーム・スペースは、ICCCM によって定義された
選択ターゲット・アトムのネーム・スペースのサブセットです。
データ書式を指定する選択ターゲットはすべて有効な
MEDIA 名で、有効な MEDIA 名は選択ターゲットとして直
接使用することができます。データ書式ではなく、選択の属性 (た
とえば、LIST_LENGTH) や発生する副作用 (たとえば、
DELETE) を指定する選択ターゲットもあります。これらの
属性選択ターゲットは、MEDIA ネーム・スペースの一部で
はありません。

POSTSCRIPT

MIME_TYPE MEDIA は、デスクトップ内部にあり、データ型を表す一意
の名前です。ただし、外部の他の命名組織もネーム・スペー
スを設定しています。MIME RFC で述べられている
Multipurpose Internet Message Extensions (MIME)は、そ
のような外部登録の 1 つであり、デスクトップ・メール・プ
ログラムのための標準的なネーム・スペースです。

application/postscript

表 9-2 データの属性 (使用頻度順) (続き)

基準 説明 使用例
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IS_TEXTフィールドは、MIME RFC で述べられているMIME コンテント・タイプであ

る MIME_TYPE フィールドのテキスト属性とは異なります。MIME コンテント・タイ

プからデータがテキスト文字とバイト値のどちらで作成されているかがわかります。デー

タがテキスト文字で作成され、データに text/* というラベルが付けられている場合、
IS_TEXT フィールドはテキスト形式でユーザに表示するのに適したデータかどうかを判

別します。

さまざまな MIME_TYPE 属性での IS_TEXT の使用例を表 9-3 に示します。

X400_TYPE X.400 型は、構造は MEDIA 型に似ていますが、異なる規則
を使用して書式化され、異なる命名組織を持ちます。

1 2 840 113556 3 2 850

INSTANCE_ICON フィールド データのインスタンスのために使用されるアイコンの名前で、
通常は%name%.iconなどの値 (dtdtsfile(4)のマニュアル・ペー
ジの「バグ」も参照)。INSTANCE_ICON が設定されている
場合は、アプリケーションは ICON の代わりにそれを使用し
なければなりません。このフィールドが NULL か、データ属
性レコードに含まれていない場合は、ICON フィールドが使
用されます。

/myicondir/%name%.bm

DATA_HOST DATA_HOST 属性は、*.dt ファイルのデータ属性テーブル
に追加できるフィールドではありませんが、テーブルから属
性を読み込むアプリケーションに返すことができます。デー
タ型検査サービスはこの属性を自動的に追加して、データ型
の読み込み元のホスト・システムを示します。このフィール
ドが NULLか、データ属性レコードに含まれていない場合、デー
タ型はローカル・システムから読み込まれています。

表 9-3 IS_TEXT 属性の例

説明と MIME_TYPE 属性  IS_TEXT 値

ASCII でコード化された人間の言語 (MIME_TYPE text/plain) IS_TEXT true

E*UC、JIS、Unicode、または ISO ラテン文字セットにコード化され
た人間の言語 (MIME-TYPE text/plain; charset=XXX)

IS_TEXT true

CalendarAppointmentAttrs (MIME_TYPE text/plain) IS_TEXT false

ハイパーテキスト・マークアップ言語 (HTML) (MIME_TYPE text/html) IS_TEXT true

PostScript (MIME_TYPE application/postscript) IS_TEXT false

表 9-2 データの属性 (使用頻度順) (続き)

基準 説明 使用例
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データ型属性の詳細については、dtdtsfile(4)のマニュアル・ページを参照してください。

データ型関数

データ・オブジェクトの属性を調べるには、まずオブジェクトの型を判断し、その型の適

切な属性値を求めなければなりません。データベースにデータ情報を問い合わせるための

関数を表 9-4 に示します。これらの関数はそれぞれ、セクション(3) にマニュアル・ペー

ジがあります。詳細については、該当するマニュアル・ページを参照してください。

C プログラム・ソース (C_SRC)(MIME_TYPE text/plain) IS_TEXT true

ビットマップとピックスマップ (XBMと xpm)(MIME_TYPE text/plain) IS_TEXT false

デスクトップ・アプリケーション・ビルド・サービスのためのプロジェ
クトまたはモジュール・ファイル (MIME_TYPE text/plain)

IS_TEXT false

シェル・スクリプト (MIME_TYPE text/plain) IS_TEXT false

uuencode(1) によって生成されたコード化テキスト (MIME_TYPE
text/plain)

IS_TEXT false

*MIME_TYPE text/plain IS_TEXT false

表 9-4 データ型データベース問い合わせ関数

関数 説明

DtDtsBufferToAttributeList 指定バッファのデータ属性のリストを検索します。

DtDtsBufferToAttributeValue 指定バッファのデータ属性を検索します。

DtDtsBufferToDataType 指定バッファのデータ型名を検索します。

DtDtsDataToDataType 指定データ・セットのデータ型を検索します。

DtDtsDataTypeIsAction 結果として保存されたディレクトリのデータ型
を返します。

DtDtsDataTypeNames 使用可能なデータ型のリストを検索します。

DtDtsDataTypeToAttributeList 指定データ属性名の属性リストを検索します。

DtDtsDataTypeToAttributeValue 指定データ属性名の属性値を検索します。

表 9-3 IS_TEXT 属性の例 (続き)

説明と MIME_TYPE 属性  IS_TEXT 値
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データ型を検査して属性を検索するには、簡易、中間、拡張の 3 つの方法があります。

DtDtsFileToAttributeList 指定ファイルのデータ属性のリストを検索します。

DtDtsFileToAttributeValue 指定ファイルのデータ属性値を検索します。

DtDtsFileToDataType 指定ファイルのデータ型を検索します。

DtDtsFindAttribute 属性 name が value に一致するデータ型のリス
トを検索します。

DtDtsFreeAttributeList 指定属性リストのメモリを開放します。

DtDtsFreeAttributeValue 指定属性値のメモリを解放します。

DtDtsFreeDataType 指定データ型名のアプリケーション・メモリを
解放します。

DtDtsFreeDataTypeNames DtDtsDataTypeNames または
DtDtsFindAttribute を呼び出して作成されたメ
モリを解放します。

DtDtsIsTrue 文字列を論理値に変換する簡易関数。

DtDtsRelease 一般的には再読み込みの準備として、データ型デー
タベース情報の読み込みを解除します。

DtDtsSetDataType 指定されたディレクトリのデータ型を設定します。

DtsLoadDataTypes データ型関数のためにデータベース・フィール
ドを初期化し、読み込みます。アクションまた
はアクション型を使用する必要がなく、パフォー
マンスを向上させたいとき、DtDbLoad の代わ
りに使用します。アクションを使用する必要が
あるときには DtDbLoad を使用します。

表 9-4 データ型データベース問い合わせ関数 (続き)

関数 説明
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簡易データ型検査

データ型を検査するための最も簡単な方法は、次の関数を使用することです。

• DtDtsFileToAttributeList

• DtDtsFileToAttributeValue

これらの関数を使用すると、ファイルの型が検査され、単一の属性またはリスト全体が検

索されます。システム・コールが行われ、データ型の検査と属性の検索が行われます。次

の関数は、中間データ型検査関数を呼び出します。

• DtDtsBufferToAttributeList

• DtDtsBufferToAttributeValue

バッファは、読み取り／書き込み権を持つ通常ファイルに一致するモードを持つと想定さ

れます。読み専用バッファの型の検査については、「拡張データ型検査」を参照してくだ

さい。

中間データ型検査

データの型を検査して属性を検索する場合、プロセスのデータ型検査部分は、パフォーマ

ンスの点で最もコストがかかります。データ型の検査を 2 番目の方法で行うと、データ

型検査のための関数と属性検索のための関数を切り離すことによって、パフォーマンスを

改善できます。中間データ型検査には、次の関数を使用します。

• DtDtsBufferToDataType

• DtDtsFileToDataType

• DtDtsDataTypeToAttributeList

• DtDtsDataTypeToAttributeValue

アプリケーションが複数の属性値を問い合わせる場合には、これらの関数を使用します。

これらの関数を使用すると、オブジェクトの型が検査され、その型を使用して属性リスト

から 1 つ以上の属性を検索します。

データ型検査と属性の検索を行うには、中間データ型関数を使用するようにしてください。

これらの関数は、拡張データ型関数を呼び出し、バッファについて簡易データ型検査と同

様に想定します。
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拡張データ型検査

拡張データ型検査では、システム・コール、データ型、さらには属性検索も別々に行われ

ます。拡張データ型検査では、あらかじめ初期化されてデータ型関数の一部としては含ま

れない既存のシステム・コールからのデータを使用するので、コード化が複雑になります。

拡張データ型検査には、次の関数を使用してください。

DtDtsDataToDataType

読み取り専用バッファの型を検査するには、st_modeフィールドが S_IFREG | S_IROTH

|S_IRGRP | S_IRUSR に設定された stat 構造体が渡されなければなりません。

アクションであるデータ型 (DtDtsDataTypeIsAction)

データベースが読み込まれるとアクションの検査ができるようになるため、データベース

の各アクションに対して合成データ型が生成されます。これらのデータ型は、次の 2 つ

の追加の属性を持つことができます。

• IS_ACTION は、このデータ型がアクションであることをユーザに知らせる文字列論

理値です。IS_ACTION に文字列 true (大文字と小文字の区別はありません) が設定さ

れている場合、データはアクションです。

• IS_SYNTHETIC は、このデータ型が ACTION テーブルのエントリから生成された

ことをユーザに知らせる文字列論理値です。IS_SYNTHETIC に true が設定されてい

る場合、データ型は生成されています。

ドロップ領域としてのオブジェクトの登録

アプリケーションがデータ型を定義する場合は、次の手順に従ってプログラマが意図した

ドラッグ＆ドロップ動作のすべてが提供されているか確認してください。

1. アプリケーションの中で、データ型を定義する必要があるかどうかを指定します。

2. 定義する各データ型について、関連するオブジェクトをドロップ領域にするかどうか

を指定します。

3. ドロップ領域として登録したい各オブジェクトについて、どの操作 (移動、コピー、

またはリンク) を定義するかを指定します。
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4. 各オブジェクトに対して有効なドロップ操作について、適切なドロップ・アクション

を定義します (MOVE_TO_ACTION、COPY_TO_ACTION、および
LINK_TO_ACTION 属性を設定してください)。

アプリケーションがデータ・オブジェクトのアイコンを表示する場合、それらのアイコン

をドロップ領域としてサポートしなければならないこともあります。その場合、
MOVE_TO_ACTION、COPY_TO_ACTION、または LINK_TO_ACTION 属性を問い

合わせて、それらのデータ・オブジェクトのドロップ動作を指定する必要があります。対

応する属性値が NULL でない場合だけ、オブジェクトはドロップ操作をサポートしなけ

ればなりません。3 つの属性すべてが NULL の値を持つ場合、オブジェクトはドロップ

領域として登録されません。データ型が定義されているオブジェクトの属性を最低 1 つ

でも設定すると、アプリケーションはそのオブジェクトをドロップ領域として登録できます。

ユーザがオブジェクトをドロップ領域にドラッグすると、アプリケーションはドロップを

行うためにどのジェスチャ (すなわち、どのドラッグ操作)が使用されたかを判断します。

ドラッグ操作とドロップ領域のデータ型に基づいて、アプリケーションはデータ型データベー

スからドロップ属性を検索します。次に、DtActionInvoke を呼び出して、次の 2 つの規

則によってパラメータを判断します。

1. ユーザがオブジェクト A と B をオブジェクト C の上にドロップした場合は、C、A、
B を args として DtActionInvoke を呼び出します。action は、C の
MOVE_TO_ACTION、COPY_TO_ACTION、LINK_TO_ACTION のいずれかの値

です。オブジェクト C がアクションの場合、args リストは C を含みません。また、
action は C です。

ファイル・マネージャとそのディレクトリおよびフォルダ・オブジェクトは、デスクトッ

プが移動、コピー、およびリンクされたドロップ属性を使用する方法を示す例となります。

ユーザは、オブジェクト (ファイル) をディレクトリ・フォルダへドラッグ＆ドロップす

ることができます。ファイル・マネージャは、フォルダ・オブジェクトに対して、
MOVE_TO_ACTION、COPY_TO_ACTION、および LINK_TO_ACTION アクション

を定義します。これらのアクションは、適切なファイル・システムの移動、コピー、およ

びリンクのためのシステム関数を実行します。

MOVE_TO_ACTION、COPY_TO_ACTION、および LINK_TO_ACTION 属性の定義

の例については、/usr/dt/appconfig/types/C/dtfile.dtを参照してください。ドラッグ＆ドロッ

プの使用方法の詳細については、第 5 章「ドラッグ＆ドロップとの統合」を参照してく

ださい。
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データ型データベースの使用例

この節では、データ型検査のコード例を示します。このコード例は、
/usr/dt/examples/dtdts/datatyping.cにあります。このサンプル・コードは、渡された各ファ

イルのデータ型、アイコン名、およびサポートされるアクションを表示します。dtaction

クライアントを使用して、サポートされているアクションをファイルで実行することもで

きます。datatyping の使い方は、次のとおりです。

datatyping file1 [file2 ...]

#include <Xm/Form.h>
#include <Xm/Text.h>
#include <Dt/Dts.h>

#define ApplicationClass "DtDatatyping"

static Widget text;

static void DisplayTypeInfo(int, char**);

int main(int argc, char **argv)
{
    XtAppContext appContext;
    Widget toplevel, form;
    Arg args[20];
    int n;

    toplevel = XtAppInitialize(&appContext, ApplicationClass,
NULL, 0,

        argc, argv, NULL, NULL, 0);

    if (argc == 1) {
        printf("%s: No files specified.\n", argv[0]);
        exit(1);
    }

    form = XmCreateForm(toplevel, "form", NULL, 0);
    XtManageChild(form);
    n = 0;
    XtSetArg(args[n], XmNleftAttachment, XmATTACH_FORM); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNrightAttachment, XmATTACH_FORM); n++;
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    XtSetArg(args[n], XmNtopAttachment, XmATTACH_FORM); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNbottomAttachment, XmATTACH_FORM); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNeditable, False); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNeditMode, XmMULTI_LINE_EDIT); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNrows, 25); n++;
    XtSetArg(args[n], XmNcolumns, 90); n++;
    text = XmCreateScrolledText(form, "text", args, n);
    XtManageChild(text);

    XtRealizeWidget(toplevel);
if (DtAppInitialize(appContext, XtDisplay(toplevel), toplevel,

argv[0],
                                                ApplicationClass) == False) {
        printf("%s: Couldn't initialize Dt\n", argv[0]);
        exit(1);
    }

    DtDbLoad();

    DisplayTypeInfo(argc, argv);

    XtAppMainLoop(appContext);
}

static void DisplayTypeInfo(int argc, char **argv)
{
    char *file;
    char *datatype;
    char *icon;
    char *actions;
    char str[100];
    int i;

    sprintf(str, "%-30s\t%-10s\t%-8s\t%-20s\n",
                "File",
                "DataType",
                "Icon",
                "Actions");
    XmTextInsert(text, XmTextGetLastPosition(text), str);

    sprintf(str, "%-30s\t%-10s\t%-8s\t%-20s\n",
                "-------------------",
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                "--------",
                "----",
                "-------");
    XmTextInsert(text, XmTextGetLastPosition(text), str);

for(i=1; i < argc; i++) {
        char *file = argv[i];

        /* find out the Dts data type */
        datatype = DtDtsFileToDataType(file);

        if(datatype) {
            /* find the icon attribute for the data type */
            icon = DtDtsDataTypeToAttributeValue(datatype,

 DtDTS_DA_ICON, file);
        }

 /*  Directly find the action attribute for a file */

        actions = DtDtsFileToAttributeValue(file,
DtDTS_DA_ACTION_LIST);

        sprintf(str, "%-30s\t%-10s\t%-8s\t%s\n",
                        file,
                        datatype?datatype:"unknown",
                        icon?icon:"unknown",
                        actions?actions:"unknown");
        XmTextInsert(text, XmTextGetLastPosition(text), str);

        /* Free the space allocated by Dts */

        DtDtsFreeAttributeValue(icon);
        DtDtsFreeAttributeValue(actions);
        DtDtsFreeDataType(datatype);
    }
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カレンダとの統合 10

カレンダのアプリケーション・プログラム・インタフェース (API) は、ネットワーク環

境でカレンダ・データにアクセスし、管理するためのプログラム的な方法を提供します。
APIは、項目の挿入、削除、変更だけでなく、ブラウズおよび検索機能もサポートします。

また、カレンダ管理関数をサポートします。

カレンダ API は、X.400 Application Programming Interface Association (XAPIA) の
Calendaring and Scheduling API (CSA API) を実装しています。CSA API は、カレン

ダが有効なアプリケーションからカレンダおよびスケジュール・サービスのさまざまな機

能へのアクセスを可能にする高水準の関数のセットを定義しています。最新の XAPIA

仕様の詳細については、X.400 API Association (800 El Camino Real, Mountain View,

California 94043) に問い合わせてください。

この章では、以下の節でカレンダ API を説明します。

ライブラリとヘッダ・ファイル 162 ページ

デモ・プログラム 162 ページ

カレンダ API の使い方 162 ページ

CSA API の概要 163 ページ

機能のアーキテクチャ 164 ページ

データ構造 171 ページ



162 共通デスクトップ環境　プログラマーズ・ガイド

10

ライブラリとヘッダ・ファイル

カレンダ APIを使用するには、libcsaライブラリをリンクする必要があります。ヘッダ・

ファイルは、csa/csa.h です。

デモ・プログラム

カレンダ API の使用例を示すデモ・プログラムが、
/usr/dt/examples/dtcalendar にあります。

カレンダ APIの使い方

� カレンダと統合するには

カレンダ API は、ネットワーク環境でカレンダ・データにアクセスし、管理する方法を

提供します。

1. アプリケーションに csa/csa.h を組み込みます。

2. カレンダ API を使用して、アプリケーションの中で使いたいカレンダ操作を組み込み

ます。

3. libcsa とリンクします。

カレンダ属性 172 ページ

項目属性 174 ページ

関数についての一般的な情報 177 ページ

管理関数 179 ページ

カレンダ管理関数 181 ページ

項目管理関数 183 ページ
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CSA APIの概要

CSA インタフェースは、カレンダおよびスケジュール・サービスへの共通インタフェー

スを可能にします。CSA実装のそれぞれについて、CSAによって与えられる表示と機能は、

基本のカレンダ・サービスの表示と機能にマップされなければなりません。インタフェー

スは、実際のカレンダおよびスケジュールの実装に依存しないように設計されています。

インタフェースは、また、カレンダ・サービスが使用するオペレーティング・システムと

基本のハードウェアに依存しないように設計されています。

提供される関数呼び出しの数は、最小限のものです。一組の関数で複数の種類のカレンダ

項目を管理します。

Cの命名規則

表 10-1 に示すように、C インタフェースの要素の識別子は、要素の属性名とそれに関連

するデータ型に由来します。属性名には、テーブルの 2 番目の欄の文字列が接頭辞とし

て付けられます。英字は、3 番目の欄の大文字または小文字に変換されます。

表 10-1 C 命名規則の由来

要素の種類 接頭辞 大文字／小文字

データ型 CSA_ 小文字

データの値 CSA_ 大文字

関数 csa_ 小文字

関数の引き数 なし 小文字

関数の結果 なし 小文字

定数 CSA_ 大文字

エラー CSA_E_ 大文字

マクロ CSA_ 大文字

拡張セットのために確保 CSA_XS_ 大文字／小文字

拡張のために確保 CSA_X_ 大文字／小文字

処理系作成者が使用するために確保 CSAP 大文字／小文字

ベンダ関数拡張のために確保 csa_x 小文字

構造体のタグ CSA_TAG_ 大文字
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接頭辞 CSAP (大文字／小文字) が付いている要素は、CSA サービスの実装の作成者が内

部専用として使用するために確保されています。CSA インタフェースによって書かれた

プログラムが直接使用するためのものではありません。

接頭辞 CSA_XS_、CSA_X_ (大文字／小文字)、および csa_x は、ベンダまたはグルー

プによるインタフェースの拡張のために確保されています。仕様では、これらのインタフェー

ス拡張は、基本関数セットの拡張として定義されています。

定数データ値の場合、定数データ値のデータ構造体または関数を示すために、通常、追加

の文字列が CSA_ に追加されます。

機能のアーキテクチャ

本節では、CSA APIをサポートしているサービスの機能のアーキテクチャを説明します。

抽象実装モデル、抽象データ・モデル、および機能の概要を示します。

実装モデル

CSA API の適用範囲が理解できるように、抽象実装モデルが用意されています。

CSA インタフェースは、カレンダが使用可能なアプリケーションとカレンダ・サービス

の間に定義されます。このインタフェースの機能はすべて、カレンダ・サービスに依存し

ないように設計されています。ただし、この API では、拡張の使用によって実行される

共通関数のプロトコル固有の拡張は許されています。詳しくは、170 ページの「拡張」を

参照してください。カレンダが使用可能なアプリケーションとカレンダ・サービスの
CSA インタフェースの関係を図 10-1 に示します。
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図 10-1 カレンダおよびスケジュール API の位置付け

CSAインタフェースのモデルは、管理、カレンダ管理、および項目管理という 3つのコンポー

ネントに分けることができます。これらのコンポーネントを図 10-2 に示します。

図 10-2 カレンダおよびスケジュール API のコンポーネント

カレンダ・サービスへのアクセスは、カレンダ・セッションを通して確立されます。セッショ

ンは、カレンダ・サービスへの有効な接続のために用意され、サービスによって保持され

るカレンダ情報の整合性の確保を支援します。カレンダが使用可能なアプリケーションは、

カレンダが使用可能なアプリケーション

カレンダ・サービス

カレンダおよびスケジュール API

カレンダが使用可能なアプリケーション

カレンダおよびスケジュール API

カレンダ・
サービスエントリ管理カレンダ管理管理
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カレンダ・サービス内の個々のカレンダにログインして、有効なセッションまたは接続を

確立します。セッションは、カレンダが使用可能なアプリケーションがカレンダからログ

アウトすることによって終了します。

カレンダ・サービスは、1 つ以上のカレンダを保持します。カレンダ・サービスは、これ

らのカレンダに対して、いくつかのレベルの管理サポートを提供します。カレンダが使用

可能なアプリケーションは、特定のカレンダ・サービスによって保持されるカレンダのリ

ストにアクセスすることができます。さらに、カレンダ・サービスにより、実装固有の永

続的形式にカレンダ情報を保管したり、復元することができます。カレンダ・サービスが

複数のカレンダの保持をサポートする場合には、カレンダの作成と削除のためのサポート

関数が定義されます。また、カレンダの特性を管理するための関数が定義されます。

CSA インタフェースのほとんどの関数は、個々のカレンダ項目を管理します。カレンダ

項目は、イベント、予定、またはメモです。項目は、特定のカレンダへの追加、削除、更新、

および読み取りができます。カレンダが使用可能なアプリケーションは、また、カレンダ

項目に通知方法を追加することができます。

データ・モデル

CSA インタフェースは、カレンダ・サービスによって保持されるカレンダ情報の概念上

のバックエンドの記憶領域へのアクセス方法です。共通データ・モデルは、カレンダ・サー

ビスによって保持されるカレンダ情報のコンポーネントを視覚化する際に役に立ちます。

カレンダ・エンティティ

データ・モデルは、カレンダ・エンティティの概念に基づきます。カレンダは、管理カレ

ンダ属性とカレンダ項目の名前付きコレクションによって表されます。カレンダは、個々

のユーザによって所有されます。ユーザは、個人、グループ、またはリソースを表します。

カレンダ属性は、カレンダに関する共通、実装固有、またはアプリケーション固有の管理

特性を表す名前付きの値のセットです。たとえば、タイムゾーン、名前、所有者、および

カレンダへのアクセスの権利を、個々のカレンダ属性の中で指定することができます。

カレンダ項目は、カレンダの主要なコンポーネントです。カレンダ項目の 3つのクラスは、

次のとおりです。

• イベント
• 予定
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• メモ

カレンダ項目は、固有な名前を付けられた項目属性のコレクションによって表されます。

項目属性は、カレンダ項目の共通、実装固有、またはアプリケーション固有の特性を表す

名前付きの値のセットです。たとえばイベントには、開始と終了の日付と時間、説明、お

よびサブタイプを指定できます。予定には、作成日、期限、優先順位、およびステータス

を指定できます。メモには、作成日とテキスト内容または説明を入れることができます。

カレンダ属性と項目属性は、名前、型、値の 3 つの組から成ります。仕様によって定義

されている共通属性を拡張することができます。実装によって、固有の属性を定義するこ

とができます。また、アプリケーションでアプリケーション固有の属性を定義するための

機能を提供するものもあります。CDE では、アプリケーション定義の属性をサポートし

ます。

アクセスの権利

個々のユーザがカレンダにアクセスできるかどうかは、そのユーザに与えられるアクセス

の権利によって制御されます。アクセスの権利は、カレンダのユーザと対になっています。
CSA では、ユーザは、個人、グループ、またはリソースです。CDE では、個々のユー

ザだけをサポートします。アクセスの権利は、アクセス・リストで保持されます。アクセス・

リストは、特定のカレンダ属性です。アクセスの権利は、個別に制御され、それを累積す

ることによって、カレンダとその項目に対するユーザのアクセスの範囲を定義することが

できます。アクセスの権利は、また、次のアクセスの役割の観点から指定することができ

ます。

• カレンダの所有者
• カレンダ内の特定の項目の主催者
• カレンダ内の特定の項目のスポンサー

所有者の役割を与えられたユーザは、カレンダの所有者ができることであれば、カレンダ

またはカレンダ項目に対して何でも行うことができます。すなわち、カレンダの削除、カ

レンダ属性の表示、挿入、変更、カレンダ項目の追加と削除、項目属性の表示、挿入、変

更ができます。

主催者の役割を与えられたユーザは、そのユーザが主催者として指定されたカレンダ項目

に対して、項目の削除、または項目属性の表示と変更を行うことができます。デフォルト

では、項目を作成したカレンダ・ユーザが主催者です。
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スポンサーの役割を与えられたユーザは、そのユーザがスポンサーとして指定されたカレ

ンダ項目に対して、項目の削除、または項目属性の表示と変更を行うことができます。ス

ポンサーは、カレンダ項目を実質的に所有するカレンダ・ユーザです。

これらの役割に加えて、アクセスの権利の設定によって、公用、半私用、私用の分類に応

じて、空き時間の検索へのアクセス、カレンダ属性の表示、挿入、または変更、項目の表示、

挿入、または変更を制限することができます。項目の分類はアクセスできるかどうかの二

次フィルタとして機能します。

機能の概要

CSA インタフェースは、おもに 3 種類の作業をサポートします。

• 管理
• カレンダ管理
• エントリ管理

管理

CSA関数呼び出しの大部分は、カレンダ・セッションの中で発生します。カレンダ・セッ

ションは、カレンダが使用可能なアプリケーションとカレンダ・サービスによって保持さ

れた特定のカレンダとの間の論理的な接続です。セッションは、csa_logon() 関数の呼び

出しで確立され、csa_logoff()関数の呼び出しで終了します。セッションの状況は、セッショ

ン・ハンドルによって表されます。このハンドルは、1つのカレンダ・セッションを他のセッ

ションと見分けるためのトークンを各 CSA 関数の中で提供します。
csa_logon() 関数は、また、カレンダ・サービスに対してユーザを認証し、セッション属

性を設定します。現時点では、アプリケーション間でのカレンダ・セッションの共有はサポー

トされていません。

csa_list_calendars() 関数は、特定のカレンダ・サービスによって管理されるカレンダの

名前をリストするために使用されます。

csa_query_configuration() 関数は、現在のカレンダ・サービスの構成に関する情報をリス

トするために使用されます。この情報は、文字セット、テキスト文字列の行終了文字、デフォ

ルトのサービス名、指定されたカレンダ・サービスのデフォルトの認証ユーザ識別子、ユー

ザ識別子を認証するためにパスワードが必要かどうかを示すインジケータ、ユーザ・イン

タフェース・ダイアログの共通拡張がサポートされるかどうかを示すインジケータ、およ

び実装によってサポートされる CSA 仕様などです。
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CSA の実装は、サービスによって返されるカレンダ・オブジェクトおよび属性のための

メモリの管理をサポートします。csa_free() 関数は、このメモリが不要になったときに、

解放するために使用されます。カレンダ・サービスによって割り当てられ、管理されるメ

モリを解放するのは、アプリケーションの責任です。

カレンダ管理

CSA インタフェースは、いくつかのカレンダ管理関数を提供します。CDE では、1 つの

カレンダ・サービスにつき複数のカレンダをサポートします。カレンダが使用可能なアプ

リケーションは、カレンダを追加したり、削除することができます。csa_delete_calendar()

関数は、カレンダを削除するために使用されます。csa_add_calendar() 関数は、サービス

に新しいカレンダを追加するために使用されます。

アプリケーションは、また、csa_list_calendar_attributes()、
csa_read_calendar_attributes()、および csa_update_calendar_attributes()関数を使用して、

カレンダ属性のリスト、読み取り、および更新を行うことができます。アプリケーションは、

カレンダ・ログイン、カレンダの削除、カレンダ属性の更新、新しいカレンダ項目の追加、

カレンダ項目の削除、およびカレンダ項目の更新について通知を受けるためのコールバッ

ク関数を登録することができます。コールバック関数は、カレンダ・セッションの継続中

だけ登録されます。いずれにせよ、この情報は、一部のカレンダ管理アプリケーションにとっ

ては貴重なものです。

エントリ管理

CSA インタフェースは、カレンダ項目を管理するための強力な関数のセットを備えてい

ます。カレンダ・セッション中のカレンダ項目の状況は、項目ハンドルによって保持され

ます。このハンドルは、1 つのカレンダ項目を他の項目と見分けるためのトークンを
CSA関数の中で提供します。項目ハンドルは、csa_add_entry()および csa_list_entries()

関数によって返されます。項目ハンドルは、カレンダ・セッションの継続期間、あるいは

項目が削除または更新されるまで有効です。csa_free()の呼び出しによって解放されると、

項目ハンドルは無効になります。

csa_add_entry() 関数は、カレンダに新しい項目を追加するために使用されます。
csa_delete_entry() 関数は、カレンダの中の項目を削除するために使用されます。
csa_list_entries() 関数は、項目属性基準の特定のセットと一致するカレンダ項目を列挙す

るために使用されます。csa_read_entry_attributes() 関数は、特定のカレンダ項目に関連

するすべてまたは一組の項目属性値を取り出すために使用されます。
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カレンダに項目を追加するには、カレンダが使用可能なアプリケーションは、まず、csa_logon

()関数を使用して、カレンダ・サービスとのセッションを確立しなければなりません。次に、

アプリケーションは、csa_add_entry() 関数を新しい項目を指定するために実行します。

カレンダが使用可能なアプリケーションは、
csa_add_entry() 関数の中で使われる属性を組み立てる責任があります。セッションの終

了には、csa_logoff() 関数が使用されます。

個々のカレンダ項目の中の項目属性は、csa_list_entry_attributes() 関数で列挙することが

できます。csa_read_entry_attributes() 関数を使うと、1 つ以上の属性の値を読み取るこ

とができます。個々の項目属性は、csa_update_entry_attributes() 関数で変更することが

できます。

カレンダ情報を検索するために CSA の実装によって割り当てられたメモリは、関連する

メモリ・ポインタを csa_free() 関数に渡すことによって解放されます。

再帰的活動に関連するカレンダ項目もあります。csa_list_entry_sequence()関数を使うと、

他の再帰的カレンダ項目を列挙することができます。この関数は、再帰的項目の項目ハン

ドルのリストを返します。

CDEカレンダ・サーバは、カレンダ項目に関連付けられるアラームまたは通知方法のサポー

トを提供します。通知方法は、端末のスピーカからの音声による通知、端末画面の点滅に

よる通知、カレンダ・ユーザへのメール送信による通知、または端末画面にポップアップ

を表示することによる通知などの形を取ることができます。カレンダ・サービスは通知方

法を管理しますが、通知情報を検索し、それに対処するのはカレンダ・アプリケーション

の責任です。csa_read_next_reminder() 関数は、次のスケジュール済みの通知に関する情

報を読み込むために使用されます。

拡張

CSA仕様で定義されている大半のデータ構造と関数は、整然と拡張することができます。

拡張は、データ構造にフィールドを追加したり、関数呼び出しにパラメータを追加するた

めに行われます。これらの拡張のための標準的な汎用データ構造が定義されています。そ

れは、拡張を識別する項目コード、拡張データまたはデータ自体の長さを保持する項目デー

タ、拡張値が格納されている場所を示す項目参照、または、関連する項目の格納領域がな

い場合には NULL、および拡張のフラグから成ります。
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関数呼び出しにパラメータを追加するような拡張を、入力または出力時に行うことができ

ます。すなわち、拡張は、アプリケーションから CSA サービスへの入力パラメータとし

て渡すことができ、または、CSA サービスからアプリケーションへの出力パラメータと

して渡すこともできます。拡張が入力パラメータの場合には、アプリケーションは、拡張

構造体とその拡張に関連するその他の構造体のためのメモリを割り当てます。拡張が出力

パラメータの場合には、CSA サービスは、必要に応じて、拡張の結果のための記憶領域

を割り当てます。この場合、アプリケーションは、割り当てられた記憶領域を csa_free()

呼び出しによって解放しなければなりません。

サポートされていない拡張が要求された場合には、
CSA_E_UNSUPPORTED_FUNCTION_EXT が返されます。

データ構造

表 10-2に、CSAデータ構造をリストします。詳しい説明については、関連するマニュアル・

ページを参照してください。

表 10-2 CSA データ構造

データ型の名前 説明

Access List カレンダ・ユーザのアクセスの権利構造体のリスト

Attendee List 出席者構造体のリスト

Attribute 属性構造体

Attribute Reference 属性参照構造体

Boolean 論理的な True または False を示す値

Buffer データ項目のポインタ

Calendar User カレンダ・ユーザ構造体

Callback Data Structures コールバック・データ構造体

Date and Time 日付と時間の指定

Date and Time List 日付と時間の値のリスト

Date and Time Range 日付と時間の範囲

Entry Handle カレンダ項目のハンドル

Enumerated 計算の値を含むデータ型

Extension 拡張構造体
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カレンダ属性

表 10-3に、CDEでサポートされるカレンダ属性をリストします。詳しくは、関連するマニュ

アル・ページを参照してください。カレンダ属性のリストは、拡張命名規則による拡張が

可能です。

Flags ビート・マスクのコンテナ

Free Time 空き時間構造体

Opaque Data 不透明データ構造体

Reminder 通知方法構造体

Reminder Reference 通知方法参照構造体

Return Code 関数が成功したこと、または失敗した理由を示す戻り値

Service Reference サービス参照構造体

Session Handle カレンダ・セッションのハンドル

String 文字列ポインタ

Time Duration 継続時間

表 10-3 CSA カレンダ属性

属性名 説明 読み取り専用

Access List アクセス・リスト属性 ×

Calendar Name カレンダ名属性 ○

Calendar Owner カレンダ所有者属性 ○

Calendar Size (計算された) カレンダ・サイズ属性 ○

Character Set 文字セット属性 ×

Date Created カレンダ作成日付属性 ○

Number Entries (計算された) 項目属性の数 ○

Product Identifier 製品識別子属性 ○

Time Zone タイムゾーン属性 ×

Version 製品バージョン属性 ○

表 10-2 CSA データ構造 (続き)

データ型の名前 説明
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次の節では、表 10-3 にリストしたカレンダ属性について、追加の情報を提供します。

• Access List

新しいカレンダが追加されるときにアクセス・リストが指定されなかった場合には、

デフォルトのアクセス・リストには特殊ユーザ world が指定され、それに対応するア

クセスの権利は CSA_VIEW_PUBLIC_ENTRIESになります。これは、公用のカレンダ・

エントリのリストと読み取りのアクセスの権利を与えます。特殊ユーザ world には、

すべてのユーザが含まれます。

• Calendar Name

カレンダ名は、csa_add_calendar()によってカレンダが作成されるときに指定されます。

読み取り専用であり、カレンダの作成後に変更することはできません。

• Calendar Owner

カレンダ所有者は、csa_add_calendar()を呼び出してカレンダを作成するアプリケーショ

ンを実行しているユーザに設定されます。読み取り専用であり、カレンダの作成後に

変更することはできません。

• Character Set

この値の読み取り設定には、CDE 共通ロケール名が使用されます。

CDEカレンダ属性

CDE 定義済みカレンダ属性は、次のとおりです。

• Server Version

この読み取り専用の属性は、カレンダを管理しているサーバのバージョン番号を示し

ます。この属性は、CSA_VALUE_UINT32 型の属性です。

• Data Version

この読み取り専用の属性は、カレンダのデータ・バージョンを示します。この属性は、
CSA_VALUE_UINT32 型の属性です。
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項目属性

表 10-4に、CDEでサポートされる項目属性をリストします。詳しくは、関連するマニュ

アル・ページを参照してください。項目属性のリストは、拡張命名規則による拡張が可能

です。

表 10-4 CSA 項目属性

属性名 説明 読み取り専用

Audio Reminder 音声通知方法属性 ×

Classification 分類属性 ×

Date Completed 完了日付属性 ×

Date Created 項目作成日付属性 ○

Description 説明属性 ×

Due Date 期限属性 ×

End Date 終了日付属性 ×

Exception Dates 例外日付属性 ×

Flashing Reminder 点滅通知方法属性 ×

Last Update 前回更新属性 ○

Mail Reminder メール通知方法属性 ×

Number Recurrences (計算された) 反復属性の数 ○

Organizer 編成者属性 ○

Popup Reminder ポップアップ通知方法属性 ×

Priority 優先順位属性 ×

Recurrence Rule 反復規則属性 ×

Reference Identifier 参照識別子属性 ○

Sponsor スポンサー属性 ×

Start Date 開始日付属性 ×

Status ステータス属性 ×

Subtype サブタイプ属性 ×
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次の節では、表 10-4 にリストした項目属性について、追加の情報を提供します。

• Organizer

項目の主催者は、csa_add_entry()を呼び出してカレンダに項目を追加するアプリケーショ

ンを実行しているユーザに設定されます。読み取り専用であり、項目の追加後に変更

することはできません。

• Reference Identifier

項目の参照識別子は、カレンダ内の項目の固有な識別子と、カレンダの名前と位置を

含んだ文字列です。形式は n:calendar@location です。n は、カレンダ内の項目を固

有に識別する番号です。calendar は、カレンダの名前です。location は、カレンダが

格納されているマシンの名前です。

• Status

CDE では、次の追加のステータス値を定義します。

CSA_X_DT_STATUS_ACTIVE

CSA_X_DT_STATUS_DELETE_PENDING

CSA_X_DT_STATUS_ADD_PENDING

CSA_X_DT_STATUS_COMMITTED

CSA_X_DT_STATUS_CANCELLED

• Type

この値は読み取り専用であり、項目の追加後に変更することはできません。CDEでは、

次の追加の型の値を定義します。

CSA_X_DT_TYPE_OTHER

Summary 要約属性 ×

Transparency 時間の透過性またはブロック化属性 ×

Type 型属性 ○

表 10-4 CSA 項目属性 (続き)

属性名 説明 読み取り専用
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CDEエントリ属性

CDE 定義済み項目属性は、次のとおりです。

• Show Time

この属性の値は、項目の開始時間と終了時間をユーザに対して表示するかどうかを示

します。csa_update_entry_attributes() により変更できます。この属性は、
CSA_VALUE_SINT32 型の属性です。

• Repeat Type

項目の反復の頻度、すなわち、どれくらいの間隔で項目を繰り返すかを示します。こ

れは読み取り専用の属性であり、項目属性 Recurrence Rule から得られれます。

この属性は、CSA_VALUE_UINT32 型の属性です。

次の値が定義されています。

CSA_X_DT_REPEAT_ONETIME

CSA_X_DT_REPEAT_DAILY

CSA_X_DT_REPEAT_WEEKLY

CSA_X_DT_REPEAT_BIWEEKLY

CSA_X_DT_REPEAT_MONTHLY_BY_WEEKDAY

CSA_X_DT_REPEAT_MONTHLY_BY_DATE

CSA_X_DT_REPEAT_YEARLY

CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NDAY

CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NWEEK

CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NMONTH

CSA_X_DT_REPEAT_MON_TO_FRI

CSA_X_DT_REPEAT_MONWEDFRI

CSA_X_DT_REPEAT_TUETHUR

CSA_X_DT_REPEAT_WEEKDAYCOMBO
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CSA_X_DT_REPEAT_OTHER

CSA_X_DT_REPEAT_OTHER_WEEKLY

CSA_X_DT_REPEAT_OTHER_MONTHLY

CSA_X_DT_REPEAT_OTHER_YEARLY

• Repeat Times

この属性は、項目を繰り返す回数を示します。これは読み取り専用の属性であり、項

目属性 Recurrence Rule から得られます。この属性は、CSA_VALUE_UINT32 型の

属性です。

• Repeat Interval

この属性は、Repeat Typeの CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NDAY、
CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NWEEK、または
CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NMONTH の何倍で項目を繰り返すかを示します。

これは読み取り専用の属性であり、項目属性 Recurrence Ruleから得られます。たとえば、

この属性の値が 3 であり、Repeat Type が CSA_X_DT_REPEAT_EVERY_NWEEK

の場合には、項目は 3 週間ごとに繰り返されます。この属性は、
CSA_VALUE_UINT32 型の属性です。

• Repeat Occurrence Number

項目の Repeat Typeが CSA_X_DT_REPEAT_MONTHLY_BY_WEEKDAYの場合、

この属性は、項目を繰り返す週を示します。これは読み取り専用の属性であり、項目

属性 Recurrence Ruleから得られます。この属性は、CSA_VALUE_SINT32型の属性で

す。

• Sequence End Date

この項目属性は、シーケンスの終了日付を示します。これは読み取り専用の属性であり、

項目属性 Recurrence Rule から得られます。この属性は、
CSA_VALUE_DATE_TIME 型の属性です。

関数についての一般的な情報

次の一般的な情報は、すべての関数に適用されます。

• 文字セットの制限
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カレンダ属性 CSA_CAL_ATTR_CHARACTER_SET は、カレンダのロケール情報

を格納するために使用されます。

注 – ライブラリの中で渡されるテキストでの説明以外のデータはすべて、ASCII 形式で

なければなりませんが、ライブラリはシングルバイトだけでなくマルチバイト文字列もサポー

トします。

• 属性値の型チェックは、事前定義済み属性に対してだけ行われます。

• 関数がセッション・ハンドルと項目ハンドルの両方を取るときには、セッション・ハ

ンドルは、CDE では常に無視されます。

• 項目属性 CSA_ENTRY_ATTR_RECURRENCE_RULE と
CSA_ENTRY_ATTR_EXCEPTION_DATES は、カレンダ項目の反復情報を指定す

るために使用されます。CSA_ENTRY_ATTR_RECURRENCE_RULE属性の情報は、

次の属性を使用して問い合わせることができます。
CSA_X_DT_ENTRY_ATTR_REPEAT_TYPE、
CSA_X_DT_ENTRY_ATTR_REPEAT_TIMES、
CSA_X_DT_ENTRY_ATTR_REPEAT_INTERVAL、
CSA_X_DT_ENTRY_ATTR_REPEAT_OCCURRENCE_NUM、および
CSA_X_DT_ENTRY_ATTR_SEQUENCE_END_DATE。これらの計算された属性は、

読み取り専用です。

• CSA_calendar_userデータ構造体は、ユーザまたはカレンダを指定します。前者の場合、

たとえば、アクセス・リスト内のユーザを指定するときには、user_name フィールド

だけが使われ、他のフィールドはすべて無視されます。後者の場合、たとえば、ログ

インするカレンダを指定するときには、calendar_address フィールドだけが使われ、

他のフィールドはすべて無視されます。形式は calendar@location です。calendar は

カレンダの名前であり、location はカレンダが格納されているマシンの名前です。

• 値の型が CSA_VALUE_ATTENDEE_LIST の属性はサポートされず、それらが指定

された場合には CSA_E_INVALID_ATTRIBUTE_VALUE が返されます。

• CSA_reminder データ構造体の中の repeat_count フィールドと snooze_time フィール

ドはカレンダに格納されますが、カレンダ・サービスはそれらの値を解釈せず、関連

する通知方法はサーバによって一度しか返されません。

• ユーザ・インタフェース拡張 CSA_X_UI_ID_EXT はサポートされていません。
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管理関数

この節では、CDE でサポートされる管理関数について説明します。詳しくは、関連する

マニュアル・ページを参照してください。

• 解放　－　カレンダ・サービスによって割り当てられたメモリを解放します。

CSA_return_code
csa_free(

CSA_buffer memory
);

• カレンダのリスト　－　カレンダ・サーバによってサポートされるカレンダをリスト

します。

CSA_return_code
csa_list_calendars(

CSA_service_reference   calendar_service,
CSA_uint32              *number_names,
CSA_calendar_user       **calendar_names,
CSA_extension           *list_calendars_extensions

);

サーバが実行しているホスト名を calendar_serverで渡さなければなりません。

• ログイン　－　カレンダ・サービスにログインして、カレンダとのセッションを確立

します。

CSA_return_code
csa_logon(

CSA_service_reference calendar_service,
CSA_calendar_user *user,
CSA_string password,
CSA_string character_set,
CSA_string required_csa_version,
CSA_session_handle *session,
CSA_extension *logon_extensions

);

引き数 calendar_service、password、character_set、および
required_csa_version は使用されません。
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user によって指し示される CSA_calendar_user 構造体の calendar_address
フィールドは、ログインするカレンダを指定します。形式は
calendar@location です。calendar はカレンダの名前であり、location はカレ
ンダが格納されているホスト名です。

CDE 定義済み拡張 CSA_X_DT_GET_USER_ACCESS_EXT がサポートさ
れます。この拡張を使うと、呼び出しているユーザがカレンダに関して持っ
ているアクセスの権利を取り出すことができます。ユーザのアクセスの権利は、
拡張構造体の item_data フィールドで返されます。

• ログアウト　－　カレンダとのセッションを終了します。

CSA_return_code
csa_logoff(

CSA_session_handle session,
CSA-extension *logoff_extensions

);

• 構成の問い合わせ　－　インストールされた CSA 構成に関する情報を判断します。

CSA_return_code
csa_query_configuration(
        CSA_session_handle      session,
        CSA_enum                item,
        CSA_buffer              *reference,
        CSA_extension           *query_configuration_extensions
);

CDE では、次の項目はサポートされません。

CSA_CONFIG_CHARACTER_SET

CSA_CONFIG_LINE_TERM

CSA_CONFIG_VER_IMPLEM
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カレンダ管理関数

この節では、CDE でサポートされるカレンダ管理関数について説明します。詳しくは、

関連するマニュアル・ページを参照してください。

• カレンダの追加　－　カレンダ・サービスにカレンダを追加します。

CSA_return_code
csa_add_calendar(
        CSA_session_handle      session,
        CSA_calendar_user       *user,
        CSA_uint32              number_attributes,
        CSA_attribute           *calendar_attributes,
        CSA_extension           *add_calendar_extensions

);

最初の引き数 session は無視されます。

userによって示される CSA_calendar_user構造体の calendar_addressフィー
ルドは、作成されるカレンダの名前と位置を指定します。形式は
calendar@location です。calendar はカレンダの名前であり、location はカレ
ンダが格納されるホスト名です (たとえば my_calendar@my_host のように
なります)。

• コールバックの呼び出し　－　指定されたコールバック・リストに関連するコールバッ

ク関数を強制的に呼び出します。

CSA_return_code
csa_call_callbacks(

CSA_session_handle session,
CSA_flags reason,
CSA_extension *call_callbacks_extensions

);

• カレンダの削除　－　カレンダ・サービスからカレンダを削除します。

CSA_return_code
csa_delete_calendar

CSA_session_handle session,
csa_extension *delete_calendar_extensions

);

• カレンダ属性のリスト　－　カレンダに関連するカレンダ属性の名前をリストします。

CSA_return_code
csa_list_calendar_attributes(
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CSA_session_handle session,
CSA_uint32 *number_names,
CSA_attribute_reference **calendar_attributes_names,
CSA_extension *list_calendar_attributes_extensions

);

• カレンダ属性の読み取り　－　カレンダのカレンダ属性値を読み取り、それを返します。

CSA_return_code
csa_read_calendar_attributes(

CSA_session_handle      session,
CSA_uint32              number_names,
CSA_attribute_reference *attribute_names,
CSA_uint32              *number_attributes,
CSA_attribute           **calendar_attributes,
CSA_extension *read_calendar_attributes_extensions

);

• コールバック関数の登録　－　カレンダの中で指定された種類の更新が行われるとき

に実行されるコールバック関数を登録します。

CSA_return_code
csa_register_callback(

CSA_session_handle     session,
CSA_flags              reason,
CSA_callback           callback,
CSA_buffer             client_data,
CSA_extension          *register_callback_extensions

);

• コールバック関数の登録解除　－　指定されたコールバック関数の登録を解除します。

CSA_return_code
csa_unregister_callback(

CSA_session_handle     session,
CSA_flags              reason,
CSA_callback           callback,
CSA_buffer             client_data,
CSA_extension          *unregister_callback_extensions

);

• カレンダ属性の更新　－　カレンダのカレンダ属性値を更新します。

CSA_return_code
csa_update_calendar_attributes(
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CSA_session_handle session,
CSA_uint32 number_attributes,
CSA_attribute *calendar_attributes,
CSA_extension *update_calendar_attributes_extensions

);

項目管理関数

この節では、CDE でサポートされる項目管理関数について説明します。詳しくは、関連

するマニュアル・ページを参照してください。

• 項目の追加　－　指定されたカレンダに項目を追加します。

CSA_return_code
csa_add_entry(

CSA_session_handle session,
CSA_uint32 number_attributes,
CSA_attribute *entry_attributes,
CSA_entry_handle *entry,
CSA_extension *add_entry_extensions

);

• 項目の削除　－　指定されたカレンダから項目を削除します。

CSA_return_code
csa_delete_entry(
        CSA_session_handle      session,
        CSA_entry_handle        entry,
        CSA_enum                delete_scope,
        CSA_extension           *delete_entry_extensions
);

• 項目のリスト　－　属性検索基準のすべてに一致するカレンダ項目をリストします。

CSA_return_code
csa_list_entries(
        CSA_session_handle      session,
        CSA_uint32              number_attributes,
        CSA_attribute           *entry_attributes,
        CSA_enum                *list_operators,
        CSA_uint32              *number_entries,
        CSA_entry_handle        **entries,
        CSA_extension           *list_entries_extensions
);
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list_operators で指定される演算子について、さらに詳しく説明します。

属性値の型 CSA_VALUE_REMINDER、
CSA_VALUE_CALENDAR_USER、および
CSA_VALUE_DATE_TIME_RANGE については、演算子
CSA_MATCH_ANY と CSA_MATCH_EQUAL_TO だけがサポートされま
す。

属性値の型 CSA_VALUE_STRINGについては、演算子 CSA_MATCH_ANY、
CSA_MATCH_EQUAL_TO、CSA_MATCH_NOT_EQUAL_TO、および
CSA_MATCH_CONTAIN だけがサポートされます。演算子
CSA_MATCH_CONTAIN は、CSA_VALUE_STRING 型の属性にだけ適用
されます。

値の型が CSA_VALUE_OPAQUE_DATA、CSA_VALUE_ACCESS_LIST、
CSA_VALUE_ATTENDEE_LIST、および
CSA_VALUE_DATE_TIME_LIST の属性の照合はサポートされません。唯
一の例外は、属性 CSA_ENTRY_ATTR_REFERENCE_IDENTIFIERです。
演算子 CSA_MATCH_EQUAL_TOは、この属性に対してサポートされます。

• 項目属性のリスト　－　指定された項目に関連する項目属性の名前をリストします。

CSA_return_code

csa_list_entry_attributes(
CSA_session_handle session,
CSA_entry_handle entry,
CSA_uint32 *number_names,
CSA_attribute_reference **entry_attribute_names,
CSA_extension *list_entry_attributes_extensions

);

• 項目シーケンスのリスト　－　カレンダ項目に関連する再帰的カレンダ項目をリスト

します。

CSA_return_code

csa_list_entry_sequence(
CSA_session_handle session,
CSA_entry_handle entry,
CSA_date_time_range time_range,
CSA_uint32 *number_entries,
CSA_entry_handle **entry_list,
CSA_extension *list_entry_sequences_extensions

);
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指定された項目が一回限りの項目の場合には、
CSA_E_INVALID_PARAMETER が返されます。

• 項目属性の読み取り　－　指定された項目のカレンダ項目属性値を読み取り、それを

返します。

CSA_return_code

csa_read_entry_attributes(
       CSA_session_handle session,
       CSA_entry_handle entry,
       CSA_uint32 number_names,
       CSA_attribute_reference*attribute_names,
       CSA_uint32 *number_attributes,
       CSA_attribute **entry_attributes,
       CSA_extension *read_entry_attributes_extensions
);

• 次の通知方法の読み取り　－　特定の時間を基準として、指定されたカレンダの中の

特定の種類の次の通知方法を読み取ります。

CSA_return_code

csa_read_next_reminder(

CSA_session_handle session,
CSA_uint32 number_names,
CSA_attribute_reference *reminder_names,
CSA_date_time given_time,
CSA_uint32 *number_reminders,
CSA_remainder_reference **reminder_references,
CSA_extension *read_next_reminder_extensions

);

• 項目属性の更新　－　カレンダ項目属性を更新します。

CSA_return_code

csa_update_entry_attributes(

        CSA_session_handle session,
        CSA_entry_handle entry,
        CSA_enum update_scope,
        CSA_boolean update_propagation,
        CSA_uint32 number_attributes,
        CSA_attribute *entry_attributes,
        CSA_entry_handle *new_entry,
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        CSA_extension *update_entry_attributes_extensions
);

更新の伝達はサポートされません。update_propagation 引き数は
CSA_FALSE に設定してください。
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用語集

app-defaults ファイル
プログラマが Xリソースを定義するのに使用する、各アプリケーションごとのファイルです。

CDE
UNIX 上で実行するグラフィカル・ユーザ・インタフェースです。Common Desktop
Environment (共通デスクトップ環境) を略したものです。

DATA_HOST

データ型が読み込まれるホスト・システムを示す DATA_ATTRIBUTES エントリに追加
される属性です。データベースが読み込まれるとき以外はこの値を *.dt ファイルには設
定しないように注意してください。

IS_ACTION

アクションが読み込まれるときに作成される DATA_ATTRIBUTES エントリに追加され
る属性です。DtDtsDataTypeIsActionはこの属性を使用して、データ型がアクション・テー
ブルから作成されたかどうかを判別します。*.dt ファイルには、アクション・エントリ以
外何も表示されません。この値は *.dt ファイルには設定されず、内部的にのみ使用され
るので注意してください。

IS_SYSTHETIC

アクションを読み込まれるときに作成される DATA_CRITERIA/DATA_ATTRIBUTES
エントリに追加される属性です。*.dt ファイルには、アクション・エントリ以外何も表示
されません。この値は *.dt ファイルには設定されず、内部的にのみ使用されるので注意
してください。
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ITE
Internal Terminal Emulator (内部端末エミュレータ)です。ITEによりビットマップ・ディ
スプレイを端末として使用できます (ログイン画面からコマンド行モードを介して使用し
ます)。

アイコン

画面に表示されるグラフィック記号です。特定の関数またはアプリケーション・ソフトウェ
アで動作するよう選択できます。

アイコン化

ウィンドウをアイコンにすることです。ウィンドウをアイコン化するプッシュ・ボタンはウィ
ンドウ枠の右上隅付近に位置付けられます。

[アイコンのインストール]

ドラッグ＆ドロップによってデスクトップへアイコンをインストールできるようにするサ
ブパネルの選択項目です。

アイテムヘルプ

特定のコマンド、オペレーション、ダイアログ・ボックス、コントロールに関する画面情
報をアプリケーションが提供するときのヘルプの書式です。

アクション

アプリケーションが、何らかのオペレーションを実行するために、ファイルのデータベー
スに定義されたユーザ・インタフェースです。

アクション・アイコン

ファイル・マネージャまたはアプリケーション・マネージャ・ウィンドウで、アクション
を表すアイコンです。実行形式ファイルを作成することによってアクション・アイコンを
表示し、それが示すアクションと同じ名前を付けます。

アクション・サーバ

アクションの集合へアクセスをサービスするホスト・コンピュータです。

アクティブ

キーボードとマウス入力によって現在影響を受けているウィンドウ、ウィンドウ要素、ま
たはアイコンです。アクティブなウィンドウは、特有のタイトル・バーのカラーや網掛け
によってワークスペースにある他のウィンドウとは区別されます。アクティブなウィンド
ウ要素は、強調表示または選択のカーソルによって示されます。

値

Bento 型コンテナでは、オブジェクトの内容を参照します。「メタデータ」も参照してく
ださい。
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アタッチメント

ドキュメント内でカプセル化されたデータ・オブジェクトです。

アプリケーション・グループ

特定のソフトウェア・アプリケーションを保持するアプリケーション・マネージャのコン
テナです。

アプリケーション・サーバ

アプリケーション・ソフトウェアへアクセスを提供するホスト・コンピュータです。

アプリケーション・マネージャ

ツールやその他の使用可能なアプリケーションを管理するアプリケーションソフトウェア
です。

ウィンドウ

ディスプレイ上の矩形の領域です。アプリケーション・ソフトウェアには通常、ダイアログ・
ボックスと呼ばれる副ウィンドウを開くことができる主ウィンドウがあります。

ウィンドウ・アイコン

アイコン化されたウィンドウです。

ウィンドウ・メニュー

ウィンドウ・メニュー・ボタンを選択することにより表示されるメニューです。メニューは、
[移動]、[サイズ]、[アイコン化]、[最大表示] など、ウィンドウの位置やサイズを指定す
る選択項目を提供します。

ウィンドウ・メニュー・ボタン

ウィンドウの左上隅にあるコントロールで、タイトル・バーの横にあります。これを選択
すると、ウィンドウ・メニューが表示されます。

ウィンドウ・リスト

アクションが選択されたウィンドウに関連付けられているすべてのウィンドウのリストを
表示するアクションです。

ウィンドウ枠

アプリケーション・ソフトウェアを囲むウィンドウの可視部分です。ウィンドウ枠には、
タイトル・バー、サイズ変更境界、アイコン化ボタン、最大表示ボタン、およびウィンドウ・
メニュー・ボタンという最大 5 個のコントロールを入れることができます。

オプション

実行するコマンドを選択するとき、またはダイアログ・ボックスで項目を選択または入力
するときに使用できるバリエーションを示す一般用語です。
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カーソル

マウスまたはキーボードでの入力によって影響を受ける現在のオブジェクトを示すグラフィ
カル・デバイスです。

改行文字

ドキュメント内のテキスト行の最後をマークする目に見えない文字です。この文字はプリ
ンタや画面で改行したり新しい行を始めるように指示します。

階層メニュー

他の画面要素と対話するために選択する追加要素を表示するメニュー項目です。

階層リスト

他の画面要素と対話するために選択する追加要素を表示するリスト・ボックスです。

画面ロック

有効なユーザ・パスワードが入力されるまでの間追加の入力を除外して、ワークステーショ
ンの画面をロックする機能です。

キーの割り当て

キー・ストロークと特定の動作を関連付けるものです。

切り替える

マウスかキーボードを使用して、ラジオ・ボタンやチェック・ボックスなど、2 つの状態
があるコントロールの状態を変更することです。

クライアント

ネットワーク・サーバからサービスを受けるシステムまたはアプリケーション・ソフトウェ
アです。

グラブする

マウス・ポインタをオブジェクト上に移動させ、オブジェクトを移動させるためにマウス・
ボタン 1を押し続ける操作です。「ドラッグする」、「ドロップする」を参照してください。

グラブ・ハンドル

選択されたグラフィック・オブジェクトの隅と中心点に表示される小さい正方形です。

クリック

マウス・ポインタを移動しないでマウス・ボタンを押して離すことです。

クリップボード

最後にカット、コピー、ペーストされたデータまたはオブジェクトを一時的に格納するバッ
ファです。
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グループ・ボックス

コントロールのセットを視覚的に関連付けるウィンドウのボックスです。

現在の項目

リストで現在強調表示されている項目です。

現在のセッション

ログアウト時にセッション・マネージャによって保存されるセッションです。次のログイ
ン時に、他のものを指定しなければ、このセッションが自動的に開き、前回の終了時の状
態から作業を続けることができます。「ホーム・セッション」も参照してください。

現在の設定

チェック・ボックスやラジオ・ボタンなどのコントロールの現在の状態です。

現在のワークスペース

画面に現在表示されているワークスペースです。ワークスペース・スイッチで変更できます。

合成データ属性

アクションをロードしたときに作成される DATA_CRITERIA/DATA_ATTRIBUTES エ
ントリに追加されるデータ型です。*.dt ファイルには、アクション・エントリ以外何も表
示されません。この属性は *.dt ファイルには設定されず、内部的にのみ使用されるので
注意してください。

項目

リスト内の要素です。

コマンド行プロンプト

コンピュータがコマンドを受け付ける準備が整ったことを示すプロンプト (通常は %、>、
$) です。端末エミュレーション・ウィンドウで [Return] キーを押すと、コマンド行プロ
ンプトを表示できます。

コンテキスト・ヘルプ

カーソルまたはポインタが指す特定の選択項目またはオブジェクトに関するヘルプ情報です。

コントロール

アクションを実行したりオプションの設定を示すさまざまなオブジェクト (ボタン、チェッ
ク・ボックス、スクロール・バーなど) の一般用語です。[フロントパネル] アイコンにも
適用されます。
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コンボ・ボックス

テキスト・ボックスを使用して、コンボ・ボックスのテキスト・ボックス位置を参照し、
リスト・ボックスを使用してリスト位置を参照します。たとえばファイル・テキスト・ボッ
クスにファイル名を入力したり、下にあるリスト・ボックスから選択します。

サーバ

クライアントにサービスを提供するシステムです。

サイズ変更ハンドル

ウィンドウまたはウィンドウの区画のサイズを変更するのに使用されるコントロールです。

サイズ変更ポインタ

ウィンドウなどのオブジェクトのサイズ変更中に表示されるマウス・ポインタです。

作業領域

コントロールとテキストが表示されるウィンドウの一部です。

指す

特定の画面のオブジェクトまたは領域上でポインタが停止するまでマウスを移動させるこ
とです。

サブパネル

追加のコントロールを提供するフロントパネルのコンポーネントです。サブパネルには通
常関連のあるコントロールのグループが入っています。

実行ホスト

アクションによって起動されるアプリケーションを実行するホスト・コンピュータです。
アクションが存在するのと同じコンピュータか、ネットワーク上の別のコンピュータです。

修飾キー

このキーを押しながら他のキーを押すと、第 2のキーの意味を変更するキーです。[Control]、
[Alt] および [Shift] などがその例です。

状態インジケータ

ドロップ領域が有効か無効かを示すフィードバックと結び付けられた位置付け用ポインタ
として使用されるドラッグ・アイコンの一部です。

ショートカット

ダイアログ・ボックスへの指定を簡単にするマウス・アクションの一般用語です。ショー
トカットとしては、ファイル名リスト・ボックスにある項目をダブルクリックすると、1
回のアクションでその項目を選択し、[了解] を選択したことになります。
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ショートカット・キー

メニュー・コマンドを起動するのに使用されるキーボードのキー・シーケンスのことです。
これは、特殊なアクセラレータ・キーを使用するキー・シーケンスや、下線が引かれた文字 (ニー
モニック) シーケンスになります。たとえば、[Alt] + [F4] キーか [Alt] + [F] + [P] キー
を押すと、コマンドとして [ファイル] => [印刷] を選択したことになります。

書式

CDE ドキュメント・コンテナで、属性を格納するのに使用される型です。

シンボリック・リンク

ファイルまたはディレクトリへの参照です。

スクリーン・セーバ

指定された時間後にワークステーションがディスプレイをスイッチ・オフにする、または
表示されるイメージを変更するように指定する選択項目で、これによりディスプレイの寿
命が延びます。

スクロール・バー

ウィンドウの右側または下部にあるコントロールで、これにより現在は見ることができな
いウィンドウの内容を表示できます。

スケーラブル・タイプフェース

特定のサイズ、傾斜、または線の太さのビットマップ・フォントを作成できるタイプフェー
ス用の数学的アウトラインです。

スタイル・マネージャ

(カラー、フォント、キーボード、マウス、ウィンドウ、およびセッション起動の動作な
どを含む) ワークスペース環境の視覚的要素とシステム・デバイス動作の一部をカスタマ
イズするのに使用するソフトウェア・アプリケーションです。

スピン・ボックス

相互に排他的な選択は例外として、曜日など関連のあるもののセットを表示するテキスト・
ボックスと 2 つの矢印ボタンが付いたウィンドウ要素です。

スライダ

使用可能な範囲の中から値を設定するためにトラックとアームを使用するコントロールです。
アームの位置 (または独立したインジケータ) により現在の設定値がわかります。

セーブバック

変更されたデータを変更前のファイルに書き戻すためにドラッグ＆ドロップが機能するこ
とです。
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セーブバックなし

バッファに保持されたデータの変更を変更前のファイルに書き戻すためにドラッグ＆ドロッ
プが機能しないことです。

セッション

ユーザのログインからログアウトまでの経過時間です。

セッション・サーバ

ネットワーク・セッションを提供するシステムです。セッション・ファイルはセッション・
サーバにあり、ネットワーク上のシステムにログインするときには必ず使用されます。

選択する (choose)

マウスやキーボードを使用して、コマンドかアクションを開始するメニュー項目、ボタン、
またはアイコンを選択することです。「選択する (select)」も参照してください。

選択する (select)

オブジェクトが操作されたり使用可能になるように、強調表示やその他の目印をオブジェ
クトに追加することです。選択には、リスト内の項目の強調表示やチェック・ボックスを
オンに切り替えるなど、状態の変更以外のアクションの初期化は含まれません。

操作インジケータ

ユーザに操作 (移動、コピー、リンク) のフィードバックを指定するドラッグ・アイコン
の一部で、ドラッグ中に示されます。

挿入ポイント

キーボードに入力されたデータ、またはクリップボードかファイルからペーストされたデー
タが画面に表示されるポイントです。テキスト入力領域では、カーソルの同義語です。

ソース・インジケータ

ドラッグされている項目を表すドラッグ・アイコンの一部です。

[属性]

その日時や名前などのオブジェクトの特性の設定を可能にするメニュー・コマンド、また
はタイプフェースなどのオブジェクトの特性を識別するディスプレイです。

ソフトウェア・アプリケーション

動作するツールを提供するコンピュータ・プログラムです。ソフトウェア・アプリケーショ
ンの例としては、スタイル・マネージャ、テキスト・エディタ、およびファイル・マネージャ
があります。
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ダイアログ・ボックス

アプリケーションによって表示される、ユーザによる入力を要求するウィンドウです。簡
略形としてダイアログを使用しないでください。

タイトル・バー

ウィンドウの最上部の領域で、ウィンドウ・タイトルが入っています。

タイル

パターンまたはビジュアル構造で表面をカバーするのに使用する矩形の領域です。たとえば、
ワークスペース・マネージャがタイリングをサポートしていると、システム・カラーの使
用を制限されているユーザが、既存のカラーをブレンドして新しいカラー・タイルを作成
することができます。

ダブルクリック

マウス・ポインタを移動しないでマウス・ボタンを 2 回すばやく押すことです。特に明
示しなければ、ボタン 1 をクリックしてください。

端末エミュレータ

実行中の非ウィンドウ・プログラムに対して特定のタイプの端末をエミュレートするウィ
ンドウです。端末エミュレータ・ウィンドウは、最も一般的にはコンピュータのオペレーティ
ング・システムとの対話のためにコマンドを入力するのに使用されます。

チェック・ボックス

その設定がチェック・マークの有無で示される非排他的コントロールです。チェック・ボッ
クスには、オンとオフの 2 つの状態があります。

ディスプレイに依存しないセッション

画面の解像度またはカラー機能にかかわらず、任意のディスプレイ上に復元できるセッショ
ンです。

ディスプレイに依存するセッション

特定のディスプレイ上にのみ復元できるセッションです。

ディレクトリ

ファイルと他のサブディレクトリの集合です。

データ型

特定のデータ・ファイルを適切なアプリケーションおよびアクションに関連付けるのに使
用される機能です。データ型は、特定の拡張名などのファイルの命名規則またはファイル
の内容に基づいてファイルのタイプを決定することができます。
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データベース・ホスト

アクションが定義されているホスト・コンピュータです。

データ・ホスト

アクションのデータが位置付けられているホスト・コンピュータです。

テキスト・フィールド

ウィンドウ内の情報が入力される矩形の領域です。キーボード・フォーカスが付いたテキ
スト・フィールドは、点滅するテキスト挿入カーソルが入っています。

デフォルト

アプリケーションによって自動的に設定される値です。

ドラッグする

マウス・ポインタをオブジェクト上で移動させる操作です。マウス・ボタン 1 を押した
ままマウス・ポインタおよびオブジェクトをワークスペースの他の場所へ移動させます。

ドラッグアンダ・フィードバック

ドロップ領域で使用される外観のことです。フィードバックはサイトの周りを描画する実線、
ドロップ領域の周りに付けた射影によって凹凸に見える表面、ドロップ領域の上に重ねて
描画されるピックスマップのいずれかです。

ドラッグオーバ・フィードバック

潜在的なドロップ領域でユーザがドラッグしたときにドラッグ・アイコンの外観が変わる
ことです。

ドラッグ＆ドロップ

他のどこかにあるオブジェクトを移動して配置するためにポインティング・デバイスを使
用することによりオブジェクトを直接操作することです。

ドロップする

オブジェクトをグラブしてから、マウス・ボタンを離す動作のことです。オブジェクトが
適切な領域にドロップされると、「アクション」が開始されます。「グラブする」を参照
してください。

ドロップ・ターゲット

アプリケーション内のドロップ領域を表す矩形のグラフィックです。

ドロップ領域

[ごみ箱]、[プリンタ]、[メール・プログラム] アイコンを含むワークスペースの領域で、
ドロップされたオブジェクトを受け入れます。オブジェクトは、クイック・アクセスのた
めにワークスペースにドロップすることができます。
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ナビゲーション・キー

カーソルの現在の位置を移動するのに使用されるキーボードのキーです。これらには、矢
印キー ([Control]キーを一緒に押す場合と押さない場合があります)、[Tab]キー ([Control]
キーまたは [Shift]キーを一緒に押す場合と押さない場合があります)、[Begin]キーと [End]
キー ([Control]キーを一緒に押す場合と押さない場合があります)、および  [Page Up]キー
と [Page Down] キーも含まれます。

ネットワーク・セッション

複数のシステムに渡って管理されるセッションです。ネットワーク・セッションを使用す
ると、ログインするのにどのシステムを使用したかにかかわらず、同一のセッションを参
照できます。また、複数のシステムに渡る単一のホーム・ディレクトリも提供します。

ハイパーリンク

ヘルプ・テキストで、選択時に別のヘルプ・トピックを表示する情報です。

バックグラウンド

ボタン、リストなどのオブジェクトが表示されるウィンドウの基本となる領域です。

離す

マウス・ボタンまたはキーボード・キーを離すことです。

パレット

使用可能な要素の範囲で、通常はカラーです。

引き数

コマンドに続く情報の項目です。

ビジー・ポインタ

アプリケーションがビジーで入力を受け付けられないときに表示されるマウス・ポインタ
です。

ピックスマップ

ラスタ形式で格納されたイメージです。通常、3色以上を使用したイメージを指します。「ビッ
トマップ」も参照してください。

ビットマップ

ラスタ形式で格納されたイメージです。通常、2 色 (フォアグラウンドとバックグラウン
ドのカラー) のイメージだけで表されます。「ピックスマップ」も参照してください。

ビットマップ・フォント

ビットマップ・フォントは、ドットのマトリックスで構成されています。「フォント」を
参照してください。
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[表示オプションのコピー]

現在の表示の属性をコピーし、コピーをクリップボードに置くメニュー・コマンドです。

ファイル・サーバ

アプリケーションが使用するデータ・ファイルを格納するホスト・コンピュータです。

ファイル・マネージャ

システム上のファイルとディレクトリを管理するソフトウェア・アプリケーションです。

フィールド

名前フィールドや電話番号フィールドのようにデータを保持するウィンドウ要素です。[名
前] テキスト・ボックスや [ファイル] リスト・ボックスなどのように、なるべく要素を説
明するのに特有の名詞を使用してください。

フォアグラウンド

ウィンドウの内容とウィンドウのバックグランドを区別するのに使用されるカラーまたは
網掛けです。

フォーカス

キーボードによる入力が受け付けられる場所です。

フォルダ

「ディレクトリ」を表すアイコンです。

フォント

1つのサイズかつ 1種類のタイプフェースの文字 (英字、数字、および特殊文字)の完全なセッ
トのことです。フォントの例としては、「10ポイントの Helveticaボールド」があります。

複合ドキュメント

1 つ以上のアタッチメントを含むドキュメントです。

プッシュ・ボタン

選択するとすぐにアクションを開始するコントロールです。通常ダイアログ・ボックスに
見られるプッシュ・ボタンの例には、[了解]、[取消し]、および [ヘルプ] があります。

プリント・サーバ

1 台以上のプリンタが接続されるホスト・コンピュータ、またはそれらのプリンタを管理
する UNIX プロセスです。
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フロントパネル

アプリケーションへアクセスするコントロールおよびユーティリティを格納するウィンド
ウで中央に配置されます。また、ワークスペース・スイッチも格納しています。フロント
パネルはすべてのワークスペースに配置されます。

ページ

ウィンドウ内に表示されたテキストを全画面単位に先に進むことで、通常はスクロール・バー
を使用します。

ポインタ

現在のマウスの位置と、設定によってはアクティブなウィンドウを示す矢印またはその他
のグラフィカル・マーカです。「カーソル」も参照してください。

ホーム・セッション

現在のセッション以外に、次のログイン時に自動的に戻るセッションとして特定のセッショ
ンを指定するログアウト時の選択項目です。

ホーム・ディレクトリ

個人用ファイルとディレクトリを保持しておくディレクトリです。デフォルトとしては、[ファ
イル・マネージャ]ウィンドウと端末エミュレータ・ウィンドウを最初に開いた場所がホー
ム・ディレクトリに設定されます。

ボタン

アプリケーションがアクションを起動するためのウィンドウ・コントロールの一般用語です。
通常はコマンドの実行、ウィンドウの表示、メニューの表示を行います。マウスのコントロー
ルの説明にも使用されます。

ボタンの割り当て

特定の動作とマウス・ボタンの操作を関連付けたものです。

マッピング

それ自体は実行文字列を持たないで他のアクションを実行するアクションです。ファイル
/usr/vue/types/user-prefs.vf には、組み込みマップ・アクションがあります。たとえばフ
ロントパネルで使用する組み込み CDEメール・アクションは、[メール・プログラム]アクショ
ンにマップされます。

メタデータ

Bento 型コンテナでは、オブジェクトに関する情報です。「値」も参照してください。

メニュー

特定のアプリケーション・タスクを実行するために選択するコマンドのリストです。
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メニュー項目

メニューに表示される選択項目です。

メニュー・バー

メニュー名がリストされるタイトル・バーと作業領域の間にあるアプリケーション・ウィ
ンドウの一部です。

矢印キー

キーボードにある 4つの方向を示すキーです。「ナビゲーション・キー」も参照してくだ
さい。

要素

リスト内の項目やウィンドウ内のコントロールなど、より明白なコンテキストにあるスタ
ンドアロン項目と見なすことができるエンティティの一般用語です。

ラジオ・ボタン

その設定がグラフィカル・インジケータの有無によって示される排他的コントロールで、
通常はラジオ・グループの一部になります。ラジオ・ボタンには、オンとオフの 2 つの
状態があります。

ラジオ・ボタン・グループ

独特のラベルを持つことができるラジオ・ボタンのセットが入っているボックスです。一
度に起動できるラジオ・ボタンの数は、最大 1 つです。

ラベル

要素の名前で、ウィンドウ要素の横に表示されているテキストです。

リスト

選択する要素が入っているコントロールです。選択リストとも呼ばれます。

リスト・ボックス

1 つ以上の項目を選択できるような項目のリストを表示する、任意の数のグラフィカル・
デバイスです。通常は使用するボックスの種類を指定する必要はありません。

リソース

ウィンドウまたはアプリケーションの属性 (外観または動作) を指定する X ウィンドウ・
システムの機構です。リソースには、コントロールする要素にちなんだ名前が通常付けら
れます。

リンク

シンボリック・リンクの同義語です。
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ローカル・ホスト

ソフトウェア・アプリケーションを実行している CPU またはコンピュータです。手元に
あるワークステーションのことです。

ワークスペース

現在の画面ディスプレイや、そのディスプレイにあるアイコンとウィンドウ、およびオブジェ
クトを位置付けることができる未使用の画面領域です。

ワークスペース・オブジェクト

ファイル・マネージャからワークスペースにコピーされたオブジェクトです。

ワークスペース・スイッチ

いくつかのワークスペースから 1 つだけ選択できるようにするコントロールです。

ワークスペース・バックグラウンド

ディスプレイの中で、ウィンドウ、アイコン、またはオブジェクトには覆われていない部
分です。

ワークスペース・マネージャ

複数のワークスペース内のウィンドウのサイズ、位置、および操作をコントロールするソ
フトウェア・アプリケーションです。ワークスペース・マネージャには、フロントパネル、
各アプリケーションを囲むウィンドウ枠、およびウィンドウ・メニューと [ワークスペース]
メニューが含まれます。

[ワークスペース] メニュー

ワークスペースの何もない領域を指し、マウス・ボタン 3 をクリックすることによって
表示されるメニューです。
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